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　苦痛に耐えることには慣れている。

　持久走も不得手ではなかったが、それはタイムを無視すればの話だ。ぼーっと妄もう想そうしながら足を動かしていれば終わる学校のマラソン大会とは違い、今は何よりもタイムが要求されている。さらには苦痛や疲労を忘れるために妄想することもここでは許されない──嫌いやな想像しか頭に浮かんでこないという理由で。

「のうメイコよ、放っておけばよいではないか。儂わしやお前には無関係なことじゃろう？」

「そういう、わけにもっ……いかない、ですよ……」

　しゃがれた女の声に答えるついでに足を止め、砧きぬた川がわ冥めい子こは制服のスカートから覗のぞく自分の膝ひざに手をついた。長い黒髪に熱気が籠こもってひどく鬱うつ陶とうしい。こんなときには、切ってしまおうかな、などとも思うのだったが、ここまで伸ばすとそれも勿もつ体たい無なく感じて躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　止まったついでに、ずれた眼鏡めがねを指で押し上げる。眼前の壁かべに描かかれた卑ひ猥わいな落書きが目に留まり、顔が赤くなった。わ。アレで、ソレしたいだなんて、そんな。それに図解しなくても。

「やれやれ。それにしても、便利なものよな」

「はぁ、はぁ……ん、何のことです？」

「決まっておろう、お前が想像しておるモノの話じゃ──と言っても、興味深そうに眺ながめておったその壁の色事のことではないぞ」

「き、興味深そうには、全然、見てないですがっ……えと、それで？」

「いや、なに。儂らの時代は、このような場合には海だの山だのへ行く必要があったのじゃが。そこかしこにこういう場所があるとはなんともお手軽なことよ、と思ってな。ひひひ」

　擦かすれた声の嘲ちよう笑しよう。それを発する人間の姿は見えない。冥子は小さく口をへの字にし、手に持った学生鞄かばんをぽんと叩たたいた。

　ほんの数秒の小休止を終え、彼女は薄うす汚よごれた壁の落書きに背を向けて再び走り出した。けれども今来た道を戻るわけではない──踊り場を折り返し、階段の制せい覇はを再開する。日中だが、照明がないせいで足あし下もとは曖あい昧まいだ。何度も段差に蹴け躓つまずき、頰ほおから汗を落とし、荒い息を薄暗い空気に吐き出し、それでも必死で足を動かし続け──そして冥子は到達した。

　世界で最も、広大を体現する場所に。




　一気に視界を埋め尽くした鮮やかな単一色に、冥子は目を細めた。額の汗を腕で拭ぬぐいつつ、首を回す。予想通り、名前も知らない彼女はそこにいた。

「あっ……あっ、あ、あ……その、えと──」

　予想通りなのだが、実際に来てみると何を話していいかわからない。何だっけ？　何を話せばいいんだっけ？

「こ──こんにちはっ！」

　自分でも間抜けだと思ったが、第一声はそれだった。言ってしまったものは仕方がない。冥子はぎゅっと鞄を握り締めて、相手の反応を窺うかがう。

　数秒あって、ゆっくりと──彼女の顔が、冥子のほうを向いた。無表情。先刻見かけたときとは違い、もう泣いてはいなかった。ただしその目は赤く、軽く施ほどこされていた化粧は完全に崩れている。怪け訝げんの色も困こん惑わくの気配もなく、ただ人形のような無表情を保ったまま、彼女はその口だけを動かした。

「……おいっす」

　女の子らしくないへんてこな挨あい拶さつだったが、何はともあれ反応が返ってきたことに冥子は安あん堵どした。彼女のセーラー服と、腰のベルトに何本も吊つられたペットボトルがぱたぱたと揺れるのを見ながら、得意の愛あい想そ笑いで考える──凄すさまじく引き攣つったものになっているだろうと、自分でも容易に想像できたが。
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「えと、その、ですねっ……あの、何と言いますか……」

　何かの本で読んだ気がする。相手を刺激してはならない。相手は話を聞いてもらいたがっている──たとえそうは見えなくても。それと、何だっけ。自分に興味を持ってもらうこと？　ああ、なんて無理難題。自分がつまらない人間なのは自分が一番よくわかっているのに。

「わ、わたし、砧川冥子って言います」

　とりあえず名乗ってみたが、返事はなかった。その冷たい視線に、思わずこの場から逃げ出したくなる。ただでさえ初対面の人間と話すのは苦手なのだ……しかしそれでも、やらなくてはならない。意味のわからない重圧が襲おそい掛かり、冥子は胃がきりきりと痛むのを感じた。軽くパニックになりながらも、必死に思考を巡らせる。ああ、自分に興味を──それで、話を聞いて──だから──まずは場所を移して──

　支し離り滅めつ裂れつに考えて考えて、そして閃ひらめいた。当然ながら、考えて出た言葉も支離滅裂なものだったが。

「そ、そう。わ、わたしと……わたしと、お茶しませんかっ？」

「……」

「え、あ！　違、ちょっと間違えましたねわたし!?　うう、だから、お話してみたくて、その」

　わたわたと手を動かしながらフォローすると、無表情だった少女の口元が微かすかに緩ゆるんだ。

「名前も知らないのに？」

「……えと、わたし、言いました。砧川です。あとはあなたの名前を教えてくれれば、知らない同士じゃなくなりますよ」

「友達でもないのに？」

「あう、それは、その……だから、これから、お友達になりましょう？　わたし、友達少ないので……もしなってもらえると、嬉うれしいです。とても。あ、勿もち論ろん、あなたがよかったらで、いいんですけど」

　名前も知らない彼女は、そこで一つ、大きく息を吸った。

「こんな状況なのに？」

「こんな状況、だからですよ」

　冥子も同じようにして、ゆっくりと肺に空気を吸い込む。引き攣っていた自分の笑顔から力が抜けて、自然な微笑に変わるのがわかった。極限状況みたいなものに慣れてしまったのかもしれないな、と他ひ人と事ごとのような感かん慨がいが頭の片隅に浮かんでくる。

　セーラー服の少女は明るい色の頭を動かし、今まで──冥子がここに来るまでずっと向き合っていたものに再び視線を戻した。そして、世間話じみた軽い口調で、

「ねぇ……もし、私がこの先に行ったらさぁ。あんた、どうする？」

「わたしも一緒に行きますね」

「あんたも行きたいの？」

「行きたくないですけど、行かなくちゃあなたの手を摑つかめません」

「摑んでも、一緒になっちゃったら意味ないじゃん。重いよ私」

「大丈夫ですよ」

　冥子は笑顔のまま、続けた。静かに、けれども力強く。

「わたし、飛べますから」

　自信満々に荒こう唐とう無む稽けいなことを言ったためか、少女はそこでぷっと噴き出した。今時の女子高生姿にふさわしい、陽気な表情。これがこの人本来の顔なのだと、冥子は思った。そう、今までの無表情こそがイレギュラー。特別で、あってはならない──間違った顔。

「ぷぷ、あはは……あー、なんか、変だね。面白い子」

「え、そうですか？　そんなこと言われたの初めてです……あ、初めてでもないのかな……でも滅めつ多たにないです。ほんとです。えと、だから、どうも」

　反射的に小さく頭を下げると、そこでまた相手の肩が震ふるえた。弾はずみでその先に行っちゃうんじゃないのかな、と冥子が微かな心配を覚えたとき──少女は唐突に、静かな口調で言った。

「ねえ。あんた、恋してる？」

「え。えぇぇぇと、それは、その……」

　突然の質問に、冥子は俯うつむいた。だが答えは決まっている。小さな声で、恥ずかしそうに、

「……してます」

　どうしてか、口に出してしまうと恥ずかしさがなくなった。そう、自分は恋をしている──

　ふ、と息を吐き。少女の視線を柔らかい微笑で受け止め、補足する。

「片思い、ですけど」

「そっかぁ……片思いかぁ。ちょっぴし、つらくない？」

「……つらいことも、ありますね」

「そうなんだぁ」

　頷うなずいたあとも、彼女はぼんやりと自分の前にあるものを見つめていた。が、ややあって、

「──コイバナ、しようか？　聞いてくれる？」

　その言葉に、冥子は心の底からほっとした。さらなる笑顔を零こぼしながら答える。

「わたしでよかったら、いくらでも。あの、お名前、教えてくれますか？　えと、それと──恋の話をするような友達になったら、ま、まずは、握手するべきだと思うんです。その……こっちに来てくれませんか？」

「おいっす、わかった。私、時とき早はや叶かな絵え。よろしくね」

　屋上の端、フェンスの向こう側。僅かなコンクリートの足場に立ち、あと一歩で青空にその身を溶け込ませようとしていた少女は──そう言って、朗ほがらかに笑った。

　　　　＊

　屋上で少女と笑い合う、その数十分前。

　学校帰りの冥子は繁華街まで足を延ばしていた。購読しているファッション誌の発売日だったため、駅前の書店に行こうと思ったのだ。

「うっぜぇな、ほんとお前は！　いい加減にしろよ！」

　道みち端ばたから突然聞こえてきたその怒号に、冥子はびくりと背筋を跳はねさせた。心臓を鷲わし摑づかみにされたような圧迫感、泣きたいわけでもないのに目頭が熱くなってくる。その声が自分に向けられたものではないことは明らかだったが、これは身に染しみ付いた性質なのでどうしようもなかった。男の怒鳴り声なんて、できれば一生、耳にしたくない。

　声に続いて、ぐしゃり、と何かが潰つぶれる音──そして、女の子の泣き声。

　さらに気分を悪くしながらも、冥子は周囲の野や次じ馬うまに混じって声が聞こえるほうを観察した。

　近くの公立校の制服である標準的なセーラー服を着た女子高生が、歩道にへたり込んで泣いている。日本語の範はん疇ちゆうには収まらない、あとうの中間である音を無数に駆使して──子供のように、としか言いようがないほど、涙と鼻水をぼろぼろ零しながら。それは周囲の野次馬が顔を顰しかめるほど、無ぶ様ざまで必死で、だからこそ痛々しい大泣きだった。

　よく見ると、少女の腰回りには奇妙な装備があった。ベルトに多量のホルダーが引っ掛けられ、その全すべてに５００mlのペットボトルが保持されている。中身はほとんどが空のようだった──腰ミノみたいになっていて正直あまり見栄えは良くなかったが、ひょっとしたらああいうのが今は流は行やっているのかもしれない、と冥子は思った。雑誌などで知ることができるような全国ブームならともかく、学校とか地域範囲とかの局所的な流行は全くわからない。ただの教室の空気にそんな話をしてくれるものはいないのだ。

　少女の前にいるのは二人の人間だ。耳と鼻にピアス、色黒な肌に派手な服を着た遊び人風の若い茶髪男。冥子の苦手なタイプの人間だった。隣にいるのはヒールの女性で、腕を組んで彼と密着している。何か汚きたないものでも見るかのような目で、彼女は泣きじゃくる女の子を冷たく見下ろしていた。二人とも歳としは大学生ほどだろう。

　二人と少女の間には二十センチ四方ほどの四角い箱が落ちていた。可愛かわいいラッピングがされていて、プレゼントか何かのようだ。何が入ってるのかな、となんとなく冥子が疑問に思ったとき──

　男が顔を醜みにくく歪ゆがめて、唾つばを散らしながら遠えん慮りよ会え釈しやくなく少女を罵ののしった。

「もうお前とは何でもねぇんだよ！　わかったか!?　もう寄ってくんな、クサレ女！　一生俺おれの前に現れんなよボケ！」

　その足が、箱を踏み潰す。そこから飛び散った白いものは──生クリームだ。それを纏まとわりつかせた卵色の塊も箱からはみ出していて、冥子はそこで箱に入っていたのがケーキだと気付いた。少女の泣き具合を加味して……おそらく手作りだろう、とも思う。

　男はそれが汚お物ぶつであるかのように靴くつ底ぞこを歩道に擦こすりつけ、ざまあみろ的な表情を浮かべる女と連れ立ってその場を立ち去っていった。セーラー服の少女はわんわんと泣き続けていたが、これ以上事態が面白くならないことを悟った野次馬達たちは一人、また一人と散っていく。残ったのは、声をかけることも立ち去ることもできずにいた、優柔不断で中途半はん端ばな一人だけ。

　冥子は考えていた。自分が丹たん精せい込めて作ったケーキを、もし『彼』があんなふうにしたら。

　ぶっきらぼうなくせに実は優しい彼はそんなことはしないだろう（ぶちぶち文句を言いながら、結局食べてくれそうな気がする）けども、想像するだけで嫌な気分になる。この世の終わりだ、とすら思うかもしれない……眼前の彼女のように。それにしても、さっきのはなんて──ひどい男なのだろう。

　けれども、見ず知らずの少女を慰なぐさめてあげられるような勇気は冥子にはなかった。ただ、どうしようどうしよう、と固まっているだけ。人見知りで内気で臆おく病びような彼女にとってはひどく自然なことだったが。

　そうこうしていると、ぴたりと泣き声が止やんだ。少女が立ち上がったのだ。彼女はぼんやりと地面のケーキ（の残ざん骸がい）を見つめたあと、やおら腰のペットボトルを揺らして歩き始めた。俯いたまま、真横にあったビルの中へ。

　冥子がその古ぼけた雑居ビルの看板を見上げれば、そこには飲み屋やいかがわしい店の看板が並んでいる。女子高生に縁がありそうな場所ではない。しかも今は夕方にもなっていない時間なので、開店しているかどうかも微妙だ。

　もともとこのビルに用があった、というわけではないだろう。ならば、思いつきで？　それは──どういうこと──？

「メイコ。おい……メイコ？」

　鞄の中から聞こえてくる小さな声は耳に入らない。冥子は自分の言葉を思い出していた。

　この世の終わりだ、とすら思うかも。

「──っ!?」

　その可能性に思い至るのと同時、冥子は深く考えないまま、そのビルに駆け込んでいた。

　　　　＊

　一軒家の二階にある叶絵の私室には、今、紅茶の良い香りが薄く漂っている。

　叶絵の部屋でお茶会をすることになったのは、こんな化粧の崩れた顔でお店なんかに行けない、と叶絵が言ったためだ。冥子の家からさして遠い場所でもなかったし、誘った当人である冥子が断る理由はなかった。

「あーなんだ、見てたんだー。やば、恥ずかしいなー」

「はい。ごめんなさい──でも、あんなこと、絶対に、駄だ目めです」

「うん……ごめんね、反省してる。一時の気の迷い。何かの間違い。悪あく魔まの囁ささやき。今じゃ、自分でもどうしてあんなことする気になったのかわかんない。も、大丈夫だから。そんな泣きそうな顔しないで。ね？」

「はい……」

　冥子が頷くと、叶絵は「おいっす、よろしい」と言って笑った。口くち癖ぐせなのだろう。

　笑顔は普通の女子高生だ。それは冥子にとっては、普通に可愛い、という意味だ──少なくともこんなへんてこで弱々しい顔の自分よりかはみんな可愛い、という自じ虐ぎやく的な前提がある。

　叶絵の髪型はショートの健康的なもので、オレンジ色じみた明るい茶髪にされている。漆しつ黒こくの冥子とは全く対照的だ。派手でない程度の化粧をして、足下には勢力衰退中のルーズソックス……実のところ彼女も冥子にとってはあまり得意なタイプではなかったのだが、なぜか話しづらいとは思わなかった。人見知りする彼女にとっては意外なことに、さして緊張もしない。『彼』の妹さんにちょっと雰囲気が似ているからかもしれない、と冥子は分析する。

「でさー。どこまで話したっけ？　幸こう一いちくんは大学生で、私のカレシで、でも冷たくなっちゃって、あーもともと遊び人っぽいとこあったんだけど、最近はさらに二ふた股またとか三股とかするようになって、短気だからちょっと口が悪かったり乱暴だったりするとこもあるけどー……」

　ルーズソックスをずるずると引き上げながら、叶絵は語る。クッションに胡坐あぐらを搔かいて座ったままなので、思いっきりパンツが見えた。同性ながら、冥子のほうが恥ずかしくなる。

「それは……えと、ちょっと、ひどいですね。さっきのも」

「ひどくないよ！　乱暴だけど、優しいもん！」

　冥子の相あい槌づちに、叶絵はテーブルの上に身を乗り出して反論してきた。

「わ、わ、ごめんなさい、ごめんなさいっ……そんなつもりじゃなくて、えと、その」

「あ……いや、ごめんね。めーちゃんに悪気ないのはわかるよ。私だって、さっきのケーキ事件、傍はたから見てればどうなんだろって思うし。あーあ、誕生日だから頑張って作ったのになー」

「はぁ……」

　どうもカレのことは悪く言わないほうがよさそうだ、と冥子は曖昧に頷いた。

「でもね、いいところもいっぱいあるんだよ。カッコイイし、強いし、えっちのテクニックだって凄すごいし！　超気持ちいいんだよ!?」

「そ、そう、ですか……」

　冥子が顔を赤くして俯くと、さては、と何かを悟った様子の叶絵がにやにや笑い始めた。肩を縮めるしかない冥子にとっては幸運なことに、その笑顔から別の話題が生まれることはなかった。ノックの音がする。

「叶絵……？　お茶のお代わりだけど……」

「あ、おいっすー」

　叶絵が立ち上がり、ドアを開けて母親からお盆を受け取る。軽く視線が合ったので冥子が会釈すると、愛想が良すぎるんじゃないかと冥子が思うくらいの満面の笑みで、今まで気弱そうにおどおどしていた母親も嬉しそうに会釈を返してきた。冥子は似たもの同士の好感を持つ。

　空になったカップに紅茶が注つがれ、一いつ瞬しゆんだけ会話が止まった。紅茶を啜すする音だけが部屋に響ひびく。その隙すきを逃さず、先刻の話題が復活しないうちに冥子は口を開いた。

「好き、なんですね。その……カレシさんのこと」

「え？　んふふー、まぁね。超好きだね。好きすぎてさー、今まで私に買ってくれたジュース、とってあるんだ。結構斬ざん新しんな記念品っしょ？　あんまりプレゼントくれるひとじゃないから代わりに、ていうのもあるけどさ」

　腰回りのペットボトルを指し示しながら、叶絵。なるほど、と冥子は納得した。斬新なのは確かだ……ただ、間違いなくヘンなのも確かだが。無論、口には出さない。

「向こうもまだ私のこと好きでいてくれてると思うんだけどさー。だって別れてないんだし、メールとかだってまだ来るし。ていうかね、向こうがバレバレの三股とかして疎そ遠えんになったことは今までもあったんだけど、結局、また全部フラれて私のとこに戻ってくんの。やっぱお前が一番だ、とかね。その繰り返しなの──だからああいうヒドイ言葉とかにも慣れっこ。疎遠モードの前はいっつもあんな感じで喧けん嘩かするし。特に浮気現場を見つけたときには」

「え、慣れっこ？」

「おいっす、そうよー。幸一くんってばさ、女の子にいいとこ見せたがるんだよねー。さっきのクサレ女とかいう言葉だって、横の女がいたから言ったんだと思うわけよ。ま、もともと口が悪くて、私と一緒にいるときも、さっきの店員キモい顔してたなハハハとか平気で言うような人だし。ズレてるときとズレてない時期があって、今は丁ちよう度どズレてる時期ってことかな」

「ズレてる、ですか」

「ん。結局いつもみたいに戻ってくるなら早いほうがいいじゃない？　他ほかの女といちゃいちゃされるのもこっちの気分が悪いし。こーいうの直すのって、きっかけだと思うのよきっかけ。だからケーキ作戦だったんだけど……はぁー。でも、今日のはさすがに効いたなー。普段やらない頑張り方したのが報むくわれなかったから、普段やらない落ち込み方しちゃったんだよね。えと、一応言っときたいんだけど」

　叶絵は真しん摯しな目で冥子を見み据すえ、

「私、別に死にたいなんて思ってなかったと思う。ただ……なんなのかな。怪け我がして心配させてやれーっ、とか、そんな……お馬ば鹿かな理由だったの、かも。よくわかんないけどさ。ああ……恋ってむずいなぁ。幸一くんの気持ちとかも、ちょっとわかんなくなっちゃったし……ほんとのとこ、どうなんだろ」

　後半はふにゃりと表情を崩し、小声で呟つぶやく。

　冥子もこくりと紅茶を飲んで、その湯気で眼鏡を曇らせながら言った。

「難しい、ですよね……好きか嫌いかとか、どう思われてるのかとか、わからないことばかりで……不安になっちゃいます。で、なんだかテンパってわけわかんなくなっちゃって、へんてこな行動とっちゃって、さらにわかんなくなる、とか……」

「そーそー、めーちゃんもそう？」

「しょっちゅうですよ。というか、いつも、です」

　女二人、疲れた笑いを見せ合って、同じく疲れた溜ため息をつく。

「……どうすればいいのかなー。めーちゃんはそんなときどうしてんの？」

　どうしているのだろう、と冥子は改めて自分のことについて考えた。一回告白したきり、そのことについては音おと沙さ汰たがない。忘れられてるのかな、とも思うが、彼は忘れるような人ではないし、勇気を振り絞って行ったあんな大事な出来事を忘れてほしくない。なかったことにされている、のが有力だろう。でも、何もなかったのだろうか。あの告白は、彼に何も影えい響きようを与えなかったのだろうか。いや、でも……

　考えれば考えるほどわからなくなる。ん？　と急せかすような叶絵の目に、さらに焦あせった。答えなくては。自分は、今、どんな気持ちで──

「あの……信じてるっていうか祈ってるっていうか、そんな感じだと、思います……相手の気持ちがわからないのはわからないままですけど、ひょっとしたら、っていうのを考えられれば少しだけ安心できるんで……それを軸にして。えと、深く考えると泣きそうになったりもするんですけど、部屋で一人のときに、向こうもこんなことちょっとでも考えてくれてるのかな、なんて思ったらそれだけでもう、嬉しいといえば嬉しくて」

「部屋で一人のときに、かぁ……幸一くんにもあるのかな、そういうの」

「って、あの、なんだかよくわかりませんね!?　ごめんなさい、えと、わたしもわかんなくて、ごめんなさい……」

　謝りながら、冥子はただ一つの真実に気付く。一つだけわかっている、確かな答え。

　ああ、でも。そうだった。

　影響は与えた。とてつもなく、とてつもなく大きな、取り返しのつかない影響を──自分は、何の咎とがもなく生きていた彼に与えてしまったのだ。愚おろかで、罪深くて、とても呪のろわしい、それは……

　はっと冥子が気付くと、叶絵がその顔を興味津しん々しんの表情で覗き込んでいた。

「な、なんでしょぉ……？」

「うーん？　いやいや、そう言えば私が喋しやべってばっかでめーちゃんのほうの話全然聞いてなかったなーって。聞きたいなー、超聞きたいなー。その制服ってさ、盾たて宮みや学園のだよね？　同じ学校のひと？　ていうか聞き忘れてたけどめーちゃんって歳いくつ？」

「あ、十七で……二年ですけど」

「おいっす、マジで？　やば、同い年じゃん。年下とばっか思ってたよ。だったらさー、別に敬語で話さなくてもいいのに」

「あ、これ、癖なので。ごめんなさい……別に歳には関係なくて」

「そうなの？　じゃあいいや。で、どうなのさどうなのさ？　学校の奴やつ？　カッコイイ？」

　ずいずい、と顔が近付いてくる。

　詳しくは喋ることができないので、冥子はアウトラインだけを説明した。同じクラスの男子であること。髪を金髪に染めていて、見た目は不良系であること。でも中身は全然違うこと。楽しかった思い出。部屋でお茶を飲んだこと。屋上でパンを一緒に食べたこと……彼の名前までは出さなかったが、叶絵が違う学校ということもあり、内容自体は噓うそや誤ご魔ま化かしもなく素直に話せた。冥子にはこんなことを話せる友達がいない。なんだか新鮮な感覚だった。

「ほー、同じガッコだとそういうのができるからいいよねぇ」

「で、でも、ちょっとだけですよ……ほとんど、ただのクラスメイト、で」

「でも片思いで、好きなんでしょ？」

　はっきり言われると、また恥ずかしくなった。冥子はきゅうっと身を縮める。それを見て、叶絵はあっけらかんと続けた。

「んで、セックスはまだしてない、と」

「ひぇっ!?」

「えっちしちゃえばいいのに。とりあえず身体からだあげるのも、結構有効なテだと思うよ？」

「そ、そんな……そんなの。あう、えと……」

「おいっす、冗談ー。めーちゃん、見るからにそういうタイプじゃないもんね。忘れて忘れて。恋にもいろいろあるってことよ……ね、こういうこと言う私って、汚い？　そっちから見て」

「そんなことは、ない、です──本当に。人によって、いろいろ、ありますから……」

　だよねぇ、と叶絵は自分の紅茶を啜った。それから微かに目元を緩ませて、カップの中を見つめたまま呟く。

「ね、恋ってさ、ハムスターみたいなものだよね」

「ハムスター……ですか？」

「あったかくなるもの。笑顔になるもの。心地いいもの。気持ちいいもの。ハッピーな気持ちになるもの。でも大切に飼うのは大変で、少し辛つらいもの。基本は可愛いものなんだけど、でも人によっては、鼠ねずみじゃんとかって汚く見えたりもするもの。性格もいろいろ。いろんな方向にうろちょろしたり、ずっと奥で寝てたりするもの──私のハムスターは前にしか進まなくて」

　片手で、びゅーん、と飛行機が飛んでいくような動きを手で真ま似ねる。

「んでめーちゃんのは、ゆっくりじっくり、時間をかけて確実に進んでくもの。タイプが違うだけで、みんな同じハムスター。あったかくて気持ちよくて楽しくて、可愛くて汚いもの」

　今度は、ちょろちょろと蛇へびのような仕草。ね？　と笑いかけてくる叶絵に、冥子の頰も緩む。

「そう、ですね。わたしのも多分、誰だれか他の人にとってみれば──卑ひ怯きようで、はっきりしなくて、汚く見えるものなんでしょうから」

「おいっす、ありがと──って、今いま更さらだけどこの口癖ヘンだよね。ありがとうもこんにちはもさよならもこれ一個で通用する完全コトバっしょ？　便利に使うようになっちゃったんだけど、元ネタ知ってる人いなくて」

『どうも』とかと同じようなものなのだろうか。冥子はかくりと首を傾かしげて、

「……チョーさん？」

「え、マジ、あんたわかるのっ？」

　言うと、叶絵は目をきらきらさせて身を乗り出してきた。

「え、はぁ、まぁ……」

「だって周りの友達とか、ほとんど知ってる人いなかったよ……ふふふ、さてはめーちゃん、お笑いとか好きだね？　しかもレトロ系に手を出すほどディープだね？　家でこっそりＤＶＤとか見てたりするねっ？」

　図星だった。冥子は赤面して俯く。

「それは、その……それなりに……」

「わー、嬉しーな。こういう話できる友達って今までいなかったからさー。うん、運命だね。そーかそーか、めーちゃんみたいな静かな子が逆にヘビメタ好きとかって実は多いような気がするもん。同じことだったか……にひひひ」

　子供みたいに喜んでいる叶絵を見ていると、自然、冥子の顔も綻ほころんできた。

　運命。それは彼女の間違いで、やってはいけないことに導かれた運命だったけれども。

　こんな話ができる友達がいなかったのは、同じ。いや、ひょっとしたら──

　本当の意味で、冥子自身が意識して作る『同性の友達』は、叶絵が初めてなのかもしれなかった。初めて、友達になれる相手なのかもしれなかった。暗そうだからと距離を取ったりせず。何をしても文句を言わない便利な相手だと思いもせず。ただ、恋の話とか趣味の話とかして、笑い合う相手。

　それから冥子はほんの少しだけ胸を軽くして、叶絵と他た愛わいない話をして過ごした。夕食の時間になって帰ろうとすると、叶絵や彼女の母親にまで夕食に誘われる始末。さすがに初対面でそれはまずかろうと冥子は辞退したのだが、母親は「これからもよろしくしてやってね」と最後までにこにこと彼女を見送っていた。

　帰り際ぎわの玄関、携帯番号を聞いてきた叶絵に向かって、冥子は頭を下げて答えた。

「あの、携帯、持ってないんです……ごめんなさい」

「ぶははははははは、マジでっ!?　めーちゃん、あんたどこの人？　まーいいよ、家ので」

「家も、まだ電話引いてないんです。一人暮らし始めたばかりなので」

　やけに味のある顔で一瞬の沈黙を作った後、叶絵は腹を抱かかえて玄関マットの上に突っ伏した。

　笑いに強そうな彼女を笑わせたことを喜ぶべきなのだろうか。それでも、そんな面白かったかな、と首を傾げながら冥子は叶絵の家を後にした。

　　　　＊

　叶絵と出会って四日後。

　冥子はまだ電話を引いていなかった。無論、いずれは引かなくてはならないだろうが、今はそれよりも細かなものがいろいろと物入りなのだ。

　今日も学校から帰る途中で風呂の掃除用ブラシをまだ買っていないことに気付き、冥子は街の中心部にある百円ショップに向かって歩いていた。

　ふと、思う。叶絵さんの家の前を通っていこうかな。

　電話を引いたら連絡する約束をしていたが、この調子だともう少し先になりそうだ。わざわざ訪問するほどの話でもないから、ちょっと近くに行ってみて、運良く叶絵さんやおばさんに出会えたら軽く伝えることにしよう。

　それはいつもとは違う道順を選ぶ理由に、気分転換以外にもう一味を加えてみた程度の思いつきだった。たいした意味もなく、期待もしておらず、気まぐれでしかない行為。それはすなわち、暇ひまと余裕が作るもの。平和と、平へい穏おんが、作るもの。

　ああ、だが──砧川冥子は忘れていた。

　その思いつきを実行に移す前に、自らに問うべきだったのだ。そうすれば、たとえ起こった事実は変えられないのだとしても──心構えはできた。予言書の如ごとく手遅れな現実の無む慈じ悲ひさを、思い出すことができた。

　簡単な、問い。その存在を頭の片隅に想起しただけで、解かいが確定されてしまう問い。

　はたして──自分は平和と平穏に浸れるような資格があるモノだったか？　と。




　否いなだ。

　明確に否だと、冥子は十分後に思い知ることになる。自虐から出産される諦てい念ねんと共に。

　家の前でぼんやりと立ち尽くしていた、彼女の母親に縋すがりつかれて。

　その口から、救いを求める言葉を聞かされて。

　彼女が求める救済の前提たる、予想だにしなかった事実を知らされて。




　時早叶絵は、三日前から行方ゆくえ不明になっていた。

　　　　＊

　心当たりはないかしら、と涙声で聞かれたところで、冥子には首を横に振ることしかできなかった。どこかやつれた様子の母親は、そう、と落らく胆たんの息を吐く。

「あの……原因はわからないんですか？　彼女が、その」

「それがわからないのよ。最近はたまに外泊もするようになったのだけれど、あの子、意外にマメで。外泊するときには私に一言くらい電話をくれていたのに……何の連絡もしないで三日も家に帰ってこないなんて、初めてで。勿論、学校にも行ってないみたい。こちらから電話をしても携帯には繫つながらないし……」

　ならば、家出か──あるいは。

　冥子は自分の心が冷えていくのを自覚しながら、暗い顔の母親に向かって言った。

「あの、ですね。心当たりにはもう、全部？　お友達とか……彼氏さんとか」

「そう……ね。あなたも知ってると思うけれど、あの子、友達は多くないから……私のわかるところには全部聞いてみたのだけれど。でも、どこにも行っていないって」

「そうですか……」

　母親はそこで視線を足下に落とし、寂しそうに呟いた。

「彼氏さんの家、なのかしらね、やっぱり。最近、泊まってたのは……」

「その人に聞いてみましたか？」

「いいえ……そのひとのことは私にはよくわからないのよ。あまり干かん渉しようしすぎるのもどうかと思って、聞いてなくて……」

　それから彼女は、悲嘆と後悔と──僅わずかな苦々しさを含んだ息を長く吐いた。

「まだ子供だから早いし、親としても、してもらいたくはないことなんだけど……一日二日なら、ただ彼氏さんの家に泊まって連絡を忘れてるだけかもしれない、と思えていたのよ。でも三日も何も連絡なし、はさすがに変でしょう？　彼氏さんとは関係ないのかも、って最近は思うようになったわ。ああ、何かあったのかしら。どうしていきなりこんなことに……」

　いきなり、だったのだろうか。何か予兆があったのではなかったか。

　冥子はその予兆らしきものに思い至り──だがすぐに胸中で否定する。

　あなたの娘さんはこの間自殺未み遂すいしていましたよ、と伝えるのか？　そんな馬鹿な。あれは何かの間違いだったと、叶絵自身も話していたではないか。死ぬつもりなんかなかったと、もう立ち直った様子で、明るく話していたではないか。関係ない。そう、きっと、関係ない──

　冥子は小さく頭を振り、

「えと……でしゃばったことかもしれませんけど、それなら警察とかに相談したほうが」

「ええ、そうね……三日も連絡がないなんて、さすがにもう限界。お父さんと相談して、今日の夜にでも警察に行くことにするわ」

　ちゃんと調べてくれるといいのだけれど、とその後で母親は小さく言葉を付け加えた。学生の家出や深夜徘はい徊かいが珍しいものではない今、本気で警察が行方を捜してくれるかどうか不安なのだろう。それは冥子も同感だった。

「あの、何かわたしに手伝えることがあれば……その、叶絵さんがよく行く場所とかあれば、ちょくちょく見て回るようにしますから」

「……ありがとう。そういう場所は特に知らないのだけれど……あ、そうだわ」

　と、母親は何かを思いついた様子で冥子の手を握った。

「もしよかったら、叶絵の部屋でも見ていってくれないかしら？　ひょっとしたら何か手がかりがあるかもしれないし」

「え？　それは──えと、いいんでしょうか。わたしなんかが勝手に部屋に入っちゃって」

「この間だって入ったじゃない。あなたは叶絵のお友達でしょう？　あの子が誰かを部屋に上げるのなんて久しぶりだったのよ。だから」

「でも、わたしよりもおばさんのほうが」

「それはそうなのだけれど……今時の子の持ち物とか見ても、私みたいなおばさんにはよくわからないのよ。それに、私は勝手に部屋に入るなって言われてるし。この際、怒られるの覚悟で調べようかと思っていたんだけれど、あなたが折せつ角かく来てくれたから」

　普通の女子高生と母親の関係はいろいろと複雑なのだろう。冥子には母親がいないのでそのあたりはよくわからなかったが。

　ともあれ、手伝えることは手伝おう、と冥子は母親に対して首しゆ肯こうした。

　案内されて家に入り、二階の叶絵の部屋へ。母親は、お茶の用意をするわ、何かあったら呼んでね、と一階に下りていった。

　部屋の様子はこの前と変わっていなかった。自分の部屋とは対照的だな、と冥子は思う──いかにも女子高生らしい適度なファンシーさ、適度なだらしなさ。まったくもって『普通』の部屋だ……没個性を嫌う『彼』が聞けば顔を顰めそうな言葉だが。

　言われるままに部屋に入ってみたが、クローゼットや机の引き出しを開けて家捜しするような度胸は冥子にはない。そもそも今時の女子高生ともなれば、大事な情報は全て携帯の中だろう──携帯を持っていない冥子にとって、それは実感のないただの知識に過ぎなかったが。

　冥子は家捜しの代わりに、手にした学生鞄に対して口を開いた。

「……どう思います？」

「何がじゃ？」

　鞄の中から聞き返してきたのは、しゃがれた女の声である。冥子が鞄に手を入れて何かを操作したというわけではない。ただ聞いただけで発生した、意味不明で奇怪な現象。だが冥子はそれを当然のように受け止め、言葉を続ける。

「だから、その……叶絵さんがいなくなったことについて」

「知ったことではないな。敵が関与しておる確証もなし、儂らには関係のないことじゃろう」

「それは、そうですけど……」

　突き放す物言いの声に、冥子は寂しそうに俯いて考えた。

　そう、自分には敵がいる。自分と同じ立場の敵がいる。それでも、敵が何の関係もない、しかもつい先日知り合ったばかりの叶絵を狙ねらってくるのは考えにくいことだ。

　ならば、叶絵はどうしていなくなってしまったのか。今、何ど処こにいるのか。家出しているならば、何な故ぜか。事件に巻き込まれたのならば、それは何か。

　それ以外の可能性があるとすれば、それは──

　青に溶け込もうとしていた彼女。揺れる髪とペットボトル。空色の希薄な笑顔。

　脳裏によぎった光景を、冥子は頭を振って忘れる。

　そのとき、乱雑な机の上に白いものがあるのが目に留まった。床に散らばる服やぬいぐるみなどを避よけて近付くと、それが封筒であるのがわかる。表に住所はなく、宛あて名なだけが可愛らしい丸文字で書かれていた──『関せき　幸一くんへ』と。

「こういち、くん……」

　ああ、これはどういうことか。

　冥子は思っていた。家出ならば、最も可能性が高いのは彼氏の家に行っていることだと。仲直りして、何日も泊まって、家に電話するのも忘れて、幸せな時間を過ごしているのだと。

　そんな、僅かに救いのある可能性が──否定された。手紙は誰かに伝えるために書かれるもの。ならばなぜ、叶絵はこの手紙を部屋に置いていったのだ？

　いや、まだ可能性は残っている。書いたはいいが、渡すのは止めた。直接会いに行った。そして上う手まく仲直りできた。そんな、ご都合主義で素晴らしい可能性だけは──

　冥子はその手紙を手に取った。封がされている。破いて読むわけにもいかない。

　ならば、どうする？　彼女の現在を確かめるためにはどうする？

　と冥子は自分に問いかけ……そして、手紙をそっと机に戻した。

「アヴェイラーズ……」

「何じゃ」

「誰かの居場所がわかる魔術とか……あります、か？」

「そのもの、はないがの。他者の視界に侵入する魔術はあるぞ。あれならば相手がどこにおるかわかるかもしれん。もしや、使うつもりか？　代替魔術師ポステリオルマギスが関かかわっておる確証もないのに」

「関わっていないという確証も、ありません」

「屁へ理り屈くつじゃの」

　と、鞄の中の声は嘲あざけるように鼻を鳴らした。しかしややあって、

「……ま、無駄ではあろうが、やりたいのならばやってみるとよかろう。訓練の意味もあるし、小僧のおかげで闇滓アンシイにも余裕がある。実際にできるかどうかは知らんがな」

「どういう意味ですか？」

「簡単なことよ。純粋に、難度が高い。お前が対象者の精神を高度に模も倣ほうする必要がある。つまり、深く深く信仰のごとく陶とう酔すいのごとく、お前が当人になりきらねば──少なくとも、なったつもりにはならねばならん。できるか？」

「……やってみます」

「ま、できなければ魔術が発動しないだけじゃがの。ふむ。では寝台に寝てみろ。対象者に深く縁あるものに触れていなければならんのでな……ああ、眼鏡は外しておいたほうがよいぞ」

「？　はい」

　鞄の声に従い、冥子は眼鏡を外した。ごめんなさい、とここにはいない持ち主に謝ってから、ベッドの掛け布ぶ団とんの上に身を横たえる。布団から、薄く甘い残り香が鼻び腔こうに届いた。香水か、シャンプーの芳ほう香こうか。これが彼女の匂においだ。

　目を閉じて、吸い込む。香りに包まれる自分を想像する。香りになる自分を幻げん想そうする。

　ここに寝ているのは彼女だ。だから寝ている自分は彼女だ。眠りに落ちるかのように、冥子は意識を奥底に封じ込めていく。外見を想起する必要はない。自分は自分の外見を思い出さない。ただ、思い込む。妄想じみた強引さで、けれども眠りのごとく自然に思い込む。

　学校で、家で、毎日のようにしていたことであった。砧川冥子は砧川冥子を欺ぎ瞞まんする。自己の意識を押し込め、空気のようにただそこに在あるだけの存在になる。それができなければ排はい撃げきされる。意志であるのと同時に義務であった行為。

　それに比べれば容易たやすい──空気になるのよりは、実在の誰かになるほうが簡単だ。

　冥子の顔の横に置かれていた鞄から、声。

「ここは誰の部屋じゃ？」

「わたしの部屋」

「どこに寝ておる？」

「わたしのベッド」

　空気は。家は。母親は。さらに問いは繰り返される。冥子にとっての、自己の否定が繰り返される。彼女を導く声によって、彼女が消されていく。

　催眠のように、静せい謐ひつで平へい坦たんな調子で続けられていた問いが、ふと途絶えた。

　質問の羅ら列れつに相反する静寂。その対照性が、先刻までの催眠効果をさらに高めていく。無が語った。それでいい。何も問題はない。間違っていない。正しい。正しい──

　声が、静寂に滑り込んだ。

「お前は誰じゃ？」

「わたしは……」

　その一瞬、冥子は自分が砧川冥子であることを忘れた。

「わたしは、時早叶絵」

　よし、と鞄の声。続けられたのは、軽々しく、異常な言葉。

「代償は目玉じゃ──抉り出せ」

　瞬間、かっ、と冥子の目が見開かれ──

　彼女の制服が、ぶれるようにして別のものに変じ──

　その手が持ち上げられ、そして──




　ぎしり、と寝台が大きく軋きしむ音。

　　　　＊

「ああ……あう、ああ……っ」

「見えたか？　何が見えた？」

　制服姿に戻った冥子は片目を押さえたまま、ただ一つ残った目で鞄を見やった。両の眼がん窩かからは、二種の液体が流れ続けている。真しん紅くと透明。

　それらは証明している。自傷という呪われた行為を証明している。尋じん常じようならざる現象を引き起こすに必要な、彼女にとって唯一の『方式』が行われたことを証明している──

「何も見えないのが、見えました……ああ、そんな、そんな……！」

　顔面蒼そう白はくになった彼女は、ベッドに手をついて俯きながら呻うめく。二種の染みが生まれた。

「だから無駄じゃと言ったであろう？　あくまでも現在の視界を盗み見るだけじゃからの。寝ておるのかもしれんし、闇やみの中におるのかもしれん」

「今は、昼間です……っ」

「ふむ。ま、最も可能性が高いものを考えれば──死んでおるのじゃろうが」

「っ……ふああっ……！」

　荒い息を吐き、冥子はベッドに突っ伏した。

「ほれ、もうよかろうが。所しよ詮せんは無関係な相手じゃ。帰るぞ」

「……い、や、です」

　短い呼気を続けながら、冥子は机の上の手紙を見やった。胸中で、思う──確かに自分は無関係だ。彼女と彼の関係に口を出せるような資格があるモノでもない。でも……こんな終わり方は、駄目だ。絶対に、認めるわけにはいかない。恋心が、こんな終わり方をしては。

　立ち上がり、手紙を摑む。冥子は彼の住所など知らなかったが、大学の名前は叶絵から聞いていた。運が良ければ会えるかもしれない。

「やれやれ。ほんに、妙なところで意固地な女よの」

　ぶつくさ言う鞄に手紙を突っ込んで、部屋を出ようとする。そのとき、ドアがノックされた。

「大丈夫かしら？　変な音がしたのだけれど……何か見つかった？　お茶の用意ができたから、下に来て飲むといいわ。ええと……ごめんなさい、お名前、何だったっけ？」

「あ、いえ……ごめんなさい、急ぐ用事ができたので、わたしはこれで。ごめんなさい……」

　僅かに赤らんだ両目を母親に向け、冥子は噓に満ちた微笑を浮かべた。

「もしかして、何かわかったの？　ああ、お願い。叶絵がどこにいるかわかったのなら、お願いだから教えて……」

　ドアと母親の隙間を擦すり抜け、冥子は一瞬だけ、動きを止める。顔を見せず、肩で答えた。

「まだ、わかっていません。でも、絶対、見つけますから……ごめんなさい」

「あ……ねぇ、ちょっと待っ……」

　困り顔の母親が躊躇ためらいがちに伸ばす手は、彼女の肩に届かない。中途半端に呼び止める声は、彼女の耳に届かない。少女は振り向くことなく、小走りに階段を下りていく。そしてすぐ、玄関が開閉される音。

　変な子ねぇ、と呟いて、母親は軽く叶絵の部屋の中に目をやった。何も変わりはない。

　部屋は汚れてなどいなかったし、ましてやベッドに血痕があるようなこともない。

　ただ、布団に透明な染みだけが残っていたが──無論、母親はそれには気付かなかった。

　　　　＊

　境きかい森もり市の市街地にほど近い場所にある、私立の総合大学。それが幸一の通っている大学だった。冥子はその校門の横に立っている。門のところにいる警備員の不審な目や、出てきた学生達の怪訝な視線に耐えながら。

　時刻は午後五時。遅いといえば遅いが、大学だからまだ授業があってもおかしくはないだろう、と冥子は思っていた。無論、彼が授業に出ているとは限らないし、今日大学に来ているかどうかもわからないし、そもそもここ以外に入り口があるかどうかも冥子は知らない。穴だらけの計画ではあるのだ。

　しかしそれでもよかった。今日見つけられなければ、明日も待つ。休みたくないが、学校も休む。ただそれだけの話だ。

　……でも、学校を休む理由をどう説明しよう。彼は鋭いから、きっと聞いてくるはずだ。誤魔化せるかな。心配とか、迷惑とか、かけたくないな。ああ、心配は、自惚うぬぼれかな……

　ふう、と冥子が嘆息を漏もらしたとき、視界に茶髪が映った。無論、そんなものはこの五分間で十人は見ている。だが派手なセンスの服装と、鼻と耳の痛そうなピアスは間違えようもない。

　幸運を嚙かみ締めながら、冥子は幸一に話しかけようとする……が、一瞬だけ生せい来らいの人見知り能力が発揮され、逡しゆん巡じゆん。その間に彼は大股で歩いていってしまった。

　仕方ないのでそろそろと後を追う。一度タイミングを逃してしまうと、なかなか声がかけられない。何せ彼にとって自分は初対面の見知らぬ女でしかないのだ。変なセールスと思われて無視されたらどうしよう。いきなり殴なぐられたらどうしよう。それとも、何か、いきなり卑猥なことを言われて路地裏に引きずり込まれたら……

　ぷるぷると頭を振って妄想を遠投し、手を伸ばし、でも声が出ずに腕を下ろす。駄目だ駄目だと克こつ己きし、また手を伸ばし──その繰り返し。それを何度も続け、五分ほど歩いたとき。幸一がふと道端のマンションに入った。冥子は足を止め、そっとエントランスを窺う。

　彼はポストを適当に確認し、入っていたチラシを乱暴な手つきでゴミ箱に捨てて階段を上っていった。ここが自宅なのだろう。

　なおも冥子が躊躇していたときだった。道を歩いてきた青い服の男に声をかけられる。

「君、君」

「え？　はい、何か……っ!?」

　青い服は制服だった。つまるところ、その男は警官だった。

「ここで何やってるのかな？　このマンションに用事？」

「い、いいえええっ？　別に、そういう、わけでは。ただ、歩き疲れたので、ちょっと休憩を」

　ふぅん、と若い警官は全く信用していない目つきで冥子の顔を眺めた。

「悪いんだけどさ、こっちも仕事だから。ちょっと身分証見せてくれる？」

「は……はい。じゃあ、生徒手帳、で」

　警官は冥子のそれをぱらぱらと捲めくり──続いて、自分の警察手帳を取り出して何かを見比べるようにした。そして次に冥子をちらりと眺めると、その顔から不審の色が消えた。

「うん、いいよ。ご協力に感謝します、と」

　あっさり言って、手帳を冥子に返す。名前を書き写されて不審人物リストに載ってしまうのだろうかと冥子は内心びくびくしていたのだが、なんとも呆あつ気けないものだ。

「あまり遅くならないうちに家に帰るんだよ」

「あ、はい……どうも」

　ぺこりと頭を下げ、冥子は歩いていく……ふりをする。次の角からこっそりと警官を窺うと、彼は軽くマンションを見上げただけで、またパトロールに戻っていった。

「はぁ……びっくりしました」

　胸を撫なで下ろしながら呟くと、鞄の中から嘲りの声が飛んだ。

「無用に怯おびえておるからじゃ。いつも思うが、もっと堂々としておれ、情けない。ともあれ、どうするのじゃ？　ひひ、あれは悪そうな男じゃったの。残念ながらお前がレイプされても儂には助けられんぞ。無論、顕化アピアランスするのも困る──ま、殺されぬ限りはゆっくりじっくり陵りよう辱じよくを味わうがよい」

「そ、そんな、ことは、起こらない……ですよ。多分。不安なこと言わないでください」

「そうかの？　希望的観測という奴じゃな」

「とにかく、行きます」

「好きにせい……ところで先ほどから何か臭におうのじゃが、ふむ、気のせいかの」

　小声で呟く鞄の声と共に、冥子は幸いにもロック式ではなかったマンションの扉を開けて中に入った。彼がまさぐっていたポストで部屋番号を確認し、階段へ。学生用のワンルームマンションらしく、通路や階段は小こ綺ぎ麗れいに掃除されている。

　部屋の前に立ち、冥子は深呼吸した。自分を鼓こ舞ぶするかのような勢いで、強くチャイムを押す。不機嫌そうな声がすぐにインターホンから返ってきた。

「……はい？」

　一瞬だけ怯ひるみつつも、冥子はなんとか声を絞り出す。

「あ、あ、あ……あのっ、ですねっ」

「──新聞は間に合ってんぞ。布団も浄水器も」

「ち、違、違います。その、お話があってですね。大事なお話、です。ほんとに」

「宗教もいらねぇ」

「えと、そういうんじゃなくて、ほんとに。ほんとですっ。お願いします、ごめんなさいっ」

　ややあって、舌打ちが聞こえた。どすどすというやたら不安を覚えさせる大きな足音が近付いてくる。ドアが開き、そこから眼光鋭い男が顔を覗かせた。見覚えのない女子高生がそこにいるのを見、彼は怪訝そうに眉まゆを寄せてじろじろと冥子を眺め回した。

「……なんだお前？」

「あ、あの。関幸一さん、ですよ……ね？」

「おう」

「あの、わたしは──えと、時早叶絵さんの、友達、で……」

　その名前を口にした瞬間、男の態度が一変した。不審なものを見るようだった目が、一瞬にして、怒気を纏ったものへ。

「帰れ！　俺はあいつのことなんか知らねぇ、関わりたくもねぇ！」

　激しい口調で怒鳴り、ドアを閉めようとする。冥子は必死になってドアに縋りついた。

「待って、待ってください！　なんでそんな……叶絵さん、ここにいるんですか？」

「いるわけねぇだろうが！　おら、離せや！」

　どん、と肩が乱暴に押される。ドアから手が離れてしまった。勢いよくドアが閉められるのが見え──冥子は思った。もしここで閉められてしまえば、もうこの扉は二度と開かないだろうと。だから。

　冥子は思いきり、あと数センチとなっていたドアの隙間に手を突っ込んだ。彼女がそんなことをするとは予想もしていない幸一が、ドアを止められるはずもない。

　冥子の五指から、鈍く、重い、ひどく嫌な音が──一度だけ。

「っ！　あぐぅっ！」

「ば、馬鹿野郎！　何してんだっ!?」

　顔色を変えた彼が、慌あわててドアを開ける。廊下にへたり込んだ冥子は、俯いて垂らした黒髪で顔を覆おおっていた。挟はさまれた右手を後ろに隠しながら、擦れた声で言う。

「おねがい、です……話を……」

「お、おい──畜ちく生しよう、なんなんだよ!?　くそ、わかったよ、とりあえず入れ！」

「ど、どうも……」

　冥子を部屋に導きいれると、幸一はどたどたと奥に走っていった。それから、何かを引っ搔き回すような音が聞こえ始める。

　冥子はその間に、内部を観察する──フローリングのワンルームである。玄関の横にユニットバスがあり、あとは六畳じようほどの居室に小さなシンク。その間に仕切りはない。お世辞にも綺麗とは言えない部屋だった。台所には何個ものゴミ袋が口も閉められずに転がっており、生ゴミの嫌な臭いが微かに漂っている。シンクには汚れたフライパンや鍋なべが山のように突っ込まれていて、もう何ヶ月もその役割を果たしていないであろうことが想像できた。汚れが染み付いたシンク下の物入れも、おそらく開かずの間になっているに違いない。どうやら彼は自じ炊すいがあまり得意ではないようだ、と冥子は思った。

　六畳ほどの居室も整せい頓とんされているとはとても言えなかったが、台所よりはましだ。雑誌や何やらを引っ搔き回しながら、幸一は戸棚を漁あさっていた。

「骨折って……なんだ、包帯か？　っても巻いてどうにかなるわけじゃねぇよな。くそ、何だよお前、くそ……やっぱ病院か、救急車でも呼ぶか？」

　乱暴だけど、優しい──だっただろうか。

　冥子は叶絵の言葉を思い出し、ふと微笑した。招かれたわけではないが、勝手に靴を脱いで部屋に上がる。もう、彼に襲われるとかいう心配は薄らいでいた。

「大丈夫ですよ。おかまいなく」

「んなわけねーだろ、ボケ！　超嫌な音がしたじゃねぇか。あれで折れてないってんなら」

「折れてないですよ」

　冥子は彼の前に手を伸ばし、ほら、と掌てのひらを閉じたり開いたりしてみせた。指も一本ずつ動かして、健在をアピール。変な目で彼女を見てくる幸一に、微笑を返す。

「わたし、結構、頑丈なんです。たまたま、大丈夫でした」

「たまたまって……はぁ？　はぁ？　わけわかんね……」

　幸一は頭を抱え、ひどく疲れた様子でベッドに座り込んだ。机のビール缶を搔き分けて灰皿を引き寄せ、煙草たばこに火を点つける。ややあって、彼はじろりと冥子を睨にらんだ。

「……で？　用事は？」

「時早叶絵さんが三日前から行方不明なんです。何かご存知ですか？」

　単刀直入に言うと、彼はまた眉を顰ひそめて嫌な顔をした。

「……知らねーよ。関係ねーし」

「関係なくないです」

　きっぱりと言って、冥子は真まっ直すぐに幸一を見据えた。

「死んでいるかもしれないんです」

「は、おま、そんな……」

　笑い飛ばそうとした彼が、冥子の真剣な顔を見て笑みを収める。冥子は鞄から叶絵の手紙を取り出した。

「これ、叶絵さんのお部屋にあったんです。悪いと思ったんですけど、宛名が幸一さんになってたから、持ってきちゃいました。あの……どこか行きそうな場所とかに、心当たりとか」

「……ねーよ」

　ぶっきらぼうに呟き、幸一はじっと手紙を眺めた。冥子が根気強くそれを差し出していると、彼はまさに仕方なくといった感じで手紙に手を伸ばす。

「友達、なのか。お前」

「えと、なりかけ……というか。会ったのは一回だけ、なんですけど」

「じゃあ、お前まさか、知らねーのか……っ。ああ、くそっ！」

　突然の苛いら立だたしい声にびくりとする冥子が見たのは、取り出した手紙を読むなりそれを自分の膝に叩きつける幸一の姿だった。彼は空いた手で顔を押さえ、肩を震わせている。

「ど、どうしたんですか？」

「……読んでみろよ。そうすりゃわかる──あいつ、俺のことなんて言ってたんだ」

「え？　それは、彼氏さん……だと」

「違う」

「……元、彼氏さん、ですか？　でも」

　答えながら、受け取った手紙に冥子は視線を走らせる。本人が読めと言うならば別にいいのだろう──あまりいい気はしないが。

　え。ええっと……？

　それが、冥子がその手紙を読んで浮かべた感想だった。ただ、それだけ。言語にもならない、不理解の困惑だけ。言っていることが単純すぎて、逆に頭に入らない。もう一度読んでみる。

　え。ええっと……？

　同じだった。今度はさらにゆっくりと、一字一字、脳のう味み噌そに刻み付けるように。

『幸一くんへ。好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです好きです幸一くんも私のこと好きだよね今日のは冗談だよね当たり前だよね友達と話しててやっぱり幸一くんの気持ちをもう一度確かめたくなったので書きました好きだって言ってくれないと駄目だよ私は本当に幸一くんのことが好き』

　刻み付けて、余計にわからなくなった。単純に一つのことを言っているだけなのに、どうしてそこに違和を感じるのだろう。どうして気味悪さを感じるのだろう。結局、感想は同じ。

　え。ええっと……？

　思考を停止させた冥子の耳に、幸一の──血を吐くような叫び声が届いた。

「違う！　出会ったときに一回ヤっただけだ！　彼氏でもなんでもない……あいつは、ただのストーカーなんだよ！」

　え。ええっと……？

　そのとき──

　異音が。

　ぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃい、と。

　それは、悲鳴のような高さ鋭さ長さで、木材が軋み、擦れた音。

　冥子と、幸一は、ゆっくりと首を動かした。音の発生源へ。軋みながら開いてくる、開かずの間だろうとつい先刻冥子が思ったばかりの、シンク下の物入れへ。

　そこから、ああ、そこから──何かが蟲のように這いずり出てくる。

　丸めていた手足を床に置き、四つ足で這はいずるように、ずるずる、ずるずると。

　蟲むしは、低い声を発した。

「信じてたのに、なぁ……幸一くんは、人のいないとこで、そんなこと、言う人じゃないって」

　明るいオレンジ色の髪が滑り、持ち上げられた。

　そこから現れたのは、無論、冥子が捜していた人間の顔。だが、今は蟲としか思えない。台所の戸棚に身を潜ひそめる、生理的嫌けん悪お感かんに満ちた──セーラー服を着た油虫としか。

　ああ、そうだ。暗がりに潜む蟲には闇しか見えない。

「もう少し様子見ようと思ってたけど……ストーカーなんて言われたら、もう、ガマンできないじゃん……照れ隠しでも、そんなこと、言っちゃダメだよ……？」

　病人のようにやつれ、こけた頰。目だけが爛らん々らんと光っている。

　そして叶絵はゆっくりと立ち上がりながら、冥子を見つめ、あのときと同じように笑って言った。自分がこんなところから出てきたことなど、なんでもないことだというように。平然と。

「……おいっす、めーちゃん」

　ちゃぷん、と、その腰にある無数のペットボトルが揺れた。

　　　　＊

「ああ、うわぁっ！」

　ベッドの上で幸一が後ずさり、壁に背中をぶつける。

「お、お前、なん、で……警察にも、言っといたの、にっ……」

「ああ……そう言えば邪じや魔まなのがいたね。でもこの前をゆっくり通るだけだったよ、関係ないじゃん。それに私、三日くらいここから出てないし。駄目よ幸一くん、もっとお料理しないと」

　くすくす、と笑う叶絵の狂気を聞きながら、冥子は気付く。このマンションに入るときに声をかけたあの警官は──自分が叶絵ではないかと疑っていたのだと。名前も風ふう貌ぼうも違ったので、すぐに解放されたのだと。

「三日間、ずっと……？」

「おいっす、そーよ。あ、この二本の水は自分で買ったのよ。こっちは……えへへ、恥ずかしいけど、中身空けてからおしっこ入れちゃったけどね。どうしても我慢できなくて。でも大丈夫、幸一くんからのプレゼントは汚してないから」

「なにが、プレゼントだ、ふざけんな……キモすぎるんだよ、お前、それは──俺が出したゴミから拾って集めたんだろうがっ……」

「ううん、これはゴミじゃないよ。とても綺麗。愛を感じる。私へのプレゼント。だよね？　私、幸一くんの全部が好きだもの。だから他の誰がゴミに見たって私にはプレゼントに見える。叶絵、これを好きにしていいよってことよね？　ふふ、ほら、プレゼント」

　明らかに破は綻たんした異常な論理を嬉しそうに語りながら、叶絵はスキップでもしそうな足取りで傍かたわらのゴミ袋に近付いていった。身を屈かがめてがさがさと中を探り、空のペットボトルを取り出す。彼女は蓋ふたの外れたそれをじっと見つめたあと、やおら嬉しそうに笑って──

　変色した液体が底に澱よどむペットボトルの口を、ぱくりと咥くわえた。

「うふふ。間接キス、だね……ん、んんっ……じゅ、ちゅじゅっ……ん、あ、はぁ……ん、ん、ん、ちゅ、ん、ちゅるるるっ……」

　透明なペットボトルの口──その中に舌を伸ばし、叶絵は艶なまめかしくピンクを蠢うごめかせる。縦じゆう横おう無む尽じんに。上下左右に。入れて、出して、ただひたすらに舐なめしゃぶる。舌と涎よだれが擦れ合い、湿った水音がどこか淫いん靡びに響いた。

「ちゅちゅ、じゅるるっ……はぁ……ごちそうさまでしたっ」

　しばらく偽にせ物ものの口淫に浸ひたってから、叶絵はつぅっと涎の筋を残してようやく口を離した。上気した頰でそのペットボトルを腰のホルダーに取り付けた後、彼女はさらにゴミ袋から弁べん当とう殻がらをひょいと取り上げる。

「あん、駄目だよ、野菜が嫌いでも食べ残したら。うふふ、処理してあげるね……」

　嬉しそうに言いながら、叶絵は──もう何日前のものかもわからない、乾燥して固まったポテトサラダを摘つまみあげて口に入れ、もぐもぐと咀そ嚼しやくした。

「う……げぇっ……」

　幸一が手で口を押さえた。冥子の頭の中が冷えていく。不快なのは同じ……けれど、吐き気は起こらなかった。それはきっと、もっと気持ちの悪い現実に、慣れてしまっているから。

「叶絵さん。どうして、こんなことを」

「どうしてって……あは、変なの。ハムスターは暗くて狭いところが好きだったりするよね？　私の恋色ハムスターくんは特にそうだってだけだよ」

「っ。そうじゃなくて！」

「──だって、めーちゃんが言ったんでしょ」

　弁当殻をゴミ袋に放り捨て、叶絵はふっと表情を消した。

「部屋で一人のときに、向こうもこんなことちょっとでも考えてくれてるのかな、って思う、って。それ聞いて手紙を書いてみたけど、書き終えたときに、やっぱり直接耳で聞いたほうが確実だよねって思ったの。だから来たの。幸一くんが部屋で一人のときに私の名前呼んで寂しがったりしてないか、そうだったら嬉しいな、って──でも駄目だった！」

　一気に、爆発的に、彼女の顔に怒気が纏われる。

「どうして、ねぇどうして！　三日も待ってたのに、なんで私のこと一言も言わないの!?　呟いてよ悶もん々もんとしてよ切なくなって泣いてよ！」

「い、嫌、だ……誰が、お前なんかの、ことっ……！」

　がたがたと肩を震わせながら、腰が抜けたようにへたり込んで壁に縋ったまま、それでも幸一が答える。叶絵はその言葉を聞いて、優しげな──同時にひどく恐ろしい笑みを浮かべた。

「ねぇ……どうしたら素直になってくれるの？　やっぱり、舞台がいる？　そうね、いるよね。映画とかでも最初は喧嘩ばっかりしてた二人が、ラストの危機的状況になってやっと素直になってキスしたりするもの。そうだ、やっぱり舞台がいるんだ。そうだそうだそうだ……」

　言いながら、彼女は最初から腰につけていたペットボトルの蓋を開けた。その中で揺れる液体を見て、冥子は思う。あれはさっきと同じ、今まで幸一が出したゴミ袋から盗んだもの──なのになぜ、中に液体が入っているのだろう？

　ぼとぼと、と床に撒まき散らされる透明な液体。お茶のボトルからも、コーラのボトルからも、オレンジジュースのボトルからも、全て透明な液体。水ではなかった。臭いでわかる。

　つんと鼻をつく──油の臭いで。

　叶絵がポケットから取り出したジッポライターを見て、冥子は血相を変えて叫んだ。

「や、止めてくださいっ！」

「……邪魔しないで、めーちゃん。幸一くん、ねぇ、幸一くん？　言ってよ、好きだって言って。じゃないと、ちょっと危ないけど、もっと派手なクライマックスになっちゃうよ？　大炎上！　悪の秘密基地がパニック、でも主人公達もピンチです！　みたいにっ、にゃは！」

　幸一はぶるぶると首を横に振り、答えない。冥子はゆっくりと、摺すり足のように少しずつ──叶絵に近付いていく。

　叶絵の目が細まった。

「あ、そっか……ラスボス倒した後のエンディングでないと駄目なのかぁ。それはかなり意固地なタイプの主人公だねうふふ。うふふふ。うふふふふふふふふふふふふふふふふふ」

「叶絵さん、そんなことしちゃ、駄目ですっ……お願いですから、それを、渡してっ……」

「わかったわかった！　だったら、めーちゃんがラスボスなんだ！　邪魔するめーちゃんがラスボスなんだ！　寄らないで寄らないで寄るなあっ、おしっこ臭くさい処女のくせに邪魔！」

　叶絵は口の開いたペットボトルを冥子に投げつけた。当然、中に入っていた油が零れ、冥子の制服を大きく濡ぬらす。叶絵は僅かの逡巡もなく、さらに火を点けたジッポライターを冥子へと投とう擲てきした。

「あっ……ああああああああああああっ！」

　着火。橙だいだいが孵ふ化かし、生長し、克己する。燃の現象は何にも遮さえぎられることなく服を焼き肉を焼き、冥子の悲鳴を伴奏に踊り始めた。冥子は自分の身体を抱だきかかえるようにしながら、床に倒れて悶もだえる。のたうちまわる彼女の身体に加え、落ちたジッポライターが床の油に接触し──さらなる陽炎かげろうが生まれた。

　ゴミ袋に燃え移り、高く上がった炎が天井を焦こがし始めた。ぱきぱきと何かが弾はじける音。プラスチックが溶ける嫌な臭い。台所と玄関付近は見る見るうちに炎に覆われた。居室にまで燃え広がるのも時間の問題だ。

　外への脱出口が完全に猛もう火かの防ぼう壁へきで覆われたにも拘かかわらず、叶絵は逆にぴょんと飛び跳ねて居室のほうに足を踏み出した。

「あはは、ねえ、ねぇどう？　これでどう？」

「う、うばあっ……ば、馬鹿、おめ……ひ、ひひひひ人殺しいっ！」

「好きって言ってよ、ラスボスは倒したよ、クライマックスだよ？　ねぇ、ねぇ、きゃはははは、ははは──」

　叶絵は哄こう笑しようする。明るい照り返しをさらに明るい髪に受けながら。炎というスポットライトを浴びる女優のように、その身を軽く反らしながら。

　燃焼に嚥えん下かされる冥子は途切れ途切れの悲鳴を上げながら床を這っている。幸一は叶絵と冥子を見つめ、がたがたと震えている。壁を、天井を、床を這う、単純で単一の色彩。悲鳴と肉の焼ける臭いに彩いろどられた地じ獄ごく色いろ。未来はない。地獄に未来はない。あるのはただ、当然で普通すぎる、明確な、

　死、だけだ。

　未来はない、未来はない、未来はない──

　それを理解した幸一の股こ間かんから、熱い液体が自然と漏れ出た。

　痙けい攣れんする冥子の身体が、最後の断末魔のように、一度だけ大きく跳ねた。

　迫る焼死の運命を全く意に介さず、叶絵がゆっくりと一歩を踏み出した。

　その顔に浮かんだままの笑みを見、幸一が絶望と共に気を失いかけたそのとき──

　響いた。

　未来を創造するものとしては、あまりにも不可解で不適切で異常すぎる、魔ま性しようの笑声が。

　　　　＊

「ひゃっはははははははははははははは！」

　叶絵がばっと周囲を見回すが、女のしゃがれた声が聞こえたあたりには、床に突っ伏したまま燃える冥子の身体と──彼女の鞄があるだけだ。声はさらに笑いながら続けた。

「なんとなく臭いと思っておったら、そうか、貴様か……メイコ、たった今、こやつの闇滓が食料レベルに達したぞ！　丁度良い、小僧には内緒で頂こうではないか。よいぞ、顕化アピアランスしても！　その程度の炎なら顕化アピアランスすれば勝手に消えよう！」

　女の声と同時、冥子の姿が変じた。一瞬だけブレるようにその身体が震え──

　炎に包まれていた制服が、彼女の黒髪を織り込んだかのような黒衣へ。

「っは……はぁ……」

　荒い息を吐きながら、冥子が尖とがった靴を床に立てて身を起こす。

　叶絵は目を見開いていた。見たのだ。焼け爛ただれていた彼女の頰が、首が、腕が──脂肪の溶けた汁を零しながら、しかしずるずると蠢いて元の白い肌に戻っていくのを。

　冥子は自分の傍らにあった鞄を引き寄せて炎から遠ざけると、中から奇怪なものを取り出した。それは、顔のパーツをバラバラに浮かせ、黒くろ山や羊ぎのように捻ねじれた魔性の角を生やした──黒のとんがり帽子だった。驚きよう愕がくに動きを止める二人を見、いひひひひ、とその帽子が哂わらう。

「闇滓アンシイが、そこまで……だったら、もう──」

「そうじゃの、もう駄目じゃ。こやつは既すでに、明確に完全無欠に気が違った悪人であるぞ。殺されかけたことでもあるし、殺し返してもバチは当たるまい。ヒッヒ」

　闇滓アンシイ──それは未いまだヒトには見みい出だされぬ、存在の裏に在る概がい念ねん量りよう。その含有量は心の中の悪意や異常性に比例して増大する……つまりは『悪人』ほど多くの闇滓アンシイを持っている。

　闇滓アンシイに気付くものはいない。闇滓アンシイを利用する術すべを知るものはいない。

　だが、もはやヒトではない不死のモノとなった砧川冥子は、生きていくためにそれを必要としている。

　冥子はさらに、鞄から銀の光を取り出した。理解不能の姿形とはそぐわない、ひどくありふれた、家庭的な包丁を。

「……もう、止めましょう。叶絵さん」

「な、に……あんた、何……？　邪魔するのね、やっぱり、私の恋を邪魔するのね！」

「それが、幸一さんを傷つけるものなら、そうします」

「だめっ、だめなのっ！　させないさせないさせない！」

　困惑の面持ちながらも、叶絵はポケットから折りたたみ式のナイフを抜き出した。一挙動で刃を開き、冥子に向かって突進する。

　冥子は避けることも、手にした包丁を振るうでもなく、ただ、空いた左手で──叶絵のナイフを受け止めた。肉と骨に刃が擦れる音が、一度だけ。

「あ……くうっ」

　左の掌を貫通したナイフを、そのまま握り込む。凄まじい握力が叶絵の手に加わり、彼女は慌ててナイフから手を離した。冥子は軽く顔を顰めてナイフを抜き取り、叶絵に見せ付けるようにしてその深い傷口を彼女に向けて伸ばした。

　治っていく。ぐじぐじとぎちぎちと、肉が蠢き血が泡を吹き、傷口が塞ふさがっていく。不気味で、異常で、ありえない治ち癒ゆ。叶絵は気け圧おされたかのように身を引き、背中を壁にぶつけた。

「な、なによ……それ……」

　冥子がナイフを落とし、口を開いた。

「ねえ、叶絵さん……ひょっとしたら、あなたの恋は、とても純粋なのかもしれません。その純粋さをそのまま相手にぶつけられる勇気は、わたしには、ない」

「そ、そうよ──私は、幸一くんが好きなだけ！　ただそれだけ！　悪いの？　どこが悪いの、なにが悪いの!?」

「悪いところがあって、悪くないところもある。わたしみたいに、黙って相手の返事を待って、臆病に演技して、ただ近くにいるのも──間違ってるの、かも」

「そうでしょう？　そんなのは嫌！　私は嫌！」

「でも、陰から見守るだけの恋心も……勇気がなくて表に出せない、卑怯な恋心も、実は、とても尊いものかもしれません。だって」

　そして、冥子は微笑ほほえんだ。

　静かに、哀かなしそうに。

　大粒の涙を頰に流しながら、それでも、微笑んだ。

「恋を伝える勇気のせいで、大切な人をとても苦しめることになる場合だってあるんですよ。ほんとうに、死ぬほど。自分が、死にたくなるほど……」

　部屋を覆い始めた炎をその漆黒に照らし、冥子はそっと手を伸ばした。

「逆説的だけど、だから、わたしにはわかるんです。もう、止めましょう？　とりかえしのつかないことになる前に。わたしみたいに、恋心が罪悪感に満ちてしまう前に──」

　俯いて、ぷるぷると震えていただけだった叶絵は。もう、全ての武器を失った叶絵は。

　それでも、自らの間違った恋を諦あきらめない。

　彼女は顔を上げるなり、

「嫌だって──言ってる、でしょ！」

　伸ばされた冥子の手に嚙み付いた。指を、根元から嚙み千切る。

「っ!?　あ、あ、あ……くああああああああああっ！」

　口元を血でべとべとにした叶絵は、そこから冥子の指をぷっと吹き出した。赤く照らされる床に転がった指に、幸一が女のように情けない悲鳴をあげる。

「きゃ、は！　おいっす！　指って美お味いしくないねっ！　じゃあ死んで、めーちゃん、今死んで？　そんな恋心なんて知らない！　さあ幸一くん、どう？　クライマックスでも駄目？　ベッドシーンいる？　じゃあ今からする？　私はいいよ？　おいっす？」

　叶絵は陽気に語る。耐え切れず嘔おう吐とする幸一を楽しそうに眺めながら、同じく楽しそうに、床に手をついた冥子の腹を渾こん身しんの力で蹴り続けながら。

「やれやれ、ほんに狂った女よのぅ。これメイコ、千切られたのはどこじゃ？　ふむ、薬指か」「気持ち悪い帽子……！　なに喋ってんの、なに見てんの？　わかんないけど、も、全然わかんないけど、あんたも死んで？　さっさと燃えて消えて死んで？」

　帽子はからからと笑声をあげた。

「くく、命知らずな。助かったの、お前。この指ならば、運さえ良ければ死ぬことはあるまい」

「──え？」

　叶絵は冥子がゆっくりと立ち上がるのを見た。

　床に落ちていた指が、空気に溶け込むようにして、その体積を減らしていくのを見た。

　冥子の掌から、皮ひ膚ふや手の傷と同じように──ぐずぐずと蠢きながら新しい指が生えてくるのを、見た。

「……叶絵さん。残念ですけど、わかりました。わたし、あなたとは、お友達になれません。叶絵さんが叶絵さんだから、というのもありますけど……わたしの事情も、あって」
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　冥子は内臓の損傷を示す血を吐き出しながら、「わたしが何かって聞きましたよね？　答えます──わたしは、もう、ひとではないモノ」

　床に落ちた、指ではない何かに変わろうとする指を見つめながら、

「苦痛から生まれる代償魔術ペインマジツクを使うモノ」

　そしてやはり哀しそうに微笑しながら、

「《魔女ウイツチ》、です」

　友達になれるかも、と初めて感じた少女に、別れの言葉を告げた。

「さようなら──ひとではなくなったわたしに、ひとの友達ができるわけがなかった」

　　　　＊

「……《第九指はブリーズ・覇人の息へとフインガー・捧ぐナインス》」

　冥子が囁いた瞬間、床に落ちていた指が一気に弾けた。変ずるのは、無形の圧力そのもの。

　その圧力──空気の爆発が指向性を持っていたのか、持っていなかったのか。どちらでも同じだ。この閉へい塞そく空間においては、空気が急激に動けばそれは即すなわち嵐あらしと化し、竜たつ巻まきと化す。

　空気が、風が、圧倒的な暴力性を示して室内を駆けた。上へ、横へ、斜めへ、下へ。暴れ回る風に抵抗できるものはない──中心にいる魔女を除いては。最も指の近くにいた叶絵がなす術もなく吹き飛び、天井に頭をぶつけてぐったりと動かなくなった。活力たる酸素を細かく、しかも一瞬で散らされた炎は圧倒的な風の前に降伏を示してその姿を消し、焦げた臭しゆう気きすらもが一時的に部屋の隅に逃げ込む。服やゴミや雑誌や灰皿やテーブルが狭い空間で自由をひたすらに謳おう歌か。ぶつかりあい重なりあいまぐわいあった。

　暴虐の嵐は、時間にすれば、ほんの一瞬。

　ベッドにしがみついていた幸一が我を取り戻してまず感じたのは、股間の熱さ。臭ったのは焦げ臭さではなく、失禁の臭気。見たのは、

　膝をつき、倒れた叶絵の額に手を当てている黒衣の魔女だ。

「これで……どうなるんでしょう」

「ひひ、どうにもならんわい。闇滓アンシイを奪うばってもこやつの性質が変わるわけではないからの。精気や栄養を一時的に失ったのと同じじゃ……時が過ぎれば、またこやつの悪や異常性といった器うつわに闇滓アンシイが満ちてこよう。その間は多少元気を失っておるかもしれんが、本質は本質のままよ」

　帽子の言葉に頷いて、冥子は立ち上がる。それから、ベッドの上で彼女を見る幸一に気付いた。ゆっくりと、近寄っていく。

「ひ……」

　がたがたと怯える幸一を見、冥子は唾を飲んで目を細めた。

「二つ、今から言うことをしてください。彼女は死んでいないので」

「ひ、ぇ？　は……」

「一つ。わたしがここから立ち去ったあと、警察を呼び、彼女についてしかるべき処置をする。ずっとここに隠れていたことも、ここに火を点けてあなたを殺そうとしたことも、喋ってください。ただし──」

　冷れい徹てつな目を維持したまま、不必要なほどに顔を近付ける。自然、顔の浮いた帽子も接近する。帽子は邪悪に笑い、舌を出して彼の髪をべろりと舐めた。再び、彼の股間に染みが生まれた。

「二つ目。わたしのことは伏せること。今後一生、誰にも喋らないこと。わたしはここに来ていないし、あなたも何も見ていない。彼女が火を点けたので、あなたがなんとかして気絶させた、ということに。もしこれを破ったならば──」

　冥子は包丁を彼の喉のどに突きつけた。その冷たさが彼に伝わるのを待って、

「殺します」

　首がかたかたと上下するのを見て、ようやく冥子は包丁を引き戻した。そこで僅かに息を吐いた幸一の安堵を、彼女はさらなる狂態で裏切る。簡単に安心などさせない。安易な解放など与えない。口先の理解など許さない。彼女は包丁の先端を自らの掌に突き刺し、ぐりぐりと円を描えがくように動かした。

「このように殺します。このようにぐちゃぐちゃと殺します。このように血を噴き出させて殺します。このようにとても痛く殺します。このように見るのも嫌になるくらい殺します」

　また、がばっと顔を幸一に近付けて。

「誰かに喋った瞬間にわたしにはわかるので、今、その場しのぎで答えても無駄です……わかりましたか？」

「ふぃ、は、はぁ……」

「約束できなければ今ここで殺します」

「ひぃっ！　わ、わわ、か、わかりまし……ぃ」

　そこで幸一はついに精神の限界に達し、かくりと首を折って気絶した。それを数秒間眺めて起きる気配がないのを確かめたあと、冥子はひどく疲れた息を吐いた。ふにゃり、と眉を寄せて、情けない顔で呻く。

「あいた、いたたた……」

「ま、このくらい脅おどしておけばよかろう。にしても最後のはやりすぎではないのかの？」

「だ、だってわたし、脅きよう迫はくなんてしたことないし……どこまでやったら充分かなんてわからなかったですしぃ……」

「ひゃっはっは、小僧にこのことを言ったらどんな顔をするかのぅ」

「だっ、駄目ですよ駄目ですよ絶対！　言わないでくださいよっ……」

　冥子は魔女装束を纏まとったときと同様に一瞬でその姿を元の制服に戻し、焼け焦げたスカートを摘みあげて溜め息をついた。鞄に包丁と帽子を押し込める。最後に、倒れたままの叶絵をちらりと眺めて──

　それから一度も振り返ることなく、幸一の部屋から出ていった。

　　　　＊

　朝、もう一着制服を買わないとなぁ、と考えながら登校していると、偶然『彼』と出会った。

「おう」

「は、えと、あの……おはようございますっ……」

　おう、とまた適当に答えた彼は大きく欠伸あくびをする。

「その。学校まで一緒に行って、いいですか……？」

「……好きにすればいいだろ。つーか目的地は同じなのにわざわざ言うことでも」

　ぶつくさと言う彼だったが、冥子は気付く──その歩調が、僅かに遅くなるのを。

　なんでもない、そんなことで、とても嬉しくなった。今日はいい一日だな、と。

　けれども同時に、すっと頭の奥に滑り込むものがある。今の自分のこの思いが、本当に正しいものなのかどうか。この思いを浮かべるような資格が、自分にあるのかどうか。

　あえて蒸し返そうとはしていなかった話題だった。でも、今日、この朝だからこそ──聞いてみたいと思えた。

「あの、ですね……」

「ん？」

「その……なんと言いますか、その……前の話、なんですけど……」

　数分、俯いて口籠ってから、多大なる決心と共にようやく顔を上げる。

「あの、ですね。わたしのせいで、こんなことになって、本当に、わたしのこと、恨うらんで──」

「てりゃ」

「はぅっ!?　あうあう、わわわ……そ、そんなにしたら首が、首が捻ねじれっ……あうー!?」

「捻ってるからな。大丈夫だ、昔に切せつ華かで実験したらこのくらい大丈夫だった」

「実験も実行もしないでくださいよぅー！」

　ばたばたと腕を振ると、小さく笑いながら彼は手を離してくれた。

「もう、どうして、こんな……」

「なに、お前がまた普通でつまらんこと言いそうだったからな。つまらん話題は朝の会話内容としては不合格だ。もっとこう、セクシャルかつバイオレンス、目の覚めるような話題でぼくに一日の活力を与えてくれ」

　なんでもない口調で言いながら、彼はまた歩き始める。

　ああ──

　冥子は自分の顔の奥に衝しよう動どうが溢あふれるのを感じた。でも、駄目だ。彼に迷惑をかける。周りにもたくさん人がいる。泣いてはいけない。笑おう。大丈夫だ、そんなことを考えなくても──自然と、頰は緩んでいる。

　自らの胸中にある気持ちを、冥子は思う。あったかい。笑顔になる。心地いい。気持ちいい。幸せ。でも少し辛い。可愛くって、汚い──

　恋心。

　彼にも自分にも、それよりも大事な問題がたくさんあって。それを考えていいのかどうかすらもわからない状況に、なってしまっているけども。それは、なかったことにはとてもできないものだ。だから……だから今は、とりあえず──

　彼をこれ以上、傷つけてしまわないように。これ以上、重荷を背負わせてしまわないように。

　正しく、そして正しくない、欺瞞的な恋心の秘め方で。

　臆病に戦っていこう、と冥子は決意した。

「……ゆっくりじっくり、時間をかけて進んでいくもの、ですね」

　ついに友達にはなれなかった彼女のことを思い出しながら、呟く。彼が肩越しに振り返って聞いてきた。

「ん、何だって？」

「何でもありません。えへへ……ちっちゃくて可愛い小動物の話、ですよ」

「……その台詞せりふはちょっとエロい。合格だ」

「ひぇ、そ、そうですか？　どのあたりが？」

　ほんの少しだけ歩みが遅くなった彼の背中を、いつものように追いかけながら。

　手を伸ばしたら届きそうで、でも届かない。無理して届かせるのが怖い。微妙すぎてもどかしい、卑怯に居心地がいい距離から、彼の背中を見つめながら。

　冥子は思った。

　これが、わたしのハムスターの距離。

　わたしの恋心が、これから進んでいく距離なのだ、と。
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　狩かり桐きり希のぞ視みは十八年間で今ほど必死になって走ったことはなかった。体育のマラソンは勿もち論ろん、サッカーだのバスケだの、とにかく足を動かすものは生まれてきてから全すべて適当に手抜きしてきたのだ。それは単に運動嫌いのせいだったが、一応の言い訳はあった──疲れるだけで無意味。動物の足の速さは全て肉にく食しよく獣じゆうから逃げるためのもので、だから天敵のいない現代世界の人間という生物には不必要なスキルだ、と。

　ところが今、彼女は肉食獣じみた男達たちに追われている。その論理が破は綻たんしたことは認めざるを得なかった。本気で走ると本当に足ってもつれるものなんだ、と頭の片隅で場違いなことを考えながら、希視は夕方の住宅街を不ぶ恰かつ好こうに走り続けた。肩に提さげたスポーツバッグがひどく重い。放り捨ててしまいたかったが、そういうわけにもいかない。生活必需品ばかりが詰まっている大事なものだ。

　長い髪がうざったい。小さな肺が苦しい。足が痛い。白く曇った視界が不安だ。止まるわけにはいかないのが辛つらい。通行人が向けてくる視線に苛いらつく──見てるくらいなら助けてよ。

「はぁっ……はぁ……あっ!?」

　足が引っ掛かって倒れた。倒れてる場合じゃない。なんとか起き上がる。ああ、落ちたバッグを拾わなければ。身体からだを屈かがめた瞬しゆん間かんに膝ひざをついてしまわないように気をつけながら、手を伸ばす──だが目的物に手を届かせたのは、彼女よりも背後の追跡者のほうが早かった。無骨な男の手が、希視の肩をがっしりと摑つかむ。

「ふぅ……鬼ごっこはここで仕舞いじゃ！」

「い、嫌いやっ！」

　振り向きもせず、無我夢中でその手を弾はじき飛ばして走り出そうとする。が、前方は既すでに別の男が行く手を塞ふさいでいた。息を切らせてはいるが、余力はまだまだありそうだ。

「あー、しんど……」

「この歳としで持久走は辛いっスよ……」

　さらに二人が追いついてくる。希視は体格の良い四人の男に包囲され、じりじりと後ずさりした。背後に壁かべしかないのはわかっていたが。

「嫌よ……嫌……」

「手間ァかけさせんでくださいや。もう逃げられんのはわかっとるでしょうが」

　足あし下もとのバッグを拾い上げながら、派手なスーツを着た男が目つき鋭く言った。

　そんなことを言われても、このまま大人おとなしく捕まるなんて絶対に嫌だ。

「だっ……誰だれか！　助けて！　お願い！」

　大声を出したつもりだったが、掠かすれ声にしかならなかった。こんなことならクラスの皆みんなみたいに馬ば鹿か騒さわぎして馬鹿笑いして大きな声を出す練習でもしておけばよかった、と希視は再び場違いに思う。けれど、声は聞こえなくともこの状況は見るからに異常だ。勇気ある通りすがりのサラリーマンが、希視が出したのと似たような震ふるえ声で近付いてきた。

「や……やめなさい。嫌がってるじゃないか。け、警察を呼ぶぞ」

「あァン!?　誰に向かって口利きいとンじゃこンアホンダラがァ!?　黙っとれやバラバラにされたいんか、ボケこならァ！」

　だが彼かれ等らにとっては恫どう喝かつこそが職業的スキルだ。見ただけでそれとわかる姿をしている彼等に声をかけたことで勇気の証明は果たしたとでもいうように、サラリーマンは男の一人が肩を怒らせて足を踏み出しただけで逃げていった。なんて頼りにならない、と希視は愕がく然ぜんとする。

「……ッてなぁもんだ。さあ、大人しく──」

　疲労と恐怖で足ががくがくと震える。やらなくてはならないことはわかっているのに、身体が動かない。あの毛深い腕の下を搔かい潜くぐって、残りの奴やつ等らの股こ間かんでも何でも蹴けって、再び逃げ出す──方法はそれしかない。成功する可能性はゼロに近いとしても、やらなければゼロ以下だ。だからやらなくてはならない。でも身体が動かない!!

　そして男の腕が自分の身体に伸びるのを、希視が絶望的な視線で追いかけたとき──

　ひどく平静な声が、彼女の耳に届いた。

「白昼堂々、誘拐キツドナツブとは穏おだやかではないな。日本はもっと治安の良い国だと思っていたが」

　男達が振り向く。そこにいたのは奇妙な女だった。金髪の白人で、大きなヘッドホンを両耳に被かぶせており、鼻の頭に小さな眼鏡めがねを載せている。均整の取れた肢し体たいを包んでいるのはウェスタンなマントで、その下からはチェックのスカートが見えていた。そして最も目立つのは──手足を一分の隙すきもなく包んだ、白の包帯だ。

「ああ!?　何だテメェは、関係ねェ奴はスッこんどれや！」

　リーダー格の男の恫喝にも、彼女は怯おびえた様子も見せずに平然と言い返す。

「確かに関係はない。だが見てしまった以上、素通りはできないだろう──どういう事情があるのかは知らないが、嫌がる女を無理矢理連れていくなど屑くずのすることだ。彼女を解放して立ち去ることを勧める。痛い目を見たくないのならばな」

　屑呼ばわりされた男は大きな舌打ちをして、歳若い二人に向けて顎あごをしゃくった。

「おい。この変なガイジンどっか行かせろ」

　完かん璧ぺきなチンピラファッションに身を包んだ二人がへらへらと笑いながら女に近付く。

「どっか行けよオラ。揉もむぞコラ」

「あー、日本語わかんのか、あァン？　邪じや魔まだってばよ、どっかへゴー。わかんね？　ゴー」

「お前達こそ日本語がわからないのか。私はさっきからこうして話しているだろう。そもそもお前達の日本語は汚すぎてあまり聞き取れない……ちゃんと喋しやべれ」

「テメェ……っ！」

「ああ、んな簡単にキレんなよ。こいつぁあれだ、頭が弱いガイジンなんじゃね？　引っ張っていきゃ済まぁ」

　言葉通り、男達が彼女の腕を摑もうとする。そして次の瞬間──地面に崩れ落ちた。希視には今の一瞬に何が起こったのかはわからなかった。ただ金髪が揺れるのが見えただけだった。

「……忠告はしたぞ」

　つまらなそうに足下の二人を眺ながめて言い、彼女はゆっくりと希視のほうに一歩を踏み出した。同時、残った男の一人がとても聞き取れないほどの汚い罵ののしり声を発しながら彼女に殴なぐり掛かる。が、それも末路はほとんど同じ。今度は希視に蹴りの残像が見えただけの違いだった。

　最後に残った一人、希視の近くにいたリーダー格の男が呻うめいた。

「……っ。なんじゃお前。そいつはプロボクサー崩れやぞ……」

「言っている意味がよくわからない。蹴りで倒したことを非難されているのか？　それは悪かった。次からは拳こぶしを使うことにしよう」

　彼女は歩みを止めない。男はちらりと希視の顔を見やって言った。

「……悪いがこの女ァどうしても連れていかにゃならんのじゃ。堅かた気ぎ相手にダセエが、文句は言っとられんわ──こう見えても修しゆ羅ら場ばぁ潜って来とるからの。テメェが何モンなんか知らんが、こうせにゃどうにもならんってだけはわかるわい」

　男は懐ふところに手を入れ──白しろ鞘さやのドスを摑み出した。そこで初めて金髪女性の眉まゆがぴくりと動く。

「儂わしゃあ本気じゃぞ。脅おどしと違う……そこで止まれ」

「ふむ。それは多少、困った」

「止まれ言ゆうとるやろこんボケがァ！」

「私にはそんなものがいくら刺さったところでどうということはないが、それが後ろの彼女に向けられたりすると困る。だから仕方ない──」

　と、彼女は足を止める。にやりと唇くちびるを歪ゆがめる男。だが彼女は男に見せ付けるようにマントの下に手を入れ、

「──私もこれを出してみることにしよう」

　懐から黒光りする拳銃を取り出した。

「なァ!?　テメェ、堅気じゃ……どこぞのマフィアかっ！」

「心外だ」

　律りち儀ぎに返答しつつも、彼女は驚きよう愕がくした男の隙を見逃さなかった。疾しつ風ぷうのように踏み込み、銃じゆう把はでドスを叩たたき落とす。続く動作で肘ひじを男の鳩尾みぞおちに埋め込んだ。

　吹き飛ばされた男がよろよろと立ち上がるのを待ち、彼女は改めて銃口を彼に向けた。

「立ち去れ。修羅場を潜っているというなら私の本気がわかるだろう」

　男は顔を真まっ赤かにして歯は嚙がみしていたが、やがて憎憎しげに舌を鳴らして走り去った──気絶した三人の男を残して。

　そこで希視は大きく息を吐はいた。何がなんだかわからないが、助かった。

「あ。バッグ」

　自分には重くとも男にとってはそうではなかったのか、今のリーダー格の男は最初にバッグを拾い上げてからずっとそれを肘に引っ掛けたままでいた。慌あわてて男の去ったほうを見るが、既にその背中はどこにもない。マントの下に銃を仕舞い込んでいた女性がちらりと顔を上げて言ってきた。

「大事なものが入っていたのか」

「あ……その。大事と言えば大事……だけど、着替えとかだから、そんなに大事でもない。あの、助けてくれて、ありがとう」

「気にするな。たまたま目に入っただけだ。荷物もそうだが、後は警察にでも頼め。日本の警察機構はどこよりも優秀だと聞いている」

　彼女はくいと鼻眼鏡を押し上げてからマントを翻ひるがえした。慌てて希視は声を掛ける。

「ち、ちょっと待って！　その、警察には、行けないの……」

　彼女の足が止まる。軽く横顔を見せる。だが、それだけ。

「──そうか。ならば一人でなんとかしろ。私には関係ない」

「え。ちょっ……」

　それきり希視のことなど忘れてしまったかのように、マントの背中が遠ざかっていく。

　希視は軽くポケットを探った。持ち物は財布だけ。携帯や生活必需品の入ったバッグは持ち去られた。これから、どうしよう──

　わからなかった。だからとりあえず、金色の後ろ頭を追って歩き始めた。




　振り返る。背後の足音が止まる。

「……なぜついてくる？」

　問い掛けてみたが、背後の少女は答えなかった。日本人形じみた色白で細ほそ面おもての顔を俯うつむかせ、ストレートの長い髪を垂らしただけ。

「ついてくるな」

　努めて冷れい徹てつな口調で言い捨て、再び歩き出す。だが彼女の鋭敏な聴覚は、数秒の間を置いて再発生した背後の足音を捉とらえていた。やれやれ、と彼女は嘆息し──疾しつ走そうを開始。

「あっ……！」

　驚おどろきの声を漏もらし、慌てた様子で背後の少女も速度を上げた。だが聞こえる足音のリズムはちぐはぐで、どう考えても運動が得意そうではない。予想通り、数分走っただけで簡単に振り切ることができた。

　彼女はちらと背後を振り返り、少女の姿がないのを確認して呟つぶやいた。

「ふぅ……撒まいたか。何だったのだろうな」

　誰も助けなかったから助けただけのことであって、アフターケアは業務外だ。本来なら普通の人間などにかかずらっている暇はないのだ。

　さて、と気を取り直して歩き始める。しばらく街を散策したところで、ふと鼻び腔こうに香ばしい匂においを感じた。発生源を見ると、十字路の角に大おお判ばん焼やき屋がある。

「む……」

　視線を向けただけで、忙せわしなく鉄板をひっくり返していた店員の中年女性が「いらっしゃい！」と朗ほがらかな笑顔で言ってきた。言われたのならば仕方ない。無視して通り過ぎるのも無礼だしな、と胸中で言い訳を呟きつつカウンターの前へ。マントを探って持ち合わせを確認する……１３７円。張り紙にある《オール税込１００円》という価格設定は良心的だが、それでも一個しか買えない。彼女は獲え物ものを狙ねらう獣けもののような鋭い目でカウンターの横にある品書きを睨にらんだ。

「粒つぶ餡あん、こし餡、白餡、芋いも餡、栗くり、胡桃くるみ、バナナにカスタードにチョコに抹まつ茶ちや……か。ここはやはり粒餡──いや、栗も捨てがたい、が……そう言えば白餡も久しく食べていないな。では白餡……うむむ。いや待て、よく考えろ私……」

　不必要に真剣な眼まな差ざしでぶつぶつ呟く。店員は、変な外人さんだねぇ、という目をにこやかな営業スマイルの奥に隠しながら彼女の注文を辛しん抱ぼう強く待っていた。だがそんなとき──

「は、はぁ、はぁっ……ぜ、全種類、一個ずつ！」

　激しい息いき遣づかいにぎょっとして金髪女性が振り返ると、そこでは汗だくの少女が肩で息をしつつ千円札をにゅっと突き出していた。

「ごめんなさいね、こちらのお客さんが先なのよ」

「はぁ、こ、この人のぶんと一緒なので大丈夫です」

　あらそお？　と店員は笑い、注文の大判焼を作り始めた。膝に手をついて息を整えている少女を、金髪女性は胡う乱ろんな目で眺める。

「なんのつもりだ」

「ふぅ、はぁ、その……お礼」

「──必要ない」

　短く言って踵きびすを返そうとしたが、マントが摑まれる。少女は汗の浮いた顔を上げ、そこに品の良い笑みを控えめに浮かべて言った。

「責任、とって」

「責任？」

「これ買ったせいで、お金、ほとんどなくなっちゃった。バッグも取られちゃったし、どこにも行くところがないの」

　金髪女性は眉を顰ひそめた。何かを言いかけ、しかし口を噤つぐみ、目を閉じる。次に視線が向けられたのは、香ばしく生地が焼ける鉄板。ややあって大きな溜ため息を吐き、彼女は肩を落とした。

「君は、よほどの愚おろか者か。あるいは──」

「あるいは？」

「かなりの知能犯だ。相手の弱みに付け込む」

　少女は一見すれば冷たそうに見える面おも立だちを綻ほころばせ、長い髪を滑らせながら背筋を伸ばした。

「わたしは、狩桐希視。あなたは？」

　偽名で誤ご魔ま化かそうかと一瞬だけ考えたが、結局は本名を名乗ることにした。

　それだけが、今や彼女に残された唯一の《自分自身》だったから。

「レンテンシア・イズラデリだ」

　　　　＊

　レンテンシアに案内されて希視が辿たどり着いたのは、山中にある廃はい棄きされた神社、正確にはその裏手に建つプレハブ小屋だった。

　絨じゆう毯たん敷きの床に直じか座ずわりして、希視は殺風景な小屋の中を見回していた。家具と呼べるものは部屋の隅にある小さなテレビだけ。毛布やら何やらが部屋の隅に纏まとめられているが、それでも全体的にがらんとしたものだ。元は社務所だったのか、入り口の脇わきには流しやコンロもあった。

　そのコンロの前に立っていたレンテンシアが、二つの湯のみを持って希視の前に座る。

「粗茶だが」

「あ……ありがとう」

「それと──」

　二人の間にある大判焼の包みの脇に置かれたのは、千円札。

「先程は持ち合わせがなかっただけだ。忘れないうちに返しておこう」

「……いらない」

「なぜだね？　このせいで金がなくなったと言っていただろう」

「だから、大判焼を買ったのは、レンさんに助けてもらったお礼。それを受け取ったらお礼をしていないことになっちゃうから」

　レンテンシアは微かすかに首を横に振った。

「納得できない。仕舞わないぞ」

「わたしも納得できない。受け取らないわ」

　結局、千円札を床に置いたまま、二人は大判焼を食べ始めた。レンテンシアは白餡を。希視はカスタードを。しばらく続いた沈黙を破ったのはレンテンシアだった。

「……奴等は何者だ。なぜ追われていた？」

　希視はふと視線を落とし、静かな声で答えた。

「簡単に言えば……出家、かな」

「なんだと？」

　眉を顰めたレンテンシアに向けて、希視はぱたぱたと手を振る。

「えと、でも、ただの家出じゃないの。うちはその……父が、会社、やってて。で、あの人達は部下……っていうか、社員の人達、で。父の命令で追いかけてきたの」

「やれやれ。妙に殺気立った男達だったので助けてしまったが──間違いだったか。親が子を追うのは当たり前だ。そもそも、家出などしてどこへ行くつもりだったのだ。悪いことは言わん、親が心配しているぞ。早く帰れ」

　その言葉に希視は冷めた目で湯のみを見つめ、鼻を鳴らした。

「……心配なんかしてないわ。父は自分の都合でわたしを家に戻したいだけ。それと、行こうとしてたのも親のところだから」

「どういう意味だ」

「離婚したお母さんのところ。父とか後妻の人とは仲が悪いから滅めつ多たに会わないけど、わたしにはたまに会いに来てくれたりする、から」

「……複雑な家庭のようだな。その母はどこにいる」

「北海道」

　レンテンシアは茶を啜すすりつつ目を眇すがめた。

「遠いな。千円程度ではとても行けないだろう。無む謀ぼうだ」

「わかってるわ。あなたと一緒よ、急いで飛び出してきたからお財布の中にそれしかなかっただけで──後で銀行に行こうって思ってたの」

「今から行ってくればいい」

「駄だ目めよ。まだ街はあいつらがうろうろしてるもの……あなたを追いかけてるときでも何人か見かけて、本当に危なかったんだから」

「私に君の護衛でもしろと言うのか？　残念ながらそれほど暇ではないし、そこまでしてやる義理もない。勘かん違ちがいしているのならはっきり言っておくが、私は正義の味方などではないのだ。君を助けたのはたまたま。それ以外の理由はない」

　レンテンシアの言葉はつれない。希視は残念そうに肩を落としていたが、ややあって、悲壮な決意を漂わせて視線を上げた。上半身を前傾させ、レンテンシアに顔を寄せながら言う。

「わかったわ。でも、お金も着替えとかもなくなっちゃったから、もうどこにも行けないの──お願い。ほとぼりが冷めるまでここにいさせて」

「おかしなことを言う……君も見ているはずだろう。あんなものを持っているのは私が一般人ではない証拠だ。普通はそんな得え体たいの知れない外国人には近付きたくないと思うはずだが……なぜ恐怖しない。私がお前を撃ち殺して山に捨てるとは思わないのか？」

　その瞳ひとみには台詞せりふの内容に相応ふさわしい威い圧あつ感かんが込められていたが、希視は首を傾かしげて軽く答えた。

「どうして？　あなたはそんなことしないわ」

「む……なぜそう言い切れる」

「そんな気配はしないわ。わかるもの」

「理由になっていないぞ」

「でも事実、そんなことはしないでしょう？」

　確信を持って微笑ほほえむ希視を見、レンテンシアは呆あきれたような息を吐いて脱力する。

「──しない。私は正義の味方ではないが、悪になろうとしているわけでもない」

「ふふ、変なひと。興味が湧わいてきたわ。ねぇ、あなたは何なの？　どういう人なの？」

「待て、勝手に話を変えるな」

「……ここにいちゃ駄目なの？　ね……お願い、レンさん。迷惑はかけないから」

　レンテンシアは希視の顔を見つめた。希視も真剣な目で彼女の視線を受け止めた。そして数十秒後──レンテンシアが瞳を閉じ、大きく肩を揺らす。囁ささやき声が降伏の宣言だった。

「一つだけルールを作ろう。私のことを知ろうとするな。住む世界が違いすぎる……危険だ」

「それを守るならいいってこと？」

　ぱっと顔を明るくした希視に、レンテンシアは諦てい観かんの籠こもった苦笑いを返した。

「よく考えれば、私はここを不法に利用しているだけだ。占有権などあるはずもない……ここにもう一人不法利用者が来たとしても、私にそれをどうこう言う資格などないのだろうな」

　その大おお仰ぎような物言いに、へんなひと、と希視はくすくす笑った。




　レンテンシアと名乗った彼女に興味が湧いてきた。とても謎なぞめいている。やることもなかったので、とりあえず希視は彼女の観察に意識を向けることにした。

　夕食は大判焼の残りを全部くれた。結局、レンテンシアが食べたのは白餡の一個だけだった。

「いいの？　もっと食べればいいのに」

「もともとは君の金で買ったものだし、私は小食だ。それに──」

　なぜか目を険しくして、彼女は無む闇やみに力強く続けた。

「チョコだの何だのは邪道だ。食べれば日本の伝統への侮ぶ辱じよくに荷担することになる……！」

　どうやら彼女は和風フェチみたいなものらしい、と希視は愛あい想そ笑いで思った。とりあえず愉快なひとなのは間違いなさそうだった。

　甘くて美お味いしいのに、と思いながら希視がチョコ大判焼を食べていたとき、レンテンシアがふとテレビの前に座り込んでスイッチを入れた。映し出されたのはＮＨＫの大おお相ず撲もう秋場所。

「相撲……好きなの？」

「それなりに」

　テレビから顔を動かさず、声だけが短く返ってきた。返答までのラグのなさに、ああ言ってるけどたぶん大好きなんだろう、と脳内情報に修正を加えて書き込んだ。

　見ているだけで面白い。相撲ではなくレンテンシアを。ぴく、と肩が動いたり、長い取組のときなどは微妙に拳が握られていたり。

「それは違う。どこを見ている……？」

　自分に向けられた文句かと思ったが、金髪は動かない。テレビを見ると、解説者が「物言いがつきましたねぇ……おっと、軍配が覆くつがえりました」などと言っていた。レンテンシアはそれを聞いてうむうむと頷うなずく。正直、とても可愛かわいいと思った。

　横綱の取組が終わると、彼女は満足したような息を吐いてテレビを消す。立ち上がると、その手足を隙なく覆おおった包帯が蛍光灯の下でその白さを主張した。

「私は出かける。いつ戻ってくるかはわからない」

「どこに……って聞いちゃ駄目なんだよね」

「そうだ。夜のうちに帰ってくるとも限らない。寝ていろ」

　夜になり、その冷たさが彼女の視線に宿ったかのようだった。昼間より格段に鋭さを増したその気配の前に、希視はそれ以上言葉を発することができない。

　一緒に連れてけとは言わないけれど、どこに行くかくらい教えてくれてもいいのに……と、希視は彼女の背中に向けて不満の息を吐いた。そのとき、レンテンシアの歩みがふと止まる。それから彼女は出口に向かう前に回り道して、部屋の隅の毛布を希視に向かって投げた。

「……夜は冷える。使いたければ使え」

　希視が頭に被さった毛布を引っ張って視界を確保すると、曇りガラスのドアがぴしゃりと閉められるのだけが辛かろうじて見えた。無音のプレハブ小屋の中、希視は頰ほおを薄く緩ゆるませながら、柔らかい毛布に鼻先を押し当てる。

　今日の観察結果。とても強い。銃を持っている。意固地。天然っぽい。和風が好き。

　そして──優しさを出すのに、慣れていない。

　　　　＊

　音を立てないようにプレハブ小屋のガラス戸を滑らせる。電気は消されていたが、彼女にとってそれは暗黒を意味しない。部屋の中央に見える毛布の膨ふくらみから、規則正しい寝息が聞こえていた。

（やれやれ……長くなれば別の居場所を探すことも考えなければな）

　音もなく中に入り、流しの下に入れていたタオルを持って外に戻る。そしてレンテンシアは月明かりを歩き始めた。小屋の脇にある林を抜け、その先にある斜面を下る。微かな水音が示すのは、そこにある小川の存在だ。

　どこにも繫つながっていないヘッドホンを外し、ブーツを脱ぐ。川原かわらの小石が足の裏に心地ここち好よい。さらに首から外したマントを近くの岩の上に広げた。一瞬で手に取れるように銃をホルスターから出してその上に載せ、それからスカートとシャツを脱いでいく。下半身にのみ着けている下着から足を抜くと、彼女は自分の身体を見下ろした。形良く隆りゆう起きした胸部も、引き締まった腹も、下腹の薄い茂みも──見ているのが月だけとなれば羞しゆう恥ちの原因とはならない。だが、まだ彼女には脱ぎ捨てなければならないものが残っていた。一つ息を吐いて、両腕と両足の包帯を解ほどく。

　月にさえ見せたくはない恥部が晒さらされた。彼女の四肢は、黒々とした刻印──小さな幾き何か模様の羅列で埋め尽くされている。無論、彼女自身も見たくはないものだ。彼女は醜しゆう悪あくな自分の刻印から目を逸そらし、最後に鼻眼鏡を外して服の上に置いた。ゆっくりと川の中へ入る。

　水は身を切るような冷たさだったが、そのせいで余計に清せい浄じようであるように思えた。足を滑らせないように川中へ進んでいき、股また下したほどの深さの場所で立ち止まる。それから手で水を掬すくい、肌に慣れさせるようにゆっくりと自らの身体にかけていった。

　そして──静かな水浴びを数分続け、水の冷たさをあまり感じなくなってきたとき。

　不意に、川原から、声。

「寒くない？」

「──っ!?」

　いつ起きたのか、希視がそこに立っていた。気付いた瞬間、レンテンシアは自分の身体を抱かかえるようにして水の中へしゃがみ込んだ。

「み……見るなっ！」

　ただの小娘のような情けない声だと自分でも思ったが、出てしまったものは仕方がない。ただ、刻印を見られた、という羞恥だけが胸中を支配する。誰かに見せたことはある。それは必要だったからだ。全く無関係の《人間》に、全く無関係に、見られた……！

　気持ち悪い、という声が聞こえてきても不思議ではない。どうして、という残ざん酷こくで無邪気な質問が飛んできても不思議ではない。けれど、希視の声はしばらく聞こえなかった。代わりに、なにかばさばさと布が擦すれる音が聞こえていた。そしてさらに、大きな水音。

「ひゃ。冷たい」

　肩越しに見ると、レンテンシアと同じように服を脱ぎ捨てた希視が、恐る恐るといった感じで川の中に身を沈めていた。

「な……ぜ……？」

「なぜって、変なこと言うのね。昼間はたくさん走ったんだもの、水浴びくらいわたしだってしたいわ。レンさんって意地悪ね、こんなとこがあるなら先に教えてくれればいいのに」

　自分と違って傷一つない彼女の裸ら身しんから目を逸らしつつ、レンテンシアは言った。

「……気持ち悪くないのか。私の、こんな身体が」

「別に気にしないわ。そういうひと、うちには一杯いるもの」

　レンテンシアの重い口調での問いとは対照的に、希視はあっさりと答えた。言葉の内容はさておき、そのあまりの軽さにレンテンシアは拍子抜けしたような気分になる。

「気にしないし、別に聞いたりもしない。聞かないのがルール、だものね。でも……一個だけ、聞いていい？　どうしても我慢できないの」

　レンテンシアがちらりと希視を見ると、彼女は小首を傾げながら頭の横で両手を立てていた。

「その耳、飾りじゃないよね？」

「あっ……」

　ヘッドホンを外していたことに気付き、慌てて尖った耳を押さえるが、時既に遅しだ。希視は興きよう味み津しん々しんの目でレンテンシアの掌てのひらからはみ出した耳の先端を眺めていた。

　……ぼろぼろだ。刻印は見られてしまうし、耳も。普通の人間と生活するということ自体が間違いだったな、とレンテンシアは嘆息した。耳を隠すのを諦あきらめ、代わりにその手で胸を覆うことにする。

「妖よう精せいさん……とか？」

　控えめな問い掛けに、苦笑する。

「そんな可愛らしいものではないよ」

「でも、その……普通の人には、見えないわ」

「──そうだ。私は人ではない」

　瞳を細めて答える。自らに言い聞かせるように、呟いた。

「人では、なくなってしまった──もっと醜悪な、もっとおぞましいモノだ」

　ふぅん、と希視は水面みなもに視線を落として曖あい昧まいな声を発した。反応がどれもこれも予想外でペースが狂う。レンテンシアは立ち上がり、岸に向かって歩き出した。その途中、希視とは視線を合わせずに言う。

「……どうして逃げない。私は人じん外がいだぞ。怖おそろしくはないのか」

「人じゃなくても、レンさんは悪いひとじゃなさそうだもの。それに──」

　背後から、冷たい水が跳はねる音。

　そして、それ以上に冷たい──凍こごえるような低温の声が聞こえた。

「人間のほうが、もっと醜悪でおぞましいよ。きっとね」

　一通り身体を洗って川から上がる。風がさらに体温を奪おうと吹き付けてきた。寒い。

　汗を流せたのはよかったが、やっぱり水は冷たすぎた。脱いだ服のところに行く途中でぞっとする事実に気付いたが、服の上にはそれを見越していたかのように少しだけ湿ったタオルが置かれていた。レンさんありがとう、と呟いてから身体を拭ぬぐい、急いで服を着る。それでも寒い、早く毛布に包まろう、と歩き出したとき──一発の銃声が閑かん寂じやくな山に響ひびいた。

　何かあったのかと慌てて小屋に戻ると、その前の空き地で温ぬくそうな焚たき火が赤々と燃えていた。レンテンシアがその傍そばに腰を下ろし、自分の金髪を絞って水気を飛ばそうとしている。木切れは前もって集めていたのだとしても、火をつけてここまで大きくするのに結構な時間がかかりそうなものだが。

「……今の銃声なに？　で、いつのまに焚き火なんて？」

「さてな。質問に答えるサービスタイムは終わりだ」

　彼女は希視を横目で見やり、どこか意地悪そうに唇を曲げた。その隣に座って火に手を翳かざしながら、希視はレンテンシアの顔を覗のぞき込む。

「……魔法ね。絶対そうよ」

「想像に任せる」

「ずるいわ。そこが一番知りたいところなのに」

　君は変なところを知りたがるのだな、と妖精は苦笑を返すだけだった。

　　　　＊

　横になって数十分。マントに丸まっているだけのレンテンシアの背中は寒そうだった。希視はそっと毛布を持って移動し、その背中に寄り添うようにして再び寝転んだ。

「……必要ないと言ったぞ。私は風か邪ぜを引かない」

「わたしが寒いからよ。人肌暖房に協力してほしいわ」

　それ以上、レンテンシアは何も言わなかった。許可の証あかしだと思い、希視は安あん堵どする。ふと、眼前の背中から声が届いてきた。

「一つ聞くが。君の家は、その──極ごく道どう、というものではないのか」

「……わかっちゃうよね、やっぱり」

「あの男達の雰囲気。刻印に驚かなかったのは彫り物で慣れているという意味だろう。そして、君はさっきの音を迷わず銃声と断じた──一般人は生の銃声というものをそれほど聞いているわけではない」

「ん……でも、噓うそをついてたのはそれだけよ。他ほかは全部本当」

　希視は細く長く息を吐いた。

「家出の理由は二つあるけど……どっちも家が嫌になったからってことでは同じ。一つ目は、大好きだった人に告白して振られたから。その後で、わたしの家が理由だって話してるのをたまたま聞いちゃったの。上う手まく隠してたつもりだったんだけど……やっぱり噂うわさで、わたしの家が極道だってことは学校中に広まってたみたい。本当、最悪」

「……」

「二つ目は、進路。美大に行こうと思って願書を準備してたんだけど、今日それが見つかって──びりびりに破られた。そんなとこには行かせない、組のために働け、だってさ……馬鹿みたいな話でしょ？」

「私は教師ではない。悩みを相談されても困る」

　事実、困ったような口調だったので、希視はくすりと喉のどを鳴らした。

「わたしが話したいから話してるだけよ。別に何も言わなくてもいいわ。とにかく、あそこは最低の家よ……今まで育ててもらった一応の負い目があるから我慢してたけど、もう駄目。あんな家は嫌。あんな父は嫌。もう全部が嫌……だったら家出でもするしかないじゃない」

　無言の間。本当に聞くだけにしたのかな、と希視が思ったとき、レンテンシアが当たり障さわりのないことを聞いてきた。

「美大、か。美術が好きなのかね」

「ええ。昔からね」

「昔からそうだったのに、父は許してくれなかったのか」

「そう。父が離婚したばかりの子供のころは、『希視は将来何になりたい？』とかよく聞かれてたわ。今になって思えば、好きにさせるつもりがないなら聞くなって話だけど。その頃ころから絵を描かくのが好きで、それを見せたら頭を撫なでてくれたりね。彫刻とかも、子分の人──わたしの世話役の人だけど──が上手くて、その人に色々教えてもらったりしたわ」

　唾つばを飲み込む。昔の話だ、と希視は感傷を一息で切り捨てた。思い出は思い出で、夢でしかない。今は最低で最悪の現実があるばかりだ。

「でも、状況が変わったのよ。父はすぐに後妻との間に子供を作ろうって思ってたみたい。特に男の子ができたりすれば後継者は安あん泰たいだし。でも、今になっても生まれていないのは予想外で──それに最近、組の求心力が落ちてるってぼやいてた。だから、今は一人娘を美大に行かせるなんてとんでもない、てことなんだと思う」

「……昔は認めていたのに、自分達の都合が変わったから認めなくなった、ということか」

「そうね。口答えすると『今まで育ててやった恩を忘れたのか』と、こうよ」

「立場の弱さに付け込んでいるようなものだな。なんにしろ、筋が通らないということはわかる。筋を通すのが任にん俠きようというものだと思っていたが」

　その単語は妖精が口にするには不似合いすぎる。希視はくすくすと笑った。

「今時そんなこと、誰も言わないわ。とにかく──次に捕まったら、今度こそわたしは姐あねさん一直線でしょうね。高校も辞めさせられて、家の中に閉じ込められて……もう終わり。本当に、それ以外の道はなくなるわ」

「……」

　何かを言いかける気配があったが、結局、レンテンシアは無言を維持した。

　変な気休めを言われるよりは、そのほうが気が楽だ。わかっている。彼女は正義の味方ではないし、カウンセラーでもないし、生なま温ぬるい優しさで事実を欺ぎ瞞まんする弱者でもない。

　希視は目を閉じる。話せば少しは気が晴れるかと思ったが、逆効果だった。忘れていたことを思い出し、胸中の不安がぞわぞわとその密度を増してきている。けれど、大丈夫だ──大丈夫と思わなければやっていけない。逃げ切れる。今日明日はともかく、何日かすれば、もう遠くに逃げてしまったのだと諦めるはずだ……

　眠りの気配が全身を包み込んでくるまで、彼女はそんなことを考え続けた。

　その思考が祈りに似ていることは、自分でもわかっていたが。

　　　　＊

　翌日希視が目覚めたとき、もう不思議な妖精の姿はなかった。起き抜けの虚脱感に昨夜の悩み相談で思い出した不安が合わさり、ひどく鬱うつ々うつしい気分になる。無気力な溜め息を目覚めの挨あい拶さつにして立ち上がり、顔を洗うために流しに向かうと、そのステンレスの上には何個かの菓子パンが置かれていた。近くにはレシートが裏返しになっており、たどたどしい字で、用事があって出かけることと、このパンは大判焼代の返還であることが書かれていた。

「……いらないって言ったのに」

　受け取ってしまうと借りを返すためのものがさらに返されて、結局借りを返していないことになる。どうしたものかな、と思ったが、お腹なかが減っているのはどうしようもなかったので仕方なくそのパンを食べた。

「ごちそうさま、と。さて……じゃあこれで、助けてもらったぶんの借りをまた新しく返さなくちゃならなくなったのよね」

　お金はないし、昨日の今日ではまだ銀行に行くのも危険だろう。他にどうやって借りを返そうかとしばらく考えて、決める。

「……暇だし、丁ちよう度どいいかな」

　希視は小屋を出、手頃な木片を探して周囲をうろうろと歩き始めた。




　レンテンシアは日が暮れるころになって帰ってきた。希視が彼女の姿を見るよりも早くそれに気付いたのは、遠くから間延びした銃声が聞こえてきたからだった。数分後、がさがさと木立が揺れ、数匹の魚を持った妖精の姿が現れる。彼女は小屋の壁に寄りかかって座っていた希視を見、怪け訝げんに首を傾げた。

「どうした？」

「こっちの台詞だけど……まぁいいわ。とりあえず、はい」

　希視が軽く投げたのは、手にしていた木彫りの像。レンテンシアは魚の尻尾しつぽを指の間に挟はさんだまま、器用にそれを受け取った。瞬間、その目が鋭く細められ──

「これは……！」

「レンさんのことだからこういうの好きだろうなーと思ったんだけど。ハズレだったら別に捨ててもいいわ。あ、彫刻刀みたいなの、勝手に借りたから」

「それは構わないが……ううむ。素晴らしい阿あ形ぎようの金こん剛ごう力りき士し像だ。目に力がある……！」

　レンテンシアは木彫りの像を仔し細さいに眺め回して唸うなっていた。

「阿形ってなに？」

「自分で彫っておいて知らないのか。口を開けているのが阿形、閉じているのが吽うん形ぎようだ。これは憤ふん怒ぬを表に出しているかいないかの違いを表していて」

「いや、説明はそれくらいで充分だけど……とにかく、喜んでもらえてるならよかったわ。助けてもらった新・お礼ね。それ」

「む。こんな礼など貰もらう筋合いはないが──」

「そう？　じゃあ捨ててもいいわ。どうせ一日で適当に彫ったものだし」

　希視が言うと、レンテンシアはしかめっ面つらになってもごもごと呻いた。

「それは、その──勿もつ体たい無ない」

「ならとっておいて」

　それからなおもしばらく悩んだ後、ようやくレンテンシアは重々しく頷いた。

「……わかった。仕方ないので貰っておくぞ……ありがとう」

　仕方ないとか言いつつも、その瞳は微妙に嬉うれしそうだった。まだ像を傾けたりひっくり返したりしつつ、感嘆の息を漏らしている。

「で、そのお魚は？」

「ん……秋の魚は美う味まいと聞く。食べたくなってな。しかし獲とりすぎてしまったので困っている──君も処分に協力してくれ」

　希視は、素直じゃないなあ、と薄く頰を緩めた。手を洗ってこいと言われたので小屋に入り、水道で指の木屑を流していると、昨夜と同じく銃声が聞こえた。急いで外に出たが、既に焚き火は大きく燃えている。

「……また見逃したわ。魔法」

「これでございと披ひ露ろうするほどのものではないさ」

　細い木の串くしに刺し、魚を焼く。調味料も何もない素焼きだったが、脂あぶらの乗った魚は普通に美味しかった。しかしレンテンシアは一匹食べて串に手を伸ばすのを止やめ、以降は焚き火を維持する小枝をぺきぺき折っているだけになった。

「レンさん、もっと食べてよ」

「小食だと言っただろう」

「噓。いくらなんでも小食すぎるわ。昨日も今日も、他に何も食べてないんじゃないの」

　ふう、とレンテンシアは肩を揺らし、ささやかな空気を焚き火に送り込んだ。

「食べなくても死なないのだよ、私は」

「人間じゃないから？」

「そういうことだ」

「……もしそうでも、空腹を感じないってわけじゃないでしょう。でないと、大判焼とか魚とか食べたいって思うはずないもの」

　答えがないのは図星だからだと思った。希視はほどよく焼けた串を取り、無表情にレンテンシアの眼前に突きつけた。意地の張り合いの時間が続き、最後にはレンテンシアが折れる。

「……君は変な人間だ」

「変な家で育ったもの」

　もそもそと魚を口に運ぶレンテンシアを眺めながら、こういうサバイバル生活もなかなか楽しいものだと希視は思った。魚にはやっぱり塩が欲しいけどね、とふと考えたのをきっかけに、欲しいものがいろいろと頭に浮かんでくる。できれば毛布がもう一枚欲しい。料理用の包丁もあるにこしたことはないし、小さい鍋なべでも一つあればさらに料理の幅が広がるだろう……

「君は……これから、どうする」

　聞こえてきた声に意識を引き戻される。希視は考えていたことをそのまま口にした。

「明日は、ちょっと街に行ってみようかと思うの。逃げて三日も経たってるから、多分大丈夫」

　レンテンシアはぴくりと眉を動かした。

「……実の母親のところに行くのだな」

「え？　明日すぐ行くってわけじゃないけど」

「……？　どうしてだ」

「飛び出したときにはそんなこと考えなかったけど、いきなり行っても迷惑だと思うの。だからまず電話して、日にちを決めてから行くわ。とりあえず明日はお金を下ろして、電話しておくだけ。行くまで何日あるかわからないけど、その間はここにいさせてもらうつもりだから、よろしくね」

　咀そ嚼しやくを止めていたレンテンシアが、そうか、と小さく呟いて再び魚に齧かじりつく。

「レンさんはいつまでここにいるの？」

「わからない。だが私にはこの街でやるべきことがある。当分はここにいるだろう」

「やるべきことって？」

　じろり、と鼻眼鏡の横から視線が届けられる。

「ルールはどうなった」

「はいはい、ごめんなさい……じゃあ、全然関係ないこと聞くけど」

　希視は脳内の買い物リストを指折り確認しながら言った。

「胡こ椒しようって、あったほうがいい？」

　　　　＊

　翌日。

　行くまでは多少緊きん張ちようしていたが、街は拍子抜けするほど普通の姿だった。パンチパーマの男達がうろうろしているわけでもなし、曲がり角ごとに監視員がいるわけでもなし。当たり前だ。

　日曜だったが銀行のＡＴＭ部分だけは開いていた。その列に並ぶ希視に見えるのは、ベビーカーを押す母親や時計を気にするスーツの男、タッチパネルに四苦八苦する腰の曲がったおばあさん。いつも見てきた、普通の街の光景だ。その平和な匂いにほっとし──そして同時に、少しだけ寂しくなる。

　もう決意した。あの家には絶対にいたくない。だから、十八年過ごしたこの街とも近いうちにお別れすることになる。どんな思い出がある、と言われれば、向こうから来る組員を見て無理矢理友達との帰り道を変更したこととか、つまるところ自分の家柄を必死で隠していたことしか思い浮かばないのだが──それでも、愛着がないわけではない。

　通った本屋も。インディーズの品しな揃ぞろえが良かったＣＤ屋も。見るだけだったが、いつも綺き麗れいな花が置いてあった花屋も。マロンケーキが美味しい喫茶店も……きっと、二度と訪れることはないのだろう。

　順番が来た。お年玉や小遣いで溜まった、おそらく同年代の女の子からしてみれば破格な額の貯金を、財布の中のカードで全額下ろす。口元が皮肉に歪んだ。みんなは羨うらやましがるのかな。多分、誰かを脅したり、女の子に客を取らせてセックスさせたり、覚かく醒せい剤ざいを売ったりした結果のお金なんだけど。

　銀行を出た。スーパーに行こうか。いや、先に百円ショップがいいだろう。飛行機のチケットを予約しておくのもいいかもしれない。ああそうだ、お母さんに電話しなきゃ。

　そして適当に歩き出したとき──

「狩桐……さん？」

「……え」

　顔を上げると、そこには驚いた顔をした二人の人間がいた。短髪で精せい悍かんな顔つきの少年に、小柄で髪の長い女の子。希視は二人のことをよく知っていた。クラスメイトだ。そのうえに、一人は──告白して、振られた、相手。

　二人の手は繫がっていた。

　ああ、そういうことか、と胸が軋きしむ。

　けれど、顔は勝手に笑みを作っていた。ほら、わたしだってちゃんと笑えるよ。あまり人の輪の中に入らなかったのは、自分の家のことを知られるのが怖かっただけ。わたし自身は、普通の、女の子でしかないんだよ。知ってほしかったけど──もう、遅い。

「おはよう……お買い物？」

「え──ああ、そ、そうなんだよ。偶然だね」

　いつのまにか二人の繫いだ手は離され、女の子のほうは怯えたように男の子の後ろに隠れていた。事実、怯えているのだろう。

「ええ、ほんとう……偶然ね」

　なんて、偶然。こんな日に出会わなくてもいいのに。街から離れるのだと実感して、それに寂しさを覚えている今、会ってしまうなんて──辛すぎる。

　希視は平静を装よそおって、大好きな人と目を合わせた。瞬間、駄目だ、と思う。振られて、そして家を飛び出してから必死に隠していたものが、胸中で暴れ始めた。

　未練だ。

　この街への未練。そして、好きな人と二度と会えなくなることへの、未練。

　耐え切れない。口が勝手に言葉を紡つむぐのを、押し留とどめることはできない──

「その……時間、ある？　ちょっと、喫茶店とかでお話できたらな、て思うんだけど」

　何かやりたいことがあったわけでもない。何か伝えたいことがあったわけでもない。気持ちを伝えても、もう振られている。でも、最後に、もう少しだけ話をして。

　好きな人の顔を、脳裏に刻み付けておきたい、と思ったのだ。




　二人が同意してくれたので、喫茶店に移動する。もう食べられないだろうと思っていたマロンケーキをもう一度食べることになったが、正直、味はよくわからなかった──好きな人と一緒に来るなんて初めてなのだ。

　二人は微妙に居心地が悪そうにしていたが、表面上は普通に会話をしてくれた。希視も内心は悪いなと思いながら、償つぐないのように一生懸命に話した。内容はつまらないことばかりだ。学校のこと。気候のこと。テレビのこと。言葉が止まって無言の時間になったのは、決まって相手のどちらかがトイレに立って二人きりになったときだった。告白に失敗した相手と二人きりにされても、ほとんど話したことのない人と二人きりにされても困る。そんな綱渡りのお茶会を数十分続け、希視は切り出した。

「……わたしね。近いうちに、遠くに行くの。北海道」

　言うと、二人ともが、それは寂しいね、と答えてくれた。本当に寂しいと思ってくれているのだろうか。だったら嬉しい。いや、たとえ噓でも……嬉しいことに変わりはない。いい思い出を持って立ち去れるのならば、それは自分にとって最高に素敵な贈り物だ。

「うん。だから……最後にこうして話ができて嬉しかったわ。ありがとう」

「いや……俺おれは、別にいいけど、さ」

「じゃあ、そろそろ用事があるから行くわ。付き合わせちゃって、ごめんね」

　希視は伝票を持って立ち上がったが、予想外なことに──もうちょっと話そうよ、と二人に引き留められた。希視には、再び席に腰を下ろす以外に選択肢はなかった。

　どうしてだろう。未練を忘れるために来たのに。少し、嬉しい。駄目だ。こんなんじゃ、未練が増えるばかり……

　十分。それが過ぎたら絶対に帰ろう、と心に決める。

　だが、五分で充分だった。

　希視がこの喫茶店から立ち去るには。

　そして──未練の形をした幻げん想そうが、全て塵ちりのように打ち捨てられるには。

「……お嬢。えらい手間ァかけさせてくれましたなァ」

　不意に、肩に置かれる手。デジャヴだ。毛深い、無骨な手。趣味の悪い派手な時計。

　鳥肌が立った。一瞬で汗が溢あふれた。

「ひ……な、なんで──っ!?」

「なんでも何も、子供は家に帰るモンですわ。オヤジさんも心配しとります」

　逃げ出そうとしたが、逃げられるわけはない。肩の手には苛立ちの伝わる力が痛いほど込められている。遅れて二人の若い構成員も来て、希視の腕を両側からがっしりと摑んだ。

「離して！　離してっ！」

「……ああ店員さんよ、心配すなや。こりゃただの家出人の連れ戻しや。別にサツに電話してもええが、そうしてもあんたらが恥を搔くだけじゃぞ」

　助けはない。助けはない！　無駄だとはわかっていたが、希視は向かいの席に座る二人を見──そして、愕然と、悟った。

　膝の上にある、携帯電話。どうして、この店にいることが嗅かぎ付けられたのか。

　さっきトイレに行ったときだ！　電話していたのだ！　だから帰るのを引き留めたのだ！

　視界が暗転するような錯さつ覚かく。心臓の鼓こ動どうが一度、破は裂れつするように大きく聞こえた。

　裏切られた！

「なっ……なんで!?　どうして!?　どうしてよっ!?」

　身を暴れさせながら希視は絶叫し──そして肩を摑んだ男が二人に発した言葉に、絶望という単語の意味を思い知らされた。

「おう、ご苦労な、お二人さん。近いうちに若いのやらせて、約束した礼を渡すけんの」

　脳のう髄ずいが揺らぐ。たまらなく気分が悪くなった。気持ち悪くなった。

　この状況が。父の飼い犬の、毛深い手が。そして、噓を隠すためでしかなかった、今まで見ていた眼前の二人の笑顔と──バツが悪そうに俯いている、現在の表情が。

　信じられない。

　自分は、好きだった人に。

　金で売られたのだ。

　嫌けん悪おが限度を越える。気持ち悪さに侵された器官が蠢うごめく。出産するように、逆流。

　喫茶店の床が、胃液に塗まみれたマロンケーキの残ざん骸がいでひどく汚れた。

　　　　＊

　希視は自室のベッドで膝を抱えていた。既に日はとうの昔に暮れ、周囲は暗闇に包まれている。暗いのは同じはずなのに、あの小屋よりも空気はひどく寒々としているように感じた。そう、この屋敷には何十人となく人がいるはずなのに──二人きりのプレハブ小屋より、寂しい。

「レンさん……どうしてるかな」

　街になど出なければよかった、と思う。いや、あの二人に会わなければ、引き留められたところで帰っていれば……後悔だけが堂々巡りする。

　男達に連れて帰られてから。まずは無言で父に殴られた。いや、「学校は辞めろ」と一言言ったかもしれないが、予想はしていたので無言と同じだ。それを横で眺めていたあの女は──決して母などとは呼べない後妻は──何年経っても好きになれない嫌らしい笑顔で、「そうねぇ。そのうち子供ができると思うけど、それまでは希視ちゃんに頑張ってもらわないとね」などと言った。生まれるかどうかもわからない弟のために、ただそれまでの繫ぎのために、自分は一生を台無しにしなければならないのか。ふざけるな、と思った。

　そして、最もショックだったのは。

　昔から世話役をしてくれたただ一人の味方、彫刻も教えてくれた山やま崎ざき源げん壱いち郎ろうの──小指がなくなっていたこと。しつけが悪かったから？　馬鹿な。反抗したのは自分だ。罰するなら自分だけにすればいい。それに、しつけというなら父よ、まずあなたが小指を切ればいいのだ。源壱郎に聞いたところによると、携帯に入っていた番号に父が片っ端ぱしから電話をかけさせ、娘を見つけた人間への謝礼を約束したらしい──偏へん執しゆう狂きよう的てきな所業だ。

　怒りが、憎悪が、その他様々な不良の感情が、抱えた膝と顔との間で無限にループしていた。しかし何時間もそうしていると、もはやそれらの感情は目新しさもないほど自らに同化してしまう。残ったのは莫ばく大だいな虚無感──自分の存在すら、感じられない。

　無気力に、希視は呟いた。

「……終わっちゃった」

　もう、なにもない。未来とか、希望とか。そんな耳触りのいい言葉はどこにもない。いや、そもそもそれは今まで本当にあったものなのだろうか。家出したのは夢だったのかもしれない。全てを捨ててやり直せると思ったのは妄もう想そうだったのかもしれない。ありうる。

　だって、自分は──妖精に会っていたのだ。ひどく人間臭くさい、妖精に。

「会いたいな……レンさん。夢じゃなかったって、確かめたい」

　けれど、もう無理なのだろう。彼女にとって自分は無関係な他人、生活に無理矢理押し入ってきた闖ちん入にゆう者しやでしかなく、そして彼女は正義の味方ではない。こちらの姿が見えなくなっても、やっといなくなってくれたか、と安堵するだけだろう。

　そして今や、自分はこの家から一歩も出られない。周囲の塀へいは乗り越えられる高さではないし、逃げ出す前より門の見張りも増えている。だから出られない。たとえ出ても警護という名の監視つきだろう。だから、もう、絶対に、この家から逃げることはできない。一生、逃げ出すことはできない──

　喉が引き攣つれた。が、そこから嗚お咽えつが漏れる一歩手前で、希視はどこからか聞こえてくる音に気付いた。人の声のようだが、はっきりとはわからない。

　それはいつまでも続く。止まらずに続く。

　希視はふらふらと立ち上がった。それを確かめるために。

　来ないと思っていたけど、何か万に一つの奇跡があって、あの妖精さんが来てくれたのかも。何か理由があって、自分を呼んでいるのかも。そう思ったが、部屋を出て板張りの縁側を数歩歩いただけで、そうではないと悟った。そう……そんなはずはない。わかっていた。その声は、今までに何度も聞いたことがあるものだ。

「……馬鹿みたい」

　希視は自じ嘲ちようの笑みを漏らした。けれど、歩みは止めない。そのまま、音の発生源──父の部屋の前まで、足音を殺して進んだ。

　障しよう子じの向こうから聞こえてくるのは、男と女の声。くぐもった父の声。途切れ途切れの女の声。二種類の荒い息。リズミカルに肉と肉がぶつかる音は、改めて聞くとひどく滑こつ稽けいだ。

　子作りをしているのだ。

　馬鹿らしい。そして──猛もう烈れつに気持ち悪い。

　今まさに発生しようとしているのかもしれない弟妹へ、生まれてきたらまず聞かせたい言葉が頭に浮かんだ。シミュレートする。自分は赤ん坊を抱だき上げながら、笑ってこう言うのだ。

　おめでとう、この最低な家にようこそ。運が悪かったわね。

　──あるいは、こう聞くのもいいかもしれない。

　多分いつか、あなたもわたしと同じ気持ちになると思うわ。いずれそうなるなら、今その願いを叶かなえてあげたほうがいいのかもね？　つまり……死にたい？

　赤ん坊を天井に放り投げる想像をしたところで、気持ち悪さが臨界点を突破した。縁側から庭に首を突き出し、希視は嘔おう吐とする。吐き癖ぐせがついてるな、と涙目で思った。

「……誰かいるのか？」

　父の声。大嫌いな父の声。その声を聞きながら、綺麗な庭に胃液を撒き散らしながら、希視は小さく笑っていた。

「あは……あははは」

　駄目だ。もう駄目だ。終わってる。わたし、終わってる。

　自分の行きたい道は、もうどこにもない。見えるのは、選択の余地のない一本道だ。そんなところ、絶対に歩きたくない。だったら──もう、自分がすべきことは、自分がしたいことは、決まっている。

　最低な家を。最低な父親を。最低な、裏切り者を。

　全身全霊を込めて、呪のろってやる。

　もう一度、障子の向こうから誰何すいかの声。希視は涎よだれで汚れた口元を拭い──

　僅わずかの躊ちゆう躇ちよもなく、父の部屋の障子を開けた。

「ぬっ……!?」

「きゃあ！　希視ちゃん、な、何してるの？　早く閉めて！」

　豪華な部屋の中、布ふ団とんの上で父と女が重なっていた。汗の臭におい、性の臭い。再び吐き気が襲おそってくるが、我慢する。希視は薄い笑みを浮かべ、女と合体したままの父に向けて言った。

「ねぇ、お父さん……今まで迷惑かけて、ごめんなさい。決めたわ」

「……何を、だ……？」

「わたしが頑張ればこの組が助かるんでしょう？　だったらやるわ。もうそれ以外にすることもなさそうだし……いつまでも反抗期やってても仕方ないし。幹部？　とかになれるんだったら、すぐにでもなるわ。早いほうがいいなら明日にでも。襲しゆう名めい式しきとか、ちゃんとやるから」

「う……む、そうか。わかった。わかったから、そこを早く閉めて部屋に戻れ」

「あ、ごめん」

　そして踵を返しつつ、希視は父の身体の下にいる女にちらりと視線を向けた。汗の浮いた肌。下品に大きな乳房。姿勢はひっくり返ったカエルのようで、無様なことこの上なかった。

　希視はにこりと笑い、彼女に問う。

「ねえ、母さん……それって、そんなに気持ちいいの？」

　初めて使った呼称に、義母が目を瞬しばたたかせる。希視は答えが返ってくるより前に、ぴしゃりと障子を閉めて父の部屋を出た。

　誰かに頼まなければならないことが一つある。源壱郎を呼ばないとな、と考えながら、希視は縁側を歩く。

　自室に帰る前にもう一度吐いた。

　　　　＊

　屋敷の端には大きな道場がある。狩桐組は昔から武闘派らしく、構成員をそこで鍛きたえたりするのだ。そして道場は鍛たん錬れんの場以外にも、重要な行事が行われる際の集会場としての意味合いも持っていた。無論今日も、そのために使われる。

　和服を着込んだ希視が道場に向かって縁側を進んでいると、行く手から源壱郎が歩いてきた。彼は素早く左右に視線を走らせた後、小声で聞いてくる。

「お嬢……言われた通りにしましたが。本当によろしかったので？」

「ええ。晴れの姿を見せてあげたいのよ。ただそれだけ」

　微笑んで言うと、そうですか、と彼は頷いた。完全に納得はしていない顔だが。心の中だけで謝罪を述べ、希視は源壱郎と共に道場へ辿り着く。

　正直なところ、全てを父親任せにしたので何が何やらわからなかった。これから行われる式が何なのかすら。即位式というか任命式というか、とにかく自分が幹部になりましたよ、ということをお披ひ露ろ目めするものだろう──そんなレベルの認識があるだけだった。詳しく知るつもりはなかったし、その必要もなかった。

　源壱郎とは入り口で別れ、希視は上座にいる父の横に座った。向かい合うのは何十人もの構成員だ。服装やら雰囲気は限りなくアナーキーなのに、皆みなが揃って正座している──そのちぐはぐさから来る笑いを堪こらえるのに苦労した。

　神妙な顔をして頭の中で羊を数えていると、そのうちに式が始まった。無論その内容にも、希視は「何やら仰々しいことをやっているな」と思うだけだ。

　そして、そのまま式が数分続いたとき──父の長い話が響いているだけだった道場に、ふと新たな音が生まれた。それは閉じられた板戸が立てるノックの音だ。戸の脇で仁に王おう立ちしていた二人の門番だけではなく、道場に座っていた誰もが厳しい目で入り口を見やった。軽く腰を浮かせる者や懐に手を突っ込んでいる者もいる。

「……何じゃ」

　父が顎をしゃくり、それを受けた源壱郎がゆっくりと扉に手を掛けた。二言三言外の人間と会話し、ちらりと希視を見てから戸を引き開ける──そこにいたのは、少年と少女。道場の雰囲気がただならぬのを見、ぎょっとした表情で立ち竦すくんでいる。

「なんじゃオドレらはッ！」

「ひぃ!?　その、す、すみません！　俺、いや、僕達は、そのっ……ここに来いって、言われた、だけでっ……すみません、すみません！」

「……親分。お嬢のご学友のようで」

　源壱郎の言葉を聞いた父が、希視に視線を向ける。彼女は微笑んで答えた。

「ええ、そうよ。お友達。晴れの姿を見せてあげたくて呼んだの。見学させてあげるくらい、いいでしょう？　ほら二人とも、そこに座るといいわ」

「いや、その……僕達は、え、遠慮を。関係ない、し。僕達は、ただ──」

「──座りなさいッ！」

　希視が突然発した大声に、道場が静まり返る。

　ただ──お金を受け取りに来た、だけよね？　わかってるわ。わたしを追跡していた奴等に代わってそう伝えるように源壱郎に言ったんだもの。脅しでも何でも使っていいから、そういう建前で絶対来させるように頼んだんだもの。

　希視は意識して頰を緩め、優しい声で言った。

「折せつ角かく来たんだから、見ていきなさいな……見終えたら、わたしを売ったお金、きちんとあげるわ。そうね、約束の倍額にしてあげましょう。デートにはお金が必要だものね？」

　皮肉を言ったつもりはなかったが、二人は暗い顔を俯かせた。その肩を源壱郎が叩き、下っ端ぱを二人立たせてその席に彼等を座らせる。

　父親は咳せき払ばらいを一つして、式の進行に戻った。希視はそれからずっと、俯いた二人の顔をにこにこと眺めていた。視線が合わないのが残念だ。こちらを見てくれればいいのに……まぁ、いずれは視線を合わさざるを得なくなるだろうけど。

　粗雑な拍手の音に、意識を引き戻される。どうやら式は佳境に入っていたらしい。希視、との声に前を見ると、正座した自分の前には大きく派手な盃さかずきが置かれていた。清酒がなみなみと注つがれている。なるほど、極道になれば未成年でも酒を飲んでよくなるらしい。

　希視は父親に頷いて、盃を両手で摑んだ。見かけよりは軽い。これなら大丈夫だな、と思いながら軽く頭を下げ、盃を持ち上げる。酒の匂いが鼻腔に届く。そして希視は顔をゆっくりと下ろしていく──縁に口をつけるためではない。それは、ただ、

　笑顔を隠すためだ。

　覚悟はいい、わたし？　後悔しない、わたし？　やるべきことは頭に入っている、わたし？　身体は臆おくさず動く、わたし？　……オーケー。準備は万端だ。じゃあ始めよう。

　希視は傾けた盃の縁から、心配そうにこちらを眺めている源壱郎の顔を見──最後までただ一人の味方であった彼に、謝罪の視線を送る。そして──

　手にしていた盃を、天井に向かって力任せに放り投げた。

　想像していたように。生まれてきた弟妹をそうしようと思っていたように。くるくると盃が回転し、透明の液体を零こぼしながら宙を舞う。

　その場にいた組員の全てが顔色を変え、その盃を目で追った。だが希視だけはそれを見ていない。素早く身体を回転させ──昔から道場に飾られているのを知っていた、背後の日本刀を摑み取る。

　一拍遅れ、盃が甲高く割れる音、そして床に液体が飛び散る音。気分は楽しい嬰えい児じ殺し。

「希視……なんのつもりじゃあ!?」

　日本刀って結構重いのね、と思いながら、希視は鞘を床に落とし、一同に向き直った。ああ、駄目だ。面白すぎる。笑いが──止まらない。

「うふふ。くふっ……あは、あははは！」

「親分！　下がってくだせぇ！」

　近くにいた父を数人の幹部が下がらせるが、どうでもよかった。再び、新鮮に思う──日本刀って、結構冷たいんだ。喉仏で感じているせいかもしれないけど。

「あはは、あはは！　なんのつもりって……もう終わりなんでしょう？　道はないんでしょう？　だったらここで終わってもわたしは全然構わないわ。だって、こんな道は、わたしのものじゃないから！　だから──だからね？」

　希視は自分を裏切った二人を見た。ほら、視線が合った──理解できないものを見るような、怯えた目でこちらを見つめている。そう、こんな《わたし》を、脳裏に刻み付けてもらいたい。一生、一生、一生！　ざまぁみろ！

「せっかくのチャンスだから、みんなにトラウマを遺のこしてあげる！　今だからいいのよ！　わたしを裏切ったひとがいて、大嫌いな親がいて！　こんな式の最中に娘がきちがいみたいになって自殺しちゃうなんて、それはひどい醜聞ね！　組のイメージ台無し、面目丸まる潰つぶれ！　あはははは！　ねぇ、あなたも、いいのよ別に裏切ったって！　でも、その結果がこれだって忘れないで!?　その結果が、この光景だってずっとずっと覚えといて!?」

　けたけたと笑いながら──希視は、一筋の涙を流した。

　哀かなしかったわけではない。なのに、なぜ涙が出たのか。それは自分でもわからなかった。

　希視は冷たい刃やいばの先端を喉に押し当てる。短く息を吸い、腕に力を込めた。

　肉の中に鋼はがねが僅かに潜もぐり込む。冷たさがあり、しかしそれは一瞬で身体の内部から染しみ出る温かさに包み込まれた。錆さびた鉄の臭い。これが、自分が終わる臭い──

「お嬢っ！」

　しかし刃はそれ以上彼女の肉に潜り込まなかった。いつのまにか至近に忍び寄っていた源壱郎が、ぎりぎりのタイミングで希視に飛び掛かったのだ。掌が裂さけるのも構わず剝むき出しの刃を摑み、強引に奪い取る。それを契機に、呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた何人かの組員がさらに希視に突進した。屈強な男の力には抵抗できず、希視は関節を極きめられて床に這はい蹲つくばった。

「離し……なさいっ！」

　着物の裾すそをはだけさせて暴れるが、無駄だった。源壱郎がなおも何かを言っていたが、聞かない。聞きたくない。

　頭の上で、誰かが舌打ちした。顔を上げると、そこには険しい表情の父がいる。

「……狂犬だな。壊れていたか」

　そうね、壊れているわ。あなたが壊したの。この家が壊したの。みんな死ねばいいのに。

「おい、誰かチャカを貸せ」

「お、親分！　何をするつもりで!?」

「……源壱郎よ、こいつはもう駄目だ。今落ち着かせても、いずれまた同じことをするだろうよ。いや、次は刀を自分でなく儂に向けるかもしれん。血を分けた娘とはいえ、このまま生かしておくのは危険すぎる」

「考え直してくだせぇ！　親分、親分っ！」

　返事は銃声。希視の眼前で赤色が飛び散った。源壱郎は肩を押さえ、床に膝をついた。

「馬鹿者め。今時小指までツめときながら、それじゃ足らんと言うのか。分をわきまえろ」

　冷徹な父の声を聞きながら、希視は顔を上げた。無表情の父が、黒々とした銃口を自分の額に向けている。喉が引き攣れた。

「あ、は、はは……ほーらね。結局、そうなるんじゃない。こうなることは決まってたの。こうなるしかなかったの。もう居場所はないもの。だから、別に、いいの……」

　希視は虚うつろな銃口に向けて笑いかけた。震えながら、涙を零しながら、笑いかけていた。最低な人生が最低に終わることが楽しかった。神様、狩桐希視は実の父親に撃たれて死にます。反へ吐どが出るほど最低で、反吐が出るほど無意味な人生でした。だから次に生まれるなら、始めから無意味なミジンコか何かに生まれ変わらせてください。お願いします。

　ああ、視界がぼやける。何も見えない。弾丸が撃ち出される瞬間も見えない。まだ。まだ？　いつ来る？　今、今、今？　ああ、見えない。何も。

　そう、彼女には何も見えなかった。

　──鉛なまり弾だまが吐き出される一瞬前。入り口が激しく開かれると同時、そこにいた下っ端を蹴り飛ばして現れた、一人の女性の姿も。

　ただ、声だけが聞こえる。

「やれやれ。これはどう見ても──自分から帰った、というわけではなさそうだな」

　　　　＊

　馬鹿な。そんな都合のいいことが起こるはずはない。絶体絶命の窮きゆう地ちになってから、一番来てほしい人が現れるなんて。

　希視はようやく取り戻した視界で彼女の姿を確認し、愕然と呟いた。

「レン……さん？　どう、して」

「買い物をしてくる、と言っていたのに帰ってこなければ、何かがあったと思うのが自然だ。まぁそれでも、特に気にする義理はない、はずだったのだがね──」

　彼女は片目を歪めた。不恰好に、ウィンクするように。

「あの像は少し出来がよすぎる。助けた借りのぶんとしては釣つりが出るほどにな。だから……その釣りを返しに来た。ただそれだけだよ」

　わけがわからない。助けてもらって、大判焼で返して、パンでさらに返されて、仁王像でまた返して、そして──お釣り。もう貸し借りの天てん秤びんがどちらに傾いているのかすら。

　血気盛んな組員が数人、隙だらけの彼女に襲い掛かる。が、結果は人数分の午ご睡すい者しやが増えただけだ。そしてレンテンシアはふと、その中の一人の顔を見て呟いた。今度は拳を使ったぞ。文句はないだろう？　と。

「なんだ……テメェは!?　鉄砲玉か!?」

「邪魔だったから退どけたまでだ」

　お嬢の確保を邪魔してきた外人です、と幹部の一人が組長の耳に囁いた。それを聞き、組長は倒れた数人を見ながら言う。

「どういう事情かは知らんがな……ウチは代だい紋もんしょっとる。勝手に乗り込んできて若いのブチのめしたとなれば、黙って帰すわけにもいかん。落とし前はつけてもらうぞ」

　妖精の視線がふと動いた。床に押し付けられた希視の前、肩を押さえて呻いている源壱郎へ。

「ふむ……落とし前、か。話の中だけのものだと思っていたが、実際にあることなのか。それは勉強になった」

「何を言っている？」

「いや、こちらの話だ。とりあえず、私が無理に邪魔したことには違いない。そちらの流儀に従って詫わびを入れよう」

　そして彼女はマントの下からナイフを取り出し──僅かの躊躇も見せず、平然とした顔で、自分の小指を切り落とした。ぽとり、と包帯に包まれた肉にく塊かいが床板で跳ねる。それを軽く眺めてから、彼女は拍子抜けしたように肩を竦めて言った。

「……こんな簡単なことでよいのかね？」

　彼女の行為、態度。その異常性に周囲がざわめく。希視も小さく悲鳴をあげてしまった。なんてことを。源壱郎だけじゃなくて、レンさんまで。なんてことを。

　ぼたぼたと指から血を零し、しかしそれを気に留めた様子もなく佇んでいる彼女に、顔を引き攣らせた組長が呻いた。

「テメェ……イカレてやがる。何モンだ」

「君がやれと言ったようなものではないか。まぁいい──少し話をしよう。なに、大体の事情は聞いている」

「事情……？　何の、話を、してやがる」

「君達が任俠失格だという話だ」

　頭が悪いくせにプライドだけはある男達の気配が変わる。だが彼女はそのまま続けた。

「弱きを助け強きをくじく。義のために命を惜しまない。そういうものが任俠だと思っていたが……今は弱みに付け込んで未来を奪おうとしているようだ。子を育てるのは当然のことであって、そこに貸し借りだの負い目だのはあろうはずもないのに。子の幸せを考えてやらぬ任俠に意味などあるのか？」

「テメェに何がわかる！　部外者が口を出すな！」

「子は無限の選択肢を持つ存在だ。自ら死を選ぶほど追い詰められた子にまず我々がしてやるべきなのは──その事実を伝えることではないかね？　もっともっと、選ぶべき道は無限にあるのだと。逃げたがっているのなら逃がしてやることも必要だ」

　静かな口調。この空間に動きはない。

　だからこそ──それは、目立っていた。彼女の足下と彼女の手に起こっている異常。

　誰もがそれを見た。千ち切ぎれた指が溶けるようにその体積を減らしていき、それを覆っていた包帯だけが床に延びる。それに呼応するかのように、指の切断面で新しい肉が脈動していた。

「ンだ……コイツはッ!?」

　誰かが引き攣った声を情けなく漏らしたのが合図になった。不理解は恐怖し排除するのが人間の本能。拳けん銃じゆうやドスを持っている者は懐からそれを抜き出す。素手の人間は拳を握る。

「にっ……逃げて、レンさんっ！」

「そういうわけにもいかないよ。まだ話は終わっていない」

　希視の訴えに、レンテンシアは軽く肩を竦めた。

「正確に言えば、私は任俠という概がい念ねんを正しく理解してはいないのだろう。だが故郷にあった類似の概念、騎士道はわかっているつもりだ。それはきっと、義のために生きるという意味では同質のもの。それらが対立した場合、争点は、どちらの義が正しいか。そして、義を貫つらぬこうという意志はどちらが強いか……ということになるのだろうな」

　そこでレンテンシアは、鋭い眼光を何十人もの暴力団員へ向けた。腰を僅かに落とし、マントを撥はね上げ、声高に言う──

「さて、君達の義とは何だ？　君達の任俠とは何だ？　君達の任俠を見せろ。私は私の騎士道を見せよう！」

　そして彼女がその手に拳銃を握った瞬間、

「な、に、を……組を護まもるのが義に、決まっとるだろうが！」

　希視の父親が、文字通り引き金を引いた。銃を持っていた人間がすぐさま追つい随ずいした。空虚な破裂音が無数。火薬の臭いが無数。誰にも聞こえない、希視の絶叫が一つ。

　希視だけでなく、今や誰もが悟っている。彼女が人間ではないことを。不必要な数の鉛がレンテンシアを覆い尽くす。逃げられるような殺意の密度ではない。鮮やかな色を迸ほとばしらせ、鉛弾が彼女を殺して殺して殺す。

「おい……止めえ。もういい、止めぇ！」

　父の号令で弾幕が収まると──そこには、ずたぼろになった塊かたまりがある。金髪はもはや赤毛。マントは勿論、衣服も包帯もぼろぼろ。肉片が飛び散っている。腹が裂けて腸が飛び出しているのが見える。

「う、あ……ああああぁぁぁぁああ！」

　希視は床に額を押し付けた。全身の力が抜ける。どうしてこんなことに。自分のせいで。レンさんが──死んでしまった！　どうしてこんなことに！

　ああ、けれど。希視は忘れていたのだ。

　レンテンシアは人ではない。それが意味する事実のいくつかを、希視は知っていたはずだった。人ではないから強い。人ではないから魔術を使う。そして、人ではないから──

「っ、ふ……食べなくても、死なないのさ、という言葉を……言い換えようか」

　ずるり、と赤と金の髪が滑った。今度こそ、怯えの声が男達の間を伝でん播ぱする。彼女はゆっくりと身を起こし、血塗れの腕を上げ──零れ落ちそうになっていた目玉を眼がん窩かに押し込みながら、希視を見て笑った。

「私は、何をしても死なない」

　四肢の状態を確認するように、ゆっくりと、立ち上がる。周囲を見回すと、視線の合った人間が揃って後ずさりした。

「ひ。う……撃て、撃たんか！」

「た、弾が、もう……！」

「……私の義は、選択肢だ。選択するという意志だ。居場所がないと、もう一本道だと思い込んでいる彼女に──それを見せてやることにする。実のところ、選択肢のない人間にそれを教えてやるのが趣味でね」

「な、何を……言っている……何を、するつもりだっ!?」

「簡単なことだ。この場合は、閉じ込める殻からを破れば自おのずと見つけられるだろう」

　彼女は銃を持ち上げた。息を吸い──希視には聞き覚えのない言葉を呟きながら、引き金を絞る。そして銃口から現れたのは銃弾ではなく、巨大な火炎球。適当な狙いで放たれたそれが男達の頭を掠め、道場の壁に大穴を開ける。

「極力、殺しはしないようにするが……身の安全は保証しない。それでよければ来い」

　その異常すぎる現象に、男達の混乱は頂点に達した。場は狂乱の極致へと至り、それぞれがそれぞれに行動を始める。逃げ出すもの。頭を抱えて蹲うずくまるもの。素手で襲い掛かるもの。ドスを振りかざすもの。銃に弾丸をのたのたと込めるもの。

　馬鹿だな。勝てるわけがないよ、と希視はぼんやりとした頭で思っていた。理解は全然追いついていない。ただ、見えるものだけが事実だ。人間でないものに──ただの人間なんかが、勝てるわけはない。それだけがわかっていて、それだけで安心だった。

　レンテンシアは肉弾戦を挑む男を容た易やすく打ち倒す。ドスを持った男の足下に銃弾を撃つと、なぜかそこから荊いばらがぐんぐんと伸び上がってきて男を締め上げる。銃弾が変な剣に変わり、コメディ映画みたいに襟えりを貫いて一人を壁に縫ぬいとめる。他にも、様々な理解不能の技で不運な男達を一人残らず撃破していく。示じ威い行動なのか、彼女は敵がいない場所にも思い出したように銃弾（が変じる異物）を撃ち込み、壁や床、天井に大穴を開け続けていた。

　諦めの悪い男が放ってきた弾丸を転がって回避しつつ、お返しに銃口からの雹ひようでその男を沈黙させると、丁度レンテンシアが希視の目の前にやってきた。膝立ちの彼女とぺたんと座り込んだ希視の視線が合い、こんな状況なのに希視はくすくすと笑ってしまう。

「ついに見れたわ。これが妖精の魔法なのね」

「《エルフ》の刻印魔術ルーンマジックだ──おっと。質問しないルールがあったのに答えてしまったぞ」

　レンテンシアはおどけたように口元を緩める。と、そのとき──希視は見た。

　横手に倒れていた男の身体が、下から持ち上げられるように揺れたのを。

「……レンさんっ！」

　気絶した男の身体を弾き飛ばして現れたのは、希視の父親だ。ヤクザの組長としては不恰好。だがそれは、敗北を許されない獣としては当然の行為だった。今や気絶した男など周囲にごろごろしている。伏する虎とらが身を隠すには充分すぎる迷彩。

「死なんかい！」

　至近距離から、その銃口がレンテンシアの額を狙っていた。だがレンテンシアも、膝立ちのまま素早く身体を捻ひねり、彼に鉄の空洞を向ける──

　その光景を見ても、希視は不思議に何も思わなかった。

　たとえ一瞬後に父の身体が四散したとしても。頭ず蓋がいが割れたとしても。臓物を飛び散らせたとしても──それはただそれだけのことだと思えた。間違いなく、自分は感謝の言葉を発するだろう。次に見える光景は自分に何の影えい響きようも与えない。適当に振った賽さいの目が偶数なのか奇数なのか、その程度の差だ。

　けれど、ただ一つ、明確に決まっていることがあった。明確に確信したことがあった。

　自分は、その賽の目を見なければならない。何を左右するでもない事象だとしても、確認しないことは、目を背そむけることは許されない──

　そして──希視の眼前で、二つの銃声が同時に響いた。

　　　　＊

　瞬間、希視はレンテンシアの頰に血の筋が浮いたのを見た。それはすぐに治ち癒ゆして消える。

　遅れて、父親がどうと床に倒れる音が聞こえた。けれど希視はそれを見ない。視線はレンテンシアの向こう。下方から父親の頭を掠めて飛んでいった、一ひと際きわ大きな火炎球が為なした結果。

「心配するな。今のは手加減せずに撃ったから、頭を掠めた衝しよう撃げきで気絶しただけだろう」

　レンテンシアは立ち上がり、頭上を見上げながら「こんなものかな」と満足げに呟いた。

　希視は悟っている。彼女が人のいないところに向けて何度か攻撃していたのは示威行動ではない。それこそが目的だったのだ。道場の壁には何個も大穴が開き、外が丸見えになっている。一番損傷の激しい一角は穴が繫がり、もう壁の上半分が存在していない。そして、さらにその上部も──先刻の火炎球が止とどめとなって、完全に吹き飛ばされていた。
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　風が入ってくる。もはや頭上の屋根の三分の一ほどは屋根ではない。

　ただ、空。

　その青さを見ていると、馬鹿らしくなった。壊したかった家が、今や滅め茶ちや苦く茶ちやに壊れている。圧倒的に無関係な、圧倒的に場違いな存在がいとも容易くそれをやった。呆あつ気けなさすぎる。今まで自分は何を悩んでいたのだろう、と思った。自分の悩みなんて、妖精さんにはなんてことないことなのだ。妖精さんが数分暴れただけで、跡形もなく壊せる程度のものなのだ──

　希視は目元から力を抜く。見えるものは、微笑している不思議な人外。そして、その背後にある──胸中と同じ、空。

　すっきりと、晴れている。




　青い空間を背景にして、レンテンシアは頰を緩めて少女を見下ろす。

「さあ、君は自由だ。選択肢は無限にある──あれを見れば実感できるだろう？　君が縛しばられていると思っていたものは、私の銃弾一発で吹き飛ばせるほどの軽いものだ。全ては考え方一つ──このまま家に残るのもいい。逃げるのもいい。もっと他にもいろいろあるだろう。君には何でもできる。死ぬ気になれば、他にできないことなどあろうはずもない」

「レンさんは……どうしたら、いいと思う？」

「それは私が決めることではないよ。私はただ道を示すだけの助言者カウンセラだ。君が一番したいことを、君の意志と覚悟で決めるといい。後悔のないようにな」

「一番、したいこと……」

　そう呟き、少女はしばらく俯いていた。が、ややあって、何かを決意した顔で立ち上がる。

　そして歩き始めた。壁際で震えている、二人のクラスメイトに向かって。




　一番したいこと。それは、生まれ変わりたい、ということだ。

　勿論、比ひ喩ゆ。それは新しい《わたし》になるという意味。今までのしがらみも、未練も、全部全部捨てて──新しい道を、やり直そう。そのために、この行為が必要だ。

　無駄なことで、無意味なこと。やりたくはないけど、やっておかなくてはならない気がする。

　何もかもをリセットする儀式のようなものだ。

　希視はクラスメイトの前に立った。見知った彼と彼女。二人の視線には怯えが含まれている……変な化け物を手下にしているヤクザ女とでも思われているのだろうか。どうでもいいけど。さらに一歩踏み出すと、彼が肩を縮こまらせて俯く彼女を守るようにして前に出た。恰好良い、勇気ある男の子だと思う……でも、邪魔だ。

　少年を押しのけ、希視は後ろにいた彼女の前で──大好きだった人の前で、立ち止まった。

「ごめんね。突然告白して、迷惑だったでしょ」

「え……その……」

　彼女は目を合わせてくれない。それでもいい。

「わたし、近いうちにこの家を出るわ。狩桐組とは全然関係ない、ただの希視になるわ。それで……一応、確認とか、そういう意味で、聞いてみたいんだけど」

　唇を舐なめ、唾を飲み込む。一度はやったことだけど、慣れない。

「もし、ただのわたしが、ただの女の子になったわたしが、またあなたに《好きです》って言ったら……どうする？」

　無言の長さは、以前その言葉を発したときと同じくらいだった。そして当然、返ってきた言葉も、同じだった。

「ご……ごめんなさい……」

　当たり前だ。当たり前なのだ。

　自分が振られたのは、家のせい。けれどそれ以前に、自分のせいだ。彼女が同性の気持ちを受け止めてくれる人間だと幻想を抱いだいていた自分が悪い。お金で人のことを売る人間だと気付けなかった自分が悪い。ただそれだけの話。

　その答えを確認したことで、未練が綺麗さっぱり消えた。恋心に対してではない、今までの自分に対する未練が。これはノーという答えを貰うためだけの、否定の理由をはっきりさせるためだけの再告白だ。イエスと答えられても困る……そう、恋心の未練なんかとうの昔に消え去っている。頼まれてもごめんだ。

　ぶるぶる震えている彼女の肩を見下ろし、希視は冷めた目で呟いた。

「……つまらない子」

　こんな女にもう興味はない。新しい自分、《ただの希視》になった自分が、今一番気になっているのは──

　希視は踵を返す。一連の会話を全て聞いていたらしいレンテンシアが、ぎょっとした顔でこちらを見ているのがとても面白かった。

　　　　＊

　数日後。

　大きなスポーツバッグを提げた希視が、プレハブ小屋の横で大きく息を吸い込んだ。手でメガホンを作り、山々に響けとばかりに声を張り上げる。

「レンさーん！　わたし、やっぱりお母さんのところに行くことになりましたーっ！」

　久しぶりに山やま彦びこというものを聞く……聞きたいのは山彦ではなく、誰かの返事だったけれど。

　声の残響が木々に吸い込まれると、小屋の周囲はいつもの静けさを取り戻した。

「やっぱり、いないのかな……最後に会って話したかったんだけど」

　腕時計を見る。そろそろ出発の時間だ。最後のチャンスと思って来てみたけれど……あの日からずっと小屋に彼女の姿はない。そして今もない。ふぅ、と息を吐いてから、彼女はバッグを担かつぎ直した。仕方なく歩き出しながら、ぶつぶつと不満げに呟く。

「まぁ、会ったら行きたくなくなっちゃうっていうか、レンさんの顔もう一回見たら本気になっちゃいそうだしね。迷惑はかけられないし、この終わり方もそれはそれで、いい、のかな……ああ、今考えたら、一緒の毛布で寝てたなんて惜しいことしたな……」




　ごほごほ、とその台詞を聞いていたレンテンシアがむせ返り、口の端から酒を零した。

　彼女がいるのはプレハブ小屋から数百メートルも離れた樹上だ。片膝を立て、太い枝を跨またいで座っている。足の間に、清酒の入った徳とく利りと猪ちよ口こ──そして木彫りの金剛力士像が置かれていた。彼女は苦笑しながら幹に背中を預ける。

「そういう趣味とは気付かなかった……あの夜は、この何百年かで一番の危機的状況だったのかもしれないな」

　人外の視覚と聴覚はこの距離でも希視を捉えているが、逆は不可能だ。周囲をなおもきょろきょろ見回しつつ、希視は神社前の玉砂利を踏みしめて歩いていき──そしてすぐに、木立の間に隠れて見えなくなった。

　いつもの──希視が来る前の静けさが訪れる。人一人の存在感というのは結構大きなものだったのだな、と思いながら、レンテンシアはゆっくりと猪口を傾けた。

　なりゆきで介入してしまったが、はたしてそれはあの少女にとって良い結果を齎もたらしたのか。とりあえず命を助けたことにはなったのだろうが、それ以外の助言が役に立ったかどうかはわからない。

　木像の厳しい顔に微笑を向けて宥なだめつつ、彼女は自戒するように呟いた。

「やれやれ。人外が人の問題に口出ししようと思うのが、そもそも間違いだったのかね……普通の人間の問題は難しすぎる」

　いろいろな要因がありすぎて、自由すぎて、選択肢の種類が多すぎて。

　羡ましいほどに、難しい。

「……我々の世界も、難しすぎるのは同じだが……理由は対極的だ」

　それは、選択肢が無限ではないが故ゆえの難しさだ。あの少女が無数の未来、選択肢の中から一つを選び取ったように、我々は限られた未来の中から一つを選び取らなければならない。その悲劇的に限定された未来について、それをまだ知らない誰かに伝えるのが──自分の役目だ。

　二重の辛さを嚙み締めながら、最後の一杯を飲み干す。

　空になった徳利や像をマントに仕舞い込み、彼女は幹から背を離して立ち上がった。

　さあ、今日も助言を伝えるべき相手を探しに行こう。不幸にも自分の同類となってしまった、哀しい人間の成なれの果てを探しに行こう──自分は彼等よりもさらに人ではないから、本当に同類と言ってしまっていいものかは疑問だが。

　少女に助言したことの是ぜ非ひがわからないのと同じように、自分の役目、本来の相手に選択肢を伝えることが正しいか間違っているかもわからない。ただ、貫き通すだけだ。

　真の意味でレンテンシア・イズラデリという自分を失ったあの瞬間から、自分は選択などしていなかったのだと気付いたあの瞬間から始まった──

　自らの任騎俠士道道を。




　そうすれば、笑えるだろう。

　自分は揺るがなかったのだと。

　この人外の生は無意味に始まったが、自分で見つけた意味だけは手放さなかったのだと。




　いずれ来きたる最さい期ごの日にも、矜きよう持じを持って──笑えるだろう。
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　　　　＊

　それは『彼』が『彼女』から手紙を受け取る、一ヵ月ほど前の出来事──

　あるいは、その始まりが始まった日。

　　　　＊

　鼻び腔こうには潮の匂におい。瞼まぶたの向こうには燦さん燦さんと降り注ぐ日差し。そして後頭部には遠心力。

　はたして何が原因でこうなったのだろう、と宵よい本もと澪れいは腕組みしながら考えていた。

　おそらくというかたぶんきっと、自分のせいではない。根本的なきっかけは自分が七月の臨海学校を仮病でサボったことなのかもしれないが、それは問題児としては当然の行為だったと思う。では誰だれのせいなのかと言うと──

　澪は足あし下もとを半眼で見やった。そこにあるのは地面ではなく、海でもない。空と人だ。

「うー……やー……」

　楽しそうなその掛け声と共に、遠心力がぐいぐいと増大。

　そして澪が腕組みのまま溜ため息を吐ついた瞬しゆん間かん、

「たー!!」

　手が離され、ジャイアントスイングで回されていた澪の身体からだが海の上を吹っ飛んだ。

　ずがざばどかばしゃんぶくぶく。

　……ぷかり。

「うははは、見たか切せつ華か!?　ゲラ飛んだぞ！」

「わー、新記録だねっ！　グッジョブだよ巳み沙さ希きお姉ちゃ！」

　二人の少女が浅あさ瀬せと浜辺でばきーんと親指を立て合う。

　浅瀬にいるのは澪をぶん投げた張本人、彼の幼おさな馴な染じみである天てん堂どう巳沙希。ビキニ姿に似合わない男言葉と気の強そうな顔立ち、そして片側だけで縛しばられた長い触しよく手しゆ髪がみがひどく目立っている。

　一方、浜で彼女に応こたえたのは澪の妹──宵本切華だ。背の低い幼児体型を包むワンピースとショートカットの髪が、彼女の持つ子供っぽさと元気さを象徴している。隣同士の天堂家と宵本家は昔から家族ぐるみの付き合いをしていたため、その呼び方の通り、巳沙希とは仲の良い姉妹のような関係だった。

　澪は死体のようにうつ伏せで水面を漂ただよいつつ、やぶ睨にらみの顔だけを水面に上げて言った。

「……ゲラってどういう単位だよ」

「『ゲラゲラ笑えるほど飛んだ』の略に決まってるだろ」

「ぼくはまったく笑えないんだが……」

「せっかく海に来たのにダレてるからそうなる！　ほら澪、俺おれ達たちは臨海学校に行けなかったお前の思い出作りのために来てるんだぞ、もっと楽しめ！」

「別に連れてけと頼んだ覚えは……はっ!?」

　反射的に言い返してしまった瞬間、澪は巳沙希がゆらりと漂わせ始めた殺気に気付いた。波すらも僅わずかに高くなったような気がする。

「ほう……デジャヴだ。誘ったときにも言ったが──実におかしい。『残念ながら風か邪ぜで楽しい臨海学校を休むしかなくなった澪クン』がそんなこと言うはずないのに……それじゃあまるでお前が『ダルいので適当な理由で学校行事をサボった澪クン』みたいじゃないか？」

　その通りだった。が、それがバレては死。だからこの誘いを断りきれなかったのだ。

「……いや、風邪、だった、ぞ？　本当に。イヤァ、サボるなんて考えつかないほど行きたかった。なので連れてきてくれてありがとう。さっきのはちょっとした言葉のアヤ」

「そうだなぁ。もしウソだったら、それは幼馴染と妹の優しさを無にするだけじゃなく──学校への、そして新生徒会長になったこの天堂さんへの反逆となる。よってモギ死刑」

「モギ？」

「なんかモギ取るニュアンスを込めてみた」

　……何を!?

　ぞくっと背筋を震ふるわせつつ、澪は話題を逸そらす。

「ていうか、アレだ、お前本当にやる気なのな。立候補したときは何の冗談かと思ったが」

「本気じゃなきゃ出ないよ」

　立ち泳ぎで巳沙希が澪に近付いてくる。長い髪の房ふさがふよふよ海面に靡なびいていた。

「最初は推すい薦せんに近かったんだけどさ。大変そうだけど、結局は今までやってた学級委員のでっかい版だし、皆みんなのために一生懸命やるのもそれはそれで充実するかなと思ったし、それに──」

「それに？」

　じろり、と巳沙希は横目で澪を睨んだ。

「学校一番の問題児さんが近くに、つーか隣の家に十七年前からいたからな！　歳としを取るごとに大人おとなになるどころかひねくれて！　あの、『天堂さんなら何とかしてくれるんじゃないかしら』みたいな皆や先生達の期待というか縋すがり付くような視線！　それに応えるためにも生徒会長になったら丁ちよう度どいいと思ったんだよ！」

「うっ。つまり……お前は、生徒会長の肩書きをゲットして──」

「ふふふ、そうだ。権力という力を得た俺は今までよりもさらにアクティブに動けるぞ……なんと言っても生徒会長は他ほかの生徒の在あり様ようを正して当然の存在だからな。お前という駄だ目め人間を真人間に矯きよう正せいするのも合法的な使命の内──手加減はいらない」

　がっし、と肩を摑つかんでくる巳沙希に、澪は細かく首を横に振りながら言う。

「『暴力は合法的じゃない！』キャンペーンを行っております。ご協力を」

　巳沙希は素晴らしい笑顔でそれを無視した。ワキワキと肩を摑む指を動かしながら、

「健全な精神は健全な肉体に宿る。よし、とりあえず泳ぐか。思いっきりしごいてやる」

「えーと、サボるほどじゃないがぼくはどっちかと言えばインドア派なんで、もっとまったりしたいんですが……そしてそのセリフはちょっとエロいんですが」

　小声での呟つぶやきは聞こえないように言った。首を回していた巳沙希がびしりと沖合を指差す。

「お、あれ丁度いいな。じゃああそこのブイまで競争だ！　自由形一本勝負！　勿もち論ろんジュースを賭かけるぞ、ペットボトルまで可！」

「やれやれ。テンションたけーな……」

「澪が低すぎるんだよ。つーか男はフツー海に来たら女よりもテンション上がるはずだろ！」

「なんで？」

　きょとんと澪が聞き返すと、急に巳沙希はむぐ、と言葉に詰まったようになった。水平線やら空やらに視線を逃がしつつ、

「その、だから、だな……み、水着が見れるから、とか！　女のほうは恥ずかしいのにな！　まったく、男ってやつは！」

　言葉とは裏腹に、顔を明後日あさつてのほうに向けたままの巳沙希は特に水着を隠そうとはしていなかった。むしろ僅かに胸を張り、そのビキニのラインを澪に見せつけるようにしている。僅かに赤くなった頰ほおがぷくりと膨ふくらんでいた。

「うーん。一般的にはそうなんだろうが……」

　澪は爬は虫ちゆう類るいの交尾を観察するような目でその谷間を眺ながめ、さらに首を回して岸にいる妹のズンドウ体型を見る。切華はその視線に首を傾かしげた。

「一緒に来た相手が相手だしなー。ぼくには適用されないというかブフッ!?」

　巳沙希の全体重で澪の頭が海中に押し込められる。澪が手足をバタつかせる間に、

「……もう知らん、スタート！」

　巳沙希が泳ぎ始める。卑ひ怯きような、と言う代わりに──澪はにやりと笑った。

　実のところ、この瞬間を待っていたのだ。

「あ、おいこら、どこ行くんだよ!?」

「油断したな！　ぼくのゴールは自由の大地！　ハワイまで泳げそうな女と誰が勝負なんかするか！」

　岸までの短い距離を全力で泳ぎきり、なんとか浜へと逃亡成功。だが、

「切華、逃がすなー！」

「どーん！　あはははは！」

「ぐは！　キサマ、妹のくせに兄の身を案じるとかそういう優しさはごぼごぼ……」

　飛びついてきた妹と共に澪は浅瀬に倒れる。助けを求めるように澪は海岸を見回すが、他の海水浴客たちは無視か、微笑ほほえましいものを見るような目を向けてくるばかりだ。いや、ただ一人、少し離れたところで荷物番をしている黒髪の眼鏡めがね女おんなは別種の視線を向けてきていたようにも思えたが──目が合った瞬間、彼女はわたわたと挙動不審な仕草で顔を伏せていた。

（ん？　なんか、見覚えがあるような、ないような……？）

　その感覚を深く考えることはできなかった。次の瞬間、後頭部にアイアンクローが食い込む。「逃げるとはいい度胸だ。これはジュースのオッズを一対十くらいにする必要があるな……？」

「……一対五くらいで勘かん弁べんしてくれ」

　　　　＊

（あわわ。目が合っちゃった宵本くんと目が！）

　砧きぬた川がわ冥めい子こは赤くなった顔を慌あわてて俯うつむかせる。ほとぼりが冷めるのを待って視線を上げると、彼は死相の浮いた顔で海上をクロールしていた。その前方では、けたたましく水みず飛沫しぶきを上げる新生徒会長が大幅リード。

「が……がんばってくださいー……」

　誰にも聞こえないように小さく呟いてみる。自分の独り言に彼女は恥ずかしそうに肩を縮め、照れ笑いのように目元を緩ゆるめた。

　彼もここに来ているとは思わなかった。こんなことなら新しい水着買ってくるんだったな、と冥子は自分の地味な水着を見下ろし──だがすぐにそれが無意味であることを思い出す。

（友達でもなんでもない、ただのクラスメイトってだけじゃ……お話することなんか、あるはずない、よね）

　接点がなさすぎるのだ。それはあの教室でも、ここでも同じ。

（彼は、特別で、目立ってて、ちょっと悪そうだけど優しくて、なんでもできるひとで。でも、わたしは、全然違う。わたしは──）

　そんなとき、小麦色の肌を可愛かわいい水着に包んだ三人のクラスメイトが帰ってきた。

「あー、あんまいい男いないねぇー」

「マジあっついんだけどー」

「タヌキちゃん、ちゃんと荷物見てる？　ボーっとしてて何かパクられたら訴えるよ？」

　古ふる臭くさい眼鏡と名字に由来する唯一の渾名あだな。それを使うのは彼女達だけだった。本名を使うのは教師達だけだった。つまりそれ以外の人間には冥子はいかなる名前でも呼ばれなかった。

「あ、はい、大丈夫、です……」

「そ。じゃ引き続きよろしく～」

　タオルで汗を拭ふきつつ、三人はそれきり冥子のことなど気にもせずにぺちゃくちゃと喋しやべり始める。冥子は窮きゆう屈くつに膝ひざを抱かかえながら、昨日あった電話のことを思い出した。

　そろそろ夏休みの宿題できたでしょ。カレシにも見せるから持ってきて。明日。海に行ってるからそこに。あんたも水着とか着てくればいいと思うよ。誰も見ないと思うけど。アハハ。『一緒に海で楽しく遊ぼうよ』と翻ほん訳やくすることはできなかった。きっと本当に宿題のついでなのだろうと、そして求められている役割は荷物の傍そばにいる犬で、背中にオイルを塗る召使いなのだろうと予想できていた。

　彼女達にとっては、ただのモノ。

　他の人達にとっては、何の意味もない空気。

　それが自分だ。彼とは、本当に──違いすぎる。

　冥子はただひたすらに、唯一許されたコミュニケーション手段、その遠い視線で彼の姿を追っているだけだった。だがそれも長くは続かない。

「タヌキちゃ～ん？　聞いてる？」

「えっ……あ、は、はい？」

「アタシ、喉のどが渇かわいたなーって言ったのよ……お茶系ね」

「コーラコーラ」

「スポドリ～」

　求められていたのはウェイトレスでもあったようだ。愛あい想そ笑いを浮かべて立ち上がる。

　その自分の愛想笑いが、とても、嫌いやで。

　だから、自分には恋をする資格もないのだと、そう思った。

　　　　＊

　案の定、二本のジュース（一本は巳沙希が切華に贈与した）を買わされる羽目になった。もう三本分は日米同盟よりも強固なオゴリ約束だ。

　その代だい償しようとして一いつ時ときの自由を手に入れた澪は、乳酸の溜まった重い身体を引き摺ずりながらトイレに向かっていた。彼の住む境さかい森もり市から電車で数駅、隣の市にあるこの海水浴場は周辺一の泳ぎ場だ。近くに公衆便所がないこともあり、シーズン中にだけ簡易トイレが砂浜の端に設置されている。

「ていうか……なんでこんな近場で民宿なんか取んだよ。日帰りで充分だろ日帰りで……」

　無論、それを決めたのも幼馴染と妹だ。

「今回海に行く目的は『泳ぐため』じゃなく『可哀かわい想そうな病欠人に臨海学校的気分を味わわせてやるため』なんだぞ!?　お泊まりという要素フアクターを外してどうする!?」

　と力説されたのを思い出す。本当は臨海学校と同じコテージに泊まる予定だったのだが、そのキャンプ場が既すでに予約されてて使えなかったのだとか。そこで諦あきらめてほしかった。

　肩を落としながらトイレに入ったところで、澪はふと違和感を覚えた。首を傾げて狭い個室を見回し──それに気付く。

「あー。わかっちまうってのもなんだかな……どこにでも馬ば鹿かはいるもんだ」

　下ろしかけていた海パンを上げ、澪は用を足すことなくトイレを出る。気になったので三つ並んだ簡易トイレの全すべてに入って同様のことを確認。さてどうするかな、と三つ目の個室を出て顔を上げたとき、トイレに来たらしい女と目が合った。黒髪に眼鏡。デジャヴを感じる。

「はわっ!?　う、わ、え、と……」

　その女は澪の顔を見て不必要に驚きよう愕がくした後、なぜか頰を赤らめながら顔を背そむけ、やたらぎくしゃくした動きでトイレに入ろうとした。

（まーどうでもいいっちゃいいんだが……一応言っとくか）

「えーと、そこの」

「へ？　あ、は、はいっ！　なんでしょう、かっ!?」

　うわなんか滅め茶ちや苦く茶ちや嬉うれしそうな顔だぞ、とその女の反応に内心驚おどろきつつ、

「知らない男の前で大おお股また開きして興奮する趣味がないなら、ここは止やめたほうがいいぞ」

「……へ？」

「盗撮カメラがある」

　固まる女。澪が気付けたのは、同じ道具を使った経験があったからだ。とはいえ、同じ最低行為をしたのではない──するつもりもない。単に教師の援助交際を確認して弱みを握ったりするのに使っただけだ。最低行為という意味では大差なかったが。

　女は数秒のフリーズの後、ひょえええっ、と愉快な悲鳴を上げて水着の前を隠した。

「別に今から隠さんでもいいんだが──いや、最近は赤外線盗撮とかもあるからそれも正しいのかもしれないな。うむ」

「どっ、えっ、あっ、そのっ……」

　どもっていた女の目が、ふと自分の背後に向けられたのに澪は気付いた。振り向くと同時、肩が叩たたかれる。ヤニ臭い息。

「あー、兄ちゃん。ちょっとそこで話しね？　な？　あ？　いいだろ？」

「そんカノジョも一緒にな？　別にあンタのはいらねンだけどよ？　なんか誤解でお喋りされっと困っからよ？」

　犯人丸出しの男達二人。軽けい薄はくそうな顔立ちに個性のない茶髪、焼けた肌、銀モノ。二人とも海パンの横に白い布をつけていた。我らが犯人一味ですお間違えないようにと声高に主張しているわけではないだろう──カラーギャングみたいなものか、と澪は納得した。

　ともあれ、色々面倒臭いことになりそうだった。過程と結果を想像してみる。

「うーむ。間違いなくこの流れだろうな。どうあっても回避できそうにない……じゃあいいか」

「ああ？　何がいいんだって？」

「こうなる結果が決まってるなら過程はすっ飛ばしてもいいか、てことだよ」

　そして澪は振り向きざまに二人をぶん殴なぐった。




「んー、ちっとはストレス解消になったか……まあ後は監視員に言うなりこいつら起こして片付けさせるなり何もしないなり。適当にやってくれ」

「あ、あのっ……あ、ありがとうございましたっ！　ほんとに、ほんとに！　その、えと、そうだ、お礼とか、えと、今はお財布がなくて、だから今度、わ、わたしっ──」

　冥子の見ている前で、澪は歩き出しながらぱたぱたと手を振った。

「別にいーよ。あんたのためじゃないし……今度とか言っても、もー会わないだろ」

「ふぇっ……」

「ちっと遠いが、トイレは向こうのコンビニだな──やれやれだ、ついでにアイスでもヤケ食いするか」

　冥子の想おもい人は、そのまま振り返ることなくすたすたと歩き去る。

　もう会わない。その言葉の意味するところは、つまり──

「わたし……クラスメイト、なん、です、けど……」

　彼の背中を見つめたまま、届かない声をぽつりと漏もらす。その背中が雑踏に消えて数秒後、自分は存在すら彼に知られていなかったのだというダメージが遅れてやってきた。

　冥子はがっくりとその場に崩れ落ち、砂浜に両手をつく。

　トイレの前で四つん這ばい、さらに絶望的な表情のままぴくりとも動かない冥子を見て、通りすがりの男児が横の母を見上げて聞いた。

「ままー。おねーちゃん、おしっこもらした？」

「しっ。見ちゃいけません」

　　　　＊

「遅い！　どこで道草食ってるんだ」

「大じゃないの？」

「だとしても遅いぞ。もしかして逃げたか。もしそうなら──殺！」

「……ねえ、お姉ちゃ」

　ぷうぷうと息を吹き込んでビーチボールを膨らませていた切華が、ふと巳沙希を見上げた。

「ん、なに？」

「せっかく海に来てるんだよーぅ。特別な場所で、まぁ特別な予定もあって。今日くらいはもーちょっと素直になってもいいんじゃない？　何でも二言目には殺すーとか言わないでさ」

「む……むぅ……いや、だって、そんなの、俺らしくない、し……あー、そうだ、遅いから澪を探してこよっ、かな！」

　あからさまに話題から逃げ、巳沙希はパラソルの影から出る。仕方ないなぁ、と呆あきれ顔で切華はその背中を見送っていたのだが──数歩で巳沙希の歩みは止まった。足を踏み出した姿勢のまま佇たたずむ。どこか後ろめたそうに首を動かして周囲を確認する。ふぅぅ、と息を吐いて項うな垂だれる。そして次の瞬間。

　くるりすたすたずさー、と正座のまま滑り込んでくるような動作で彼女は帰還してきた。

　背中を丸め、恥ずかしそうに顔を俯かせたまま、

「やっぱり、もう少しくらい優しくしたほうがいいのか……？」

「あはは、自分でも気になってたんじゃん。お姉ちゃ、かわいー」

　切華が子供にするように巳沙希の頭を撫なでる。巳沙希はさらに身を小さくした。

「で、何かあったの？　折れるのがちょっと早かったけど早かったけどー」

「うん……いや、その……」

　いつもの覇は気きは全くなく、ぼそぼそと答える──伏せられた顔の先にあるのは、ほどよく盛り上がった自分の胸だ。

「さっき……水着……で……やっぱり、俺になんて、興味……」

「あー」

　巳沙希の聞き取りにくい言葉を継ぎ合わせて解読し、切華は納得した。

「それで不安になったってわけだねー。まぁお兄ちゃにそういう気き遣づかいなんてゼロだし、近すぎて見えないってとこもあるのかも。三人でお風呂入ったこともあるからね……幼稚園のころだけど」

「うぅ。やっぱりこの程度の胸じゃ駄目なのか……」

　ぴきーん。そのなんでもない一言が切華の微笑の意味を変える。

「この程度？」

「……んっ!?　こ、こらっ」

　切華は固まった笑顔のまま手を伸ばし──揉もんでいた。巳沙希がこの程度と卑下する、自分よりも数段大きな胸を。

「この程度？」

「こら、揉む、な、って、あ、んっ？」

「この程度？」

「う、あ！　わ、悪かった、悪かったから！　ごめん、マジごめん、切華！」

「わかればよろしいー」

　表情を全く変えず、切華は手を引っ込めた。それから何事もなかったかのように、

「まぁそういう身体の部分をいきなり思い知らせる、ていうのは無理があるよーぅ。でもさ、心の部分はちょっと『こいつ、いつもと何か違うな？』と思わせるだけで印象的になるよ、きっと。そういう方面で頑張ってみたら？」

「う……ん……まぁ、努力は、してみる」




　と言ってはみたものの。

　無理だった。




　切華に荷物番を頼み、浜辺を歩き回って澪を捜索することしばらく。

　巳沙希は首尾よく金髪の後頭部を発見していた。問題なのは、そいつが二人組の女と楽しそうに話していることだ。頰が激しく引き攣つり、自然と拳こぶしが握られる。

「ほっほぉう……ナンパで道草とは実にいい度胸だ、実にいい度胸だ！」

　二回言ってみても胸中のムカムカが収まらなかったので、つまりこれは正当なムカツキだと認識。嫉しつ妬とや何かではない。ただの幼馴染として生徒会長として、駄目人間の駄目さに怒っているだけだ。そして駄目人間は正さねばならない。よって殺。

「ハイグレード天てん誅ちゆう！」

　長く助走を取り──ドロップキック。体重の乗った両足が後頭部に直撃し、ナンパ金髪は吹き飛ぶ。ざまぁみ……え？

「い、いてて……なんだ？　なにすんだテメェっ？」

　一言で言えば、それは澪ではなかった。

　金髪で、体格も身長も似ていたが、百パーセント巳沙希の幼馴染ではない。よくよく見れば海パンも違う。白い布みたいなものもつけている。

　つまり、壮大なる──人違い。

　男は怒りで顔を紅潮させて起き上がる。明らかにマジギレモードだ。剣けん吞のんな気配を感じ取った女達がそろそろと逃げ出すが、それに気付いた様子もない。

「んだコラ！　ああ、なんか恨うらみでもあんのかコラッ！」

「いや、その……えーと」

　考えたのは一瞬だった。何が正しくて、何が間違っているのか。

　巳沙希は深く身を折り、頭を下げる。

「──人違いでした。ごめんなさい！」

「ごめんで済むわきゃねぇだろボケ!?　人違いで頭蹴けられてたまるか！」

　許してくれないのは予想通りで、反応は予想以上。男の沸ふつ点てんは常人よりも低いようだった。

「ああコラ、顔見せろやコラ！」

「あ、いたっ……！」

　髪を強く摑んで引っ張られた。大事な髪を。巳沙希の頭も沸ふつ騰とうしかけるが、堪こらえる。

　そして男は巳沙希の頭に顔を近付ける。怒りに満ちた男の目が、ふと下に向けられるのがわかった──つまりは自分の、ビキニの胸に。ああ目め潰つぶししたい。チョキで。思いきり。

「謝って終わる話じゃねぇんだよ……あ？　わかってる、ねーちゃん？」

「ご、ごめんな、さい……その、でも──他に、何をしろって……？　ら、乱暴は」

「乱暴なんかしねーけどよぅ。あー俺、イベサーやってんの。わかる？　イベントサークル。ホワイトスクエア、てゆー名前なんだけどさ」

　声質に怒り以外のものが含まれてくる。好色そうな視線。

「で、今夜、あっちのキャンプ場でパーティーすんだけどさぁ……お詫わびっつーんなら、テメェも来いよ。な？　たのしーこといっぱいすっからよ」

「……やです」

「嫌!?　嫌っつったかこのアマは！　俺にあんだけのことしといてよう、何もせずにサヨナラってわけにゃいかねぇだろうが！　オラ来い、別に今からでもいいんだよっ！」

　男が再沸騰。腰に腕が回され、瞬間的に鳥肌が立った。もうダメだ。肘ひじ鉄てつだ。それしかない。

　そうして巳沙希が腕に力を込めたとき──

「おおっと！」

　不自然な小走りで現れた新たな金髪が男に体当たりをするなり、手に持っていたソフトクリームをその鼻の穴に捻ねじ込んだ。手首でグイグイ捻ひねりを加えつつ。

「れ……」

　巳沙希が口を開くより早く、その男──勿論澪はぐちゃぐちゃになったコーンを放り出して先の男に詰め寄った。

「ああ！　テメェ何、人のアイスにぶち当たってくれてやがるのでございますか!?　どこ見て歩いてんだよを先に言うべきだったかもしれない！　つーかどーすんだよオレ様の大好きなうんこアイスがお似合いのうんこ穴に突っ込まれてスゲーうんこっぽくご臨終してしまったじゃねぇですか！」

　ぷっ、とこんな状況なのに巳沙希は噴き出してしまう。

「あ……テメ、ぶつかってきたのはテメェで──」

「うんこアイスの仇かたきだー！　怒りのアフガン！」

　男の言うことなど聞く耳持たない。ワンパンチでＫＯし、澪はそこで初めて巳沙希の存在に気付いたように振り返った。

「おや、巳沙希さんじゃございませんか。ぼくがうんこアイスに並々ならぬ愛情を注いでいることがこれでバレてしまいましたな、フフフ」

「うんこうんこ言いすぎだ、バカ」

　内心を隠す仏ぶつ頂ちよう面づらを作って、巳沙希は澪の胸板を叩く。だがそこではっと切華の忠告を思い出した。これじゃいつもと同じだ。数秒迷ってから、視線を逸らして付け加える。

「……ありがと。助かった」

　それは結構な勇気を使った言葉だったのだが、彼はちらりと巳沙希の顔を眺めて──

「はぁん？　何言ってんだお前？」

　鼻はな糞くそでもほじりそうな馬鹿顔を返答にした。

「ああ──わかったぞ、さてはフォースの暗黒面に負けてカツアゲでもしようとしてたんだな。で、ありがとう、俺を犯罪者にしてくれなくて助かった、というわけか……うむ。心はしっかり持てよ」

　むか。

（そうだったな。こっちが素直になっても──こいつはそれすら素直に受け止めてくれないほどのひねくれバカだった！）

　何言ってんだ、の前に一瞬の間があったので、多少は何かの効果があったのかもしれないが……これは反撃せねばなるまい。澪の胸を叩いた手をそのまま横に移動させ、

「誰が！　暗黒面で！　カツアゲで！」

「うわこら止めろ乳首がもげる!?　きゃあ痴ち女じよ！」

「誰が痴女かっ!?」

　いつもの馬鹿なやりとりをしながら、巳沙希はそっと肩の力を抜いていた。

　やっぱりこのぐらいの距離感が一番気持ちいいよな、と思いながら。

　　　　＊

　何やら微妙に機嫌が良さそうに、眼前でポニー髪の後ろ頭が揺れている。この機嫌の良さでジュースの約束とか忘れてくれねぇかなぁ、と思いつつ澪が砂浜を歩いていると、

「あー♪　キミも来てたんだー♪」

　ふにゅ、と腕に柔らかい感触。挟はさまれている。サイズは小さいが、間違いなく。

「ちょ……ナニモノ!?」

　脈絡なく腕に縋り付いてきたのは、背の低い少女だった。可愛らしいピンクのセパレート水着を身に着け、ショートカットの頭には花柄のヘアピン。いい匂いがした。

　くすくすと笑いながら、少女は困惑する澪を見上げる。

　そこで『少女』でないことがわかった。

「俺だよ、お、れ。ドキドキした？」

　ぞわわわっ。

「お前か草そう太たーッ！　ナ・ニ・を考えとるんだぁっ!?」

　反射的に腕を振り解ほどくと、澪の友人たる機き波なみ草太はケラケラと笑った。正体がわかっていてもまだ少女に見えてしまうから不思議だ。澪は沈痛な面持ちでこめかみを押さえた。

「……お前、あれだ、そう見られるのはともかく女装趣味はないって言ってなかったか？」

「言ってた。いやまー、別に俺だってしたくてやってるわけじゃないぞ？」

「じゃあどんなわけだよ」

「ここにゃ女子大生二人と一緒に来てるんだけどさー。そいつら、ちょっとコスプレ会場で知り合った、所謂いわゆる腐ふ女じよ子し？　てやつなのよ。で、美少年が女装してるってシチュに無茶苦茶目がないっていうか興奮するっていうか……ま、それで喜んで夜が盛り上がるなら、話のタネに一回くらいやってもいいかって思ったわけだ」

「はぁ……やっぱり女絡がらみか。そりゃそうだよな」

「好みとか性せい癖へきには特徴があるほうが相手しやすいんだよ。今夜だってこーいう格好して『そんなとこ、恥ずかしいよぅ……』とか言ってみせればあとはもう簡単にくんずほぐれつ──」

「わかったもういい黙れ女の敵め」

　親友の内面はよくわかっていた。童顔で母性本能その他をくすぐり、邪じや悪あく遊び人の本性を隠して女を食べまくる物好き。その奇人っぷりが原因で友達になったようなものなので、澪にそれを矯正したり非難したりするつもりは毛ほどもなかった。別に応援する気にもなれないが。

「つーか、どうなってんだお前」

「ああこれ？　パットパット。ヌーブラみたいな。ほら」

　ひょい、と手を摑まれて胸へ誘われる。ぷにぷにの感触。これはシリコンだ。単なるゴム的物質、そして相手は男。男なのだが──

「あっ……ん……」

「妙な声を出すな！　ていうか、胸はいい……ぼくが驚いてるのは下だ。マジにどうなってんだ──ないように見えるぞ。棒と玉はどこに仕舞ったんだよ、おい」

「うふふふふ。確かめても……いいよ」

　含み笑いを聞きながら、澪は中腰になって草太の下半身に目を近付ける。おかしい。これは絶対に、物理的におかしい。どうなっているのか。その純然たる知的好奇心を満足させようと、澪は深く考えないままその三角形の布地に指を伸ばそうとして──

「今度は間違いなし！　真・ハイグレード天誅ぅぅう！」

　ようやく背後の事態に気付いた巳沙希が、澪を踵かかと落おとしで砂浜に沈めた。

　　　　＊

　誤解はすぐに解けた。巳沙希も草太の顔は（本性は別として）知っていたからだ。ひとしきり慄おののいたり呆れたりしていたものの、知り合いの人達にお遊びで女装させられた、という説明で一応は彼女も納得した。ただし「女子更衣室に近付くと……埋めるぞ？」とにこやかに草太を恫どう喝かつするのは忘れていなかったが。

　切華も草太とは顔見知りだったので、なりゆきで二グループが合流する形になった。向こうのメンバーは草太以外に、女子大生二人──スケッチブックを持ったソバージュ髪の女性と、すらりとした長身に不釣り合いな浮き輪を装備した、どこか武士的な雰囲気の女性。前者は切華と草太がビーチボールで遊ぶ姿を横に座ってスケッチしており、後者は幼稚園児に混じって浅瀬で犬いぬ搔かきを練習している。

　それらを眺めていた澪がパラソルの下で欠伸あくびを漏らしたとき、隣に座っていた巳沙希が呆れ顔で声を掛けてきた。

「お前、ほんと寝てばっかだな。せっかく海に来たのに」

「さっきの水泳勝負で体力を使い果たした。そして誰かの攻撃で頭頂部がまだスゲー痛い」

「あ、あれはっ……お前が悪いんだぞ！　何をまさぐるつもりだった!?」

「や、別にまさぐるつもりはなかったけどよ。つーか、マジに体力の限界だ。宿の風呂がぼくを呼んでいる……一足先に行っててもいいか？」

「……！　待て、それダメ。絶対ダメ。許さん」

　急に巳沙希が据すわった目を近付けてきた。その迫力に澪はビクリとしつつ、

「なんで？」

「なんでもなにも、その、大事な予定がこの後に控えてるんだぞ。夏といえばこのイベントは外せない──つまり、肝試し、だ！　日が暮れたら行くからな！」

「えー……やだよ、めんどくせ」

「俺と切華が立てた予定を無駄にする気かー！」

　キュウキュウと巳沙希が澪の喉を絞める。顔を土つち気け色いろにした澪が必死にその腕をタップしていると、切華と草太がパラソルの下にやってきた。二人は「あ、殺人未遂だね♪」という調子で軽く顔を見合わせ、そして平然と自分達の荷物を探り始める。

「ちょ……お前ら、なぜこいつを止める努力すらしようとしないっ……？」

　取り出したタオルで汗を拭きつつ、切華。

「えー。だいたいどういう流れでそうなったかわかるからだよーぅ。あと、やっぱりそういうのも二人らしいなぁと安心したというか諦めたというか」

「ボクたちには止められそうもないしねっ。あ、そういやカメラ持ってきてたんだ。キミたちの水着姿なんて珍しいからさ、撮ってもいいかな？」

　噓うそモードの草太が荷物から取り出したデジカメを掲げてみせると、切華は軽く首を傾げた。

「切華は別にいいけど……お姉ちゃはどうかな？」

「ああ？　不許可だ不許可！　どうせ誰かに売ったりするんだろ！」

「……売られるような価値があると思ってるところは勘違いだと言わざるをゴハ!?」

「んー、今何か聞こえたなあ……でも聞こえなかったな。今の俺に聞こえるのは『肝きも試だめし!?　ヒャッホウ、喜んで！』という言葉だけだ」

「お姉ちゃ、なんだかそろそろ声も出ないようなカンジでお兄ちゃの顔が青黒くなってきてるんだけど……」

　そんなとき、デジカメ片手に何かを考えていた草太がぱっと顔を上げた。

「あ。いいこと思いついた。じゃあさ、こうしようよ。ビーチバレーか何かで勝負して、負けたほうが勝ったほうの言うことを聞く、ていうの。そしたらボクの写真も、澪くんの……肝試し？　とかの問題も解決するんじゃないかなぁ」

「それいいかもね。二人でパス交換してても虚むなしかったし。お姉ちゃ、そうしたら？　ていうかそのままだとお兄ちゃが肝試しで脅おどかす側になっちゃうよなっちゃうよ？」

　うーん、と考えながら、巳沙希は視線を下ろす。いつのまにか姿勢は背中に乗ってのキャメルクラッチ式チョークスリーパー。うつ伏せにぐったりしたまま動かない澪の指先が、砂に『ぜひそれでおねがいしま』と書いたところで止まっていた。




「死後の世界が見えた。マジに見えた」

「いやはや、相変わらず新生徒会長は素敵だな。感触はどうだった？　尻しりは乗ってたし胸は押しつけられてたしで最高だったろ？」

「もしお前があの状況でそんなことを考えられるんなら、ぼくはお前を一生尊敬するね。次の機会には頼むから代わってくれ」

「断る。俺も命は惜しい」

　言葉だけを本性モードにして返してくる草太に、澪は深く溜め息を吐いてみせた。

「身の安全を確保するには仕方なかったとはいえ……やれやれ、面倒なことになったぞ」

「なんで？　勝ちゃーいいんじゃん。俺はレアなセクシー写真が撮れるし、お前は行きたくもない肝試しを回避できる、と」

「……勝てればな。お前は男二人だから楽勝、とか思っとるのかもしれんが。まず切華はバレー部だし、もう一人は──アレだぞ」

　澪が視線を動かす。パラソルの間に紐ひもを渡した簡易ネットが作られ、そこで片側ポニーの女が高く高く跳ちよう躍やくしていた。風切り音と共に腕が振りぬかれ──そして砂がどばしと弾はじけ飛ぶ。ただ空気で膨らんでいるだけのビニールボールが、なぜか砂浜にめり込んでいた。

「……そうか。相手はアレだったな」

「アレだよ」

　　　　＊

　冥子は荷物番をしながらその光景を眺めていた。

　気合の叫びと同時、スパイクが叩き込まれる。彼が横っ跳びにレシーブ。浮いたボールを背の低い女の子（まさかとは思うがクラスメイトの男子に似ていた）がトスし、素早く起き上がって走り込んだ彼が跳躍──大きく腕を振りかぶって、ちょこん、とフェイントでボールを相手コートに落とす。

「卑怯だぞこら、澪！」

「うるさい、貴様の殺人スパイクこそが卑怯だ！　なんでこのボールで手首が痺しびれる!?」

　ぎゃーぎゃー言いつつ、再びのサーブ。彼がボールを持ってラインに下がり、向かいのコートにいる二人が真剣な表情で腰を屈かがめる。

（ああ……いいな）

　冥子は目を細めた。遠い蜃しん気き楼ろうを眺めるように。

　視線の先にいる彼は、文句を言いながら、そして不ふ貞て腐くされたような顔をしながらも、どこか楽しそうに見える。そしてそれに相対する少女も同じ。走り、跳躍し、ボールを叩く。躍動する表情には真剣さがあったが、点を取った後には楽しそうに彼の妹と手を打ち合わせていた。

　とても元気で、強くて、明るくて、生気に満ち溢あふれている。自分とは違って。

　本当に、お似合いの二人だと、そう思えた。

（やっぱり、ああいう子じゃないと、ダメ、だよね。こんな、暗くて、のろまで、何のとりえもない子じゃなくて……ああ、わたし、どうしてこうなんだろう──）

　冥子の周囲には不可視の壁かべがあった。世界を切り分ける壁。

　見えないガラスの向こうに好きな人の姿を眺めながら、冥子は自じ虐ぎやくに堕おちていく。

　自分が嫌いだ。可愛くないし、面白くないし、運動もできないし、勉強もできないし、友達もいないし、特技もないし、特徴もないし、そして──




　汚よごれている。




　誰かが何かを言ったような気がして、冥子は傍かたわらにある自分の荷物に目を向ける。冥子以外の人間にとっては当然ながら、しばらく待っていても何も聞こえなかった。

　視線をバレーの試合に戻す。自分がまた、愛想笑いしていることに気付いた。

　何かが零こぼれそうになる目を、ぎゅっと細める。

　わかっていた。考えるまでもなく、わかっていた。

　自分と彼らとの間に見えない壁がある理由は。

　そして、それらを打破できるような気にすらなれず、ただ笑うしかなくなっている理由は。

　自分が、もう完全に終わっているからだった。

　　　　＊

　接戦だった。巳沙希のパワーに澪が姑こ息そくなフェイントで対抗する。切華の巧うまさを草太が持ち前の敏びん捷しよう性せいでカバーする──彼は華きや奢しやだが、澪と同じく運動神経はよかった。点を取られては取り返し、なんとか離されずについていく。だが。

「ふぅ、はぁ……スタミナのことを、考えてなかった……」

　肩で息をする澪達とは違い、巳沙希達はまだまだ平然とした表情。周囲のギャラリーに向けて、「こら！　写真を撮るな！」と怒声を浴びせる余裕もある。最初は女子大生二人が応援しているだけだったが、水着の美少女三人が本気で飛び跳はねる姿に惹ひかれてのことか、次第に観客が集まってきたのだ。

　澪は審判（見知らぬ有志）の足下にある砂製スコアボードを見やった。得点は１８対１９。向こうの一点リード、というか二十点先取と決めていたので既にマッチポイントだ。完全に追い詰められている。なんとかデュースに持ち込まねばならない……

「どーするよ、澪」

　巳沙希がローアングルから尻を狙ねらっていたカメラマンを叩きのめしている間に、草太が澪に囁ささやいてきた。小声なので素すの口調だ。

「……もう一点取られたら終わる。ここは勝負を仕掛けるべき時だろう」

「策はあんのか？　さっきの『おっ、おい……何かはみ出てるぞ！』作戦以上の」

「おう。大技なうえに体力を消しよう耗もうするから、できれば最後の一点で使いたかったが──出し惜しみしてる場合じゃない。作戦名は『スカイラブハリケーン』だ」

「……それだけでわかったよ。俺が上か？」

「お前んが軽いからな。まずなんとかレシーブしろ。そしたらぼくが高くトスを上げる」

「了解」

　視線を向こうのコートに戻すと、巳沙希が指先でボールを回しつつにやりと笑っていた。

「作戦会議はもういいのか？　あと一点だけど」

「ああ、もう勝ち目はない。諦めた。だからいつでも始めてくれ」

「最後までへらず口ばかりだな、お前はっ！」

　サーブ。こればかりは巳沙希のパワーもその真しん髄ずいを発揮できない。弓なりに落ちてきたボールを草太が拾い、そして澪は飛んできた球をオーバーハンドで思いっきり頭上へと打ち上げた。そして──瞬時に腰を落とし、身体の前で指を組んで構える。同時に草太がその矮わい軀くを疾しつ走そうさせてきた。奇跡のような呼吸でタイミングが合致。草太の足が組んだ掌に乗ると同時、澪は背中を反らしつつ渾こん身しんの力で腕を跳ね上げる。

　おお、とギャラリーのどよめき。

　遥はるか高みから落ちてくるボールを、二人分の力で遥か高みまで跳躍した草太が迎え撃つ。タイミングはバッチリだ、と澪がほくそえんだとき──信じられないものを見る。

「あ・ま・いっ！」

　草太と同じく、巳沙希がネットの遥か上にまで跳んでいた。にやりと唇くちびるを歪ゆがめて。澪の視界の端には、巳沙希を打ち上げた反動でころころと転がる切華の姿。

（こいつら……同じことを考えてやがった！）

　驚愕する澪の前で、超高々度アタックと超高々度ブロックが交差する。草太の手と巳沙希の手がボールを挟んで拮きつ抗こう。一瞬の時間停止。そして──

「……うわ」

「げっ？」

　双方共に跳躍の角度がまずかったのか、ボールがあらぬ方向に弾かれた後、二人の身体はそのまま衝しよう突とつした。当然ながらバランスを失い、絡み合って砂浜に落下する。砂煙。

　同時に、ぽふん、とボールが落ちた──澪達のコートに。

　だが誰も動かなかった。澪も、切華も、審判も他のギャラリーも、呆ぼう然ぜんと目を開いてそれを見つめていた。ごくり、と誰かが唾つばを飲む音が聞こえ……

「う、ううん……はっ。どうなった!?」

　まずは巳沙希が立ち上がる。彷徨さまよった視線が自分達の勝利を告げるボールを捉とらえ、満面の笑みでガッツポーズ。

「うはは、やったぞ切華！　俺達の勝ちだ！」

「おっ、おっ、お姉ちゃ……」

「ん？　なんだよ、喜ばないのか。これで予定通り──」

　今度は切華が唾を飲み込んだ。そしてただ一言。それを教える単語を。

「ブラが」

「……。……？　……！　ぎょえええええええええええええ!?」

「うおおおおおおっ！」

　巳沙希が素すっ頓とん狂きような悲鳴を上げるのと同時、周囲のギャラリーも地鳴りのような声で沸わいた。顔を真まっ赤かにした巳沙希は片手で胸を隠しながらしゃがみ込み、慌てて装備を探す。草太の手に引っ掛かっているのを見るやいなや、なぜか自分の片手にあったピンクの布でその頭をビシバシしばきつつ奪だつ取しゆ。身体を震わせながら装着した。

　次に草太が身じろぎした。既にギャラリーには何が待っているのかわかっている。二度目のお楽しみだ、的な空気が周囲に流れ、先刻のシャッターチャンスを逃したカメラ持ちが震える手で機材を掲げる──

「ぐわ、いてて。ん、おほん──えへへ、ボク、頑張ったよ。どう？」

　そして草太はぴょんと可愛らしく立ち上がり、「ねぇねぇ、どうなったのかなっ♪　って、おや？」

「うおおおおおおっ!?　男だぁああっ!?」

　その平へい坦たんな胸で、ギャラリーに二度目の衝撃を与えた。

　　　　＊

「うー……うー……」

　日が暮れて少し経たったころ。

「とりあえず荷物を置きに行った民宿の前で、巳沙希はゴリラのようにうろうろしていた」

「どんな説明文だっていうか誰がゴリラだっ!?」

「おっとと……まー怒るのもわからんでもないが落ち着けよ。カメラとかのデータは全部破は棄きさせただろ。記憶は消せねーんだし、いつまでも気にするほうが損だぞ」

「記憶・飛ぶべし！」

「消す気マンマンですよこの人!?」

　延えん髄ずい切りをくらってしゃがみ込む澪。結局いつも通りにしか触れ合えない二人を見ながら、切華は呆れの息を吐いた。

　そのとき、背後の民宿から草太と女子大生達が出てきた。切華達と同じく水着の上にパーカーや上着を羽織った軽装で、手には懐中電灯を持っている。

「ほい、借りられたよ～。にしても泊まるトコまで同じなんて縁があるね～」

　剣吞な視線で草太を迎え撃った後、巳沙希がこっそりと切華に耳打ちしてきた。

「なぁ切華、ホントに大丈夫なのか？　あいつらも一緒で」

「予想外は予想外だけど……『負けたし面白そうだしボク達も行くね』とか言われたら拒否するのも変だよーぅ。でもたぶん大丈夫、ていうか考え方によってはこれでよかったかも。つまり──」

「ふんふん」

「一人ずつの予定だったけど……二人組にして……」

「な。それは──むぅ……でも、仕方ない、か……」

　二人が密談をしていると、相も変わらず花柄のサンダルなぞを履はいている草太が可愛く小首を傾げて聞いてきた。

「で、どうするのかなっ？　目的地とかルールとかは？」

　巳沙希との会話をさりげなく終え、切華が答える。

「えーと、いちにぃの……丁度六人だから、二人組で行こうと思うの。で、それぞれが確認用に名前書いた紙を持ってって、目的地に置いてくる、みたいな。切華達のは用意してあるから、そっちはまた宿の人に紙を借りたりして」

「無駄なルールを作りやがるな……で？　目的地ってどこだよ？」

　復活した澪が後頭部を撫で擦さすりながら言う。

「あっちの林を抜けて海岸沿いを行くと、洞どう窟くつみたいなとこがあって、んでその奥にちっちゃな祠ほこらがあるんだって。そこに」

「ん……？　何か聞いたことがあるよーな気がするねっ。確か……」

「え、えーと、どんな心しん霊れいスポットだとかいわくがあるとかそういうのはわかんないほうが楽しいんじゃないかと思ったり思わなかったり！　あは、あはははは！　まーとりあえずペアを作っちゃおうよ！」

　力強い愛想笑いで話題を逸らし、切華は女子大生の一人に頼んで一緒に行ってもらうことにした。それから、まだ動きのないこの作戦の主役に向けて眉まゆを寄せてやる。するとようやく、

「おほん。仕方ない、俺は澪と一緒に行ってやる」

「……ぼくに選択権は？」

「ない！　その、あれだ、今日会ったばかりの女子大生さんと二人きりにするのは危険！　あとまさぐろうとしてた疑いがある女男と一緒も危険！　よって消去法で俺と！」

　もーちょっとスマートに誘えないのかなぁ、と切華は肩を落とした。

　　　　＊

　三人の友人は近くのホテルに泊まるようだった。何ホテルなのかは容易たやすく想像できる。

　それぞれ浜辺で摑まえた男性を傍らに侍はべらせて、彼女達は一言。

「もー帰っていいよ」

　それだけが別れの言葉だった。用済みだからもういらない、と同義の言葉。

　彼女達が狩かりを粘ねばったので、周囲はもう暗くなっている。冥子は彼女達と別れた更衣室の前で、ふうと息を吐いて夜空を見上げた。いつもの街より広いその空間には、気の早い星がちらほらと出ている。

　どうしようかな、と考えた。駅までは海沿いを歩いて十分。帰ろうと思えばすぐに帰れる。

　そうしてもよかったが、冥子には行ってみたいところがあった──そして実はこの海に呼ばれたときに一応の準備もしている。その場所について、以前に誰かが話しているのを漏れ聞いたことがあったのだ。友達のいない冥子には、それ以外に情報を得る手段はない。

（一応準備しちゃったし、折せつ角かくここまで来てるし……行って、みようかな）

　無駄だけど。無意味だけど。

　その思いを押し込め、冥子は軽く肩掛け鞄かばんを叩いた。

「……ちょっと寄り道して帰りますね」

　誰かが鼻を鳴らすような音を聞きながら、空を見上げて歩き出す。そこにいる気の早い星達も孤立していた。だから仲間だった──いずれ彼らは無数の友人を獲かく得とくし、自分だけが置き去りにされるのだとわかってはいたが。

　夜を歩く、ただそれだけのことが不思議に新鮮に思えた。なぜだろう、と考えて、今までは家に門限があったからだと気付く。けれど今は、その絶対の法律はない。

　星に向けて愛想笑いを浮かべた。

　門限がなくなったのはよかった。家に起こった、好ましい変化だ。

　それ以外の全ては壊れてしまったが。

　　　　＊

　どうだったかなぁ、と澪は考えていた。正直なところ、思い出せなかった。彼女は平気な人間だったか苦手な人間だったか──。

　暗い林に聞こえるのは微かすかな葉ずれや虫の音、そしてたまに蝙蝠こうもりか何かが不気味に羽ばたく音。懐中電灯を持った巳沙希が先導し、ずんずんと道なき道を進んでいる。頼りなげな光を受けて彼女の長い髪が歩くたびに揺れ、むしろそれが遠目には人ひと魂だまに見えてもおかしくはなさそうだと澪は思った。

「つーかおい、巳沙希」

「ほひっ」

　変な息が漏れ、ポニー型人魂が一瞬だけ震える。だがそのまま振り向かず、

「……なんだよ」

「そんな急ぐなよ。ただでさえ昼間ので疲れてんだぞ」

「だ、だらしない。運動不足だ……ちんたら歩いてると切華達が追いついてくるだろ」

「そりゃそうだが。そんなに急ぐと……」

「急ぐと？」

「追いつくはずのない、存在するはずのない誰かに、追いついてしまうかもしれない……」

　低く重い声でゆさぶりをかけてみるが、巳沙希の歩調は変わらない。

「は、はは。何をバカなことを。澪ってそういうの信じて」

　キキイ、と奇怪な鳴き声が闇やみに響ひびく。

「信じてりゅ奴やつだったっけ？　ほら、ちゃんとついてこいよ」

「今嚙かまなかったか？」

「嚙んでない」

　またずんずんと進んでいく巳沙希の背中を見ながら、澪は首を傾げる。はてさて。

　そんなとき──前方で、一ひと際きわ大きく、がさり！　と音がした。鳥や虫ではない。もっと大きな何かが枝を動かしたような音。巳沙希の動きがぴたりと止まり、そして数秒。

「……風だな」

「そうかぁ？　一箇か所しよからしか聞こえなかったぞ？　風はねぇだろ」

「じゃあ何だって言うんだよ」

「決まってる。存在してはならない零ゼロ番目の参加者。追いつき、そしてライトを向けて見えるのは──腐肉を零して歩き続ける、未来のぼくたちの姿だった！」

「……く、くだりゃない。ほら行くぞ。風じゃなかったら犬か何かだ」

「また嚙んだぞ」

「嚙んでない！」

　　　　＊

　実のところ、零番目の参加者は本当に存在していた。

　ばくばくと高鳴る心臓を押さえつつ、冥子は慌てて近くの木に隠れる。見つかるかと思ったが、二人は何やら言い合いつつも再び歩き始めた──冥子が用事を済ませてきた方向に。

　目的地は同じなのだろう、と思う。わざわざこんなところに来る理由は他に考えられない。

（二人で……行くんだ）

　深い深い嘆たん息そくが、闇に溶け込む。

　足音が聞こえなくなるのを待って、冥子は立ち上がった。帰ろう。もう、帰ろう。無駄で、無意味なだけじゃなくて、逆効果だった。ああ、やっぱり、わたしは馬鹿だな。

　ふらふらと林を進んでいく──明かりも目印もなかったが、適当に真まっ直すぐ歩けばとりあえず外には出られるはずだった。

　しかし不意に、前方に人の気配を感じた。

　変な方向に歩いてまた彼らと遭そう遇ぐうしてしまったのか、と冥子は再び木の後ろに身を潜ひそめる。だが違った。聞こえるのは男達の話し声──しかも微妙に聞き覚えのある声だった。

　木の陰からそっと様子を窺うかがう。まず見えたのは、まだ数十メートルほど続く木立の向こうにある広い空間、そしてログハウス風の建物がいくつか。キャンプファイヤーでもしているのだろう、陰影のある赤い光がそれらを照らし出していた。騒がしい音楽や笑い声も小さく届いてくる。そう言えばキャンプ場があったっけ、と冥子は駅前で見た案内板を思い出した。

　男達がいるのはそこよりも手前、冥子とキャンプ場との間にある小さな広場だった。切り株の上にランプが置かれ、その傍にはアルミホイルや注射器などが見える。少なくとも医療行為をしているのでないことだけは確実だ。

（あ。あの人達……）

　腰に白い布を巻いた二人の男がランプの周囲でだべっていた。冥子には見覚えがある──それは昼間、トイレの前で澪に叩きのめされた二人だった。冥子は盗撮のことを監視員に伝えてすぐ、面倒事が嫌でその場から立ち去ってしまったのだが──逃げたのだろうか、それとも厳重注意とかで済んだのだろうか。

　そして冥子が二人の顔に気付いたとき、脇わきから三人目の男が走り込んできた。金髪の男。

「おいおい、いた！　いやがったよ。あいつら！」

「はぁ？　何言ってんの？　キメすぎ？」

「だからションベンしてるときにライトが見えて、んで持ってる奴の顔もちらっと見えて、それがあいつらだったんだって。さっき話した、俺の頭にいきなりドロップキックかましてきた馬鹿女。それとそん後で殴ってきた金髪のクソガキ……くそ、思い出すだけでムカついてきた」

「俺らのカメラ見つけたんも金髪だ。一緒の奴じゃね？　目つき悪くて生意気そうな奴？」

「たぶんそうなんじゃね？　俺もお前らもソッコー殴り倒すようなボケ、二人もいねぇだろ」

「……どーするよ？　俺、けっこうまだマジギレモードなんだけどー」

「俺も俺も。いきなり殴っただけで俺様ツェーとか勘違いされっと困んな？」

「ヤっちゃうか？」

「ヤっちゃうかよ？　三人で正義のオシオキタイムだ。っと、そうだ、女もいんだよな？　そっちの意味でも……『ヤっちゃう』か？」

　金髪の男が笑った。

「生意気な馬鹿女。でも、アレだ──Ｃはあった。顔もわりと見れる」

「っしゃ、行こうぜ！　元気出てきた！」

「ヒハハ。わかりやすすぎ、バーカ。でもま、正義の味方にはそれくらいのご褒ほう美びがあってもいいよな？」

「ご褒美っつーか、こんな人ひと気けのないとこ歩ってる奴がバカなんだよ」

　三人は笑いながら立ち上がり、金髪男の先導で林に入っていく。

「……ヤベ、あの女にオシオキできるって考えただけでもう」

「もう？」

「勃たってきた」

「ウハハハハハハ！」

　最低な会話の内容を、冥子はなんとなく理解していた。してしまっていた。

（ど……どうしよう！　どうしよう！）

　おろおろしている間に、男達の姿が林の奥に消える。冥子はそれからも数秒、迷って──

　けれど最終的には、唇を嚙み締めて自分も林に飛び込むことを選択した。

　　　　＊

「うーん……やっぱわかんねぇな。思い出せん」

「さっきから何だよ」

「いや、お前って幽ゆう霊れいとか平気な奴だったかなって」

　いい加減自分で答えを出すことを諦めて言うと、巳沙希の肩がピクリと震えた。

「何言ってんだ。幽霊なんか、別に、平気に決まってる」

「それがわからんというかなんというか。お前の態度とか見てると怪しい感じもするんだが、矛む盾じゆん点てんがあるような気もして」

「矛盾点って？」

「いや、怖かったらフツー、こんな肝試しなんか企画しないだろ」

　うっ、と小さな呻うめき声。

「待てよ。怖くなくても『幽霊なんているわけないからバカらしい。肝試しなんて』となるのか……ん？　わかんなくなってきたぞ」

「べ、別にそんなの深く考えなくてもいいだろ！　俺は怖くない！　でも夏といえば肝試し！　雰囲気を味わうためにやってるんだ、わかれ！　無意味なんだけど雰囲気で美お味いしそうになる流しそうめんみたいなもんだよ！　様式美！」

「いや流しそうめんとは違うだろ。幽霊はいない奴にはいないとしか思えない……」

「あーうるさい！　幽霊幽霊って──」

　その瞬間。先刻と同じように、がさり、と枝葉が揺れる音がする。

　違っていたのは、本当に人影が飛び出してきたことだった。三人組の男。何か見覚えがある奴らだな、と澪はその一瞬で見て取ったが──そんな余裕がない人間もいる。具体的には本当に幽霊が出現したのだと思ってしまうような人間が。

「ひゃあああああ!?」

　巳沙希の絶叫。にやりと男達が笑い、足を踏み出す。

　だがそこにいるのは恐怖にへたり込むような普通の少女ではなかった。天堂巳沙希だった。

　だから彼女は突然に何かのリミッターを解除する。

「ゆっ……幽霊なんぞ知るかぁぁぁぁぁっ！」

　ほとんど目を瞑つぶりながらダッシュ。まずは男Ａの襟えり首くびを引き破りつつ、強引な背負い投げ。木の幹に当たって男Ａは悶もん絶ぜつする。男Ｂには死ねぃ！　とのストレートな言葉と共に頰を殴りつけ、相手が身を捻ったところでその腰に飛びついて投げっぱなしジャーマン。最後に、

「悪あく霊りよう退散！」

　禁断の急所キックを男Ｃに。おふぅ、と沈痛な息を漏らして相手が片膝をつき、彼女は長い髪を翻ひるがえしてさらに前進。男の膝に足を乗せると同時、自らの膝を水平に繰り出して男の顔面を蹴り飛ばした。その速度、まさに閃光の魔術師シヤイニングウイザード。

　男Ｃが地面に横たわり、動くものはなくなる──はずだったが、最初に投げ飛ばされた男Ａがよろよろと立ち上がっていた。何かを罵ののしりながら逃げていく。追う必要を感じる人間は存在せず、つまりはそれで殲せん滅めつ完了。

「はぁ……ふぅ……」

「えーと……手助けは……いりません、でしたね？」

　膝に手をついて息を整えている巳沙希に、怯おびえたように身を引きながら澪。

「……ん？　うわ！　なんだこいつら、誰？」

「その台詞せりふが一番怖ぇよ……あーこいつ、昼間にうんこアイスの件で殴った奴だ。逆恨みか」

「よく覚えてないけど、撃退できたんならいいや。なんかスッとした」

「そりゃそうでしょうね」

　半眼で呟く。考えていた謎なぞの答えはもはや明白だった。

（やれやれ、そんな怖いんなら肝試しなんてやんなきゃいいのに。変な奴）




　巳沙希から逃げ延びた男が林の中を走っている。

「……死ね。ふざけんな。畜ちく生しよう……！　もう知らねぇ、暇な奴ら全員呼んでぶっ壊してやる。女にあぶれてんのは俺らだけじゃねぇんだよ……！」

　怒りに血走った目は木々も闇も見ていない。彼にはただ未来の光景──何人もの男達に組み敷かれた馬鹿女の泣き顔だけが見えていた。彼にとって、仲間を呼ぶと決めた時点で既にその結末は確定している。あの女がどんなに強かろうが、そしてもう一人のガキが邪魔をしようが、どうにもならない。

　彼はただ、一刻も早くその未来を現実にするために走り続けるだけで。

　だから当然、一人の女が木陰からその姿を観察していたことには気付かなかった。

　　　　＊

「ていうかホントにいんのかよー」

「フカシだったら承知しねぇぞ。あ？」

「つーかキノコか何か効きすぎたんじゃね」

「ま、女がマジにいるんだったらなんでもいい。幻げん覚かくとか幽霊とかじゃなきゃな」

「ヒヒ、今なら幽霊だって抱だけるぜ俺」

「上の人らばっかり女食いすぎなんだよ。せっかくのキャンプパーティーなのにさぁ」

「しゃーねぇよ。あ、火貸してくれ」「クスリある？」「昼ナンパした奴さー、無茶苦茶黒くてよ。いや顔じゃなく」「新譜買った？」「いいよなアレ」「カスだよ。パクリじゃん」……

　清せい閑かんな林の中を歩く男達の集団はあまりにも場違いだった。頭の悪い笑声、香水の匂い、アクセサリーの立てる音。どんな存在であろうと、彼らと遭遇したものは顔を顰しかめて逃げ出すはずだった。蝙蝠も、野犬も、虫も──そして幽霊も。

　先頭を歩いていた男の背中に、二番手の男がぶつかる。

「あ？　どーしたよ、おめーが案内してくれねーと」

「あ……あれ……」

「あん？　幽霊でも見えたか、ヒヒヒ」

　一人の男が彼の視線の先を追う──と、同じようにその動きが止まる。その現象は伝でん播ぱし、数秒後には、誰もがそれを見つめたまま停止することになった。

　それは、一言で言えば、異常。

　林の中、彼らの行く手を遮さえぎるように、何かがいた。

　闇に溶け込むように黒い。存在感がないほど静かだ。けれど確かにそこに在る。いる。およそ日常的な形態をしていない黒衣に、尖とがった靴くつ──まるで魔女のような姿をした何かが。

　だが絵本の中にいた魔女は錆さびた鎖や革ベルトを纏まとっていただろうか、と男達は思う。そして、先が折れたとんがり帽子はともかく──それに悪魔のような角が生えていたり、目や耳や鼻がバラバラにくっついていたりしただろうか？　とも。

「は……はは、なんだ、あいつ……？」

　男の一人が虚勢で笑う。それも伝播した。誰のイタズラだ。近くで仮装パーティーでもやってんのか。くだらねぇ。はは、ははは──

「ひははははははははははははは！」

　それに追つい随ずいするように、帽子の顔が笑った。

「同感じゃ、可お笑かしいな愛いとしき屑くずども！　無駄じゃ、ああ無駄じゃ、無駄すぎてもはや笑うしかない、ひははは！　失笑ラフイング、嘲笑ラフイング、歓笑ラフイング、憫笑ラフイング！　愚ぐ者しやが塵ゴミ掃そう除じに痛苦を捧げるぞ、塵ゴミのような痛苦を捧げるぞ、痛苦のような塵ゴミを捧げるぞ！　まぁ絶頂して受け取っておけ！」

　さらにしゃがれた女の声が続く。飛び離れた目が歪み、曲がった口から赤黒い舌がべろべろと伸びていた。

「うおっ……？」

「な、なんだっ……」

　驚愕する男達をよそに、その帽子を被かぶった者は俯いたままでいた。大きな鍔つばがその顔を隠し、表情は窺い知れない。ただ、男達の何人かが、帽子の下から微かに漏れた声を聞いた。

「……戻ってこなければ……よかったんですが。こうなっては、仕方ありませんね……」

　女だった。その声を聞かなかった男達も、邪悪さにどこか扇情的な気配も併あわせ持った魔女服──それを下から押し上げている肉を見て、そう判断していた。

　意味がわからなかった。だが囁き合う男達の間で、次第に意見が統一されていく。あれは頭がおかしい女。イカレた迷まい子ご。帽子は何かのジョークグッズ。こんなとこに迷い込んできて運が悪い。自分達にとっては運がいい。前菜にしたらいいのではないか。

　男達の何人かが、好色そうな目で足を踏み出したとき──

　魔女は動いた。腰の後ろのホルスターから、包丁を抜き出す。

　武器があるとは思っていなかった男達が息を吞のんだ。だが、まだそこに恐怖はなかった。なぜなら相手は頭のおかしい女で。自分達は男。何十人もいる。

　その余裕が崩れたのは、純然たる不理解の恐怖が襲おそい掛かってきたのは、次の瞬間。

「ふあ……あ、あ、あああ！」

　魔女は包丁で、自らの指を切り落とした。そして鮮血をそこから撒まき散らしながら、苦痛に身体を跳ねさせながら、黒髪を振り乱しながら──

「やれやれじゃ、さっさと与えてやろうぞ……甘美な甘美な代償魔術ペインマジツクの痛苦ペインを！」

　帽子のしゃがれ声に応じるように、叫ぶ。

「《第九指はブリーズ・覇人の息へとフインガー・捧ぐナインス》！」

　地面に落ちた指が弾けるように消えた刹せつ那な、男達の誰もが悟っていた。

　これは違う。何一つわからないが、とにかく、違う。

　こいつは。

　人間ではない。

　──数十分後、辛かろうじて意識を失うことを免まぬかれた男の一人がこけつまろびつキャンプ場に辿たどり着いていた。彼はぶるぶると震えながら必死に訴える。化け物が出た。指が切れて。また生えて。わけのわからない風や光で皆やられた。倒れた奴らの何人かは頭に手を当てられてた。きっと魂たましいを吸い取られたんだ……！

　無論のこと、それを聞いた人間はクスリのやりすぎだと一笑に付すだけだった。

　　　　＊

　林を抜けると海岸線の岩場に到達した。そこにぽっかりと開いた洞窟がある。

「へぇ……こりゃまた雰囲気あるロケーションだな。なんというか、もし水死体が岸に這い上がったらまずその身を潜めようとするような──ってちょっとは聞けよ」

「聞かん！」

　洞窟はそれなりに広かった。天井は高く、とりあえず頭をぶつける心配はない。底面の半分はどこからか流れ込んだ海水が川のように流れており、もう半分は岩場だった。そこも二人が並んで歩ける程度の幅はある。

　深さ的にはそれほどでもなく、数十メートル歩いたところで洞窟は行き止まりになった。巳沙希のライトが、壁を掘り込んで設置してある小さな祠を照らし出す。

「よ、よし、ここだ。じゃあ澪、これ！」

　と、巳沙希がシャツのポケットから短たん冊ざくのような紙を取り出して澪に渡す。『宵本澪』と名前が書かれていた。

「で、中に入れりゃいいんだな。まったく、幽霊の代わりに変な男達が出るわお前が一番怖いわ。どういう肝試しだよ……」

「うるさいな！　さっさと入れろ！」

　小さな祠の観かん音のん扉とびらを開く。ガサ、と音がした。すわ巨大フナムシの大群かと澪は手を引っ込めたが、予想に反して中にあったのは多量の湿し気けた紙だった。ちらりと見ると、同じように名前が書かれているのがわかる。

「そんな有名な肝試しスポットなのか？　みんな暇だな……まぁいいや」

「ぶつぶつ言うな、入れたか？　入れたな！　じゃあ俺も入れるぞ！」

　しゃがんだ澪の肩の上から巳沙希も自分の紙を投入し、ずばんと祠を閉める。それからなぜか彼女は目を閉じ、祠に向けて手を合わせた。

「……なんで拝むんだ？」

「え、あ!?　そりゃ、そのっ……いいだろ、別に、記念にだよ！」

　瞑めい目もくは十秒ほど。そして巳沙希は肩から力を抜きつつ、今まで吞み込んでいた緊張を形にしたような息を吐き出した。

「ふぅ。はぁぁぁ……よし。後は帰るだけだ、さあ帰ろうすぐ帰ろう──お、おい澪、変なイタズラするな。蹴るぞ」

「あん？　ぼくはもう帰りかけとるぞ？」

　巳沙希が祠を拝んでいる間、澪は既に洞窟を戻り始めていた。その声の遠さに気付いた巳沙希が、ぴし、と動きを止める。

「う、噓。じゃあ、今、俺の足を触ってるのは……ななななな、な？」

「さぁな、ぼくは何もしとらん。可能性が一番高いのは……足首を摑んで海に引きずり込む溺でき死し体たいだろうな。そういう霊の話を聞いたことがある。足下照らしてみろ、きっと──」

　巳沙希は答えなかった。いつものように怒りもしなかった。ただ、

「……はぅっ」

　か弱い女の子のような声を残し、あっさりと気絶した。




「ぐあ、やべぇ。脅かしすぎたか……さっきまでの流れだったら大丈夫と思ったんだが」

「わん」

「わんじゃねぇよ。ほら、しっしっ」

　足下に纏わりついてくる野良犬を追っ払って、巳沙希の元へ戻る。気持ち良さそうに気絶していた──電灯を拾って身体を照らしてみるが、岩場で倒れたにしては幸いに、怪け我がはなさそうだった。ただ倒れた拍子に腕か頭がぶつかったのだろう、祠の扉が開いて中の紙が足下に散乱している。

「やれやれ……一応戻しとくか」

　紙を拾い上げようとしたとき、澪は不思議なものを見た。さっき自分が入れた『宵本澪』という名前の紙。それとは別に、あまり湿気ていない（つまり最近入れられたような）別の紙にも、また『宵本澪』という名前があった。女が書いたような、丁てい寧ねいな字だった。

（同姓同名か？　珍しいが、いるところにはいるもんだな）

　特に気にせず、拾った紙を重ねて纏める。と、今度は一番上の紙に書かれた名前が視界に入り──そこで澪はふっと頭の霧が晴れる感覚を覚えた。どうしても思い出せない、ど忘れしたモノの名前がやっと浮かんだときのような。

「あー……あーあーあー。そっかそっか。そーだったっけ」

　思い出していたのは、昼間会った黒髪の女のことだった。トイレで盗撮から助けた。何度か浜辺で目が合った。そのたびに違和感を覚えていたのだが──

　その答えがここにある。『砧川冥子』と。

（そういやクラスにいたな。全然気付かんかった……ま、どう考えてもぼくみたいな問題児に声掛けてくるタイプじゃなさそうだし、向こうのほうからスルーして当然か。肝試しなんつーイベントに参加してるのもキャラ的に驚きだが──それはぼくも同じだな）

　そんなことを考えながら紙束を祠に戻す。

「それにしても、冥子、ねぇ……変な名前」

　とりあえず『普通』は好きではない。だから逆説的に、その普通でない名前は、なかなかの存在感を持ってそのとき澪の胸中に刻み込まれた。

　──ある日突然手紙を渡されても、あいつのことだな、とすぐ顔を思い出せる程度には。

　　　　＊

　巳沙希を背負ったまま林を抜ける。林はそれなりに広く、洞窟までに決まったルートがあるわけでもない。だから切華達とは擦すれ違わなかった。洞窟で待っていれば会えたのだろうが、あんな寒々しい場所でただ時間を潰すのもなんだかな、と考えたのだ。

（そう、なんだかな、だよ）

　ううん、と耳元で気だるい声。温かな息が首筋をくすぐる。巳沙希は水着の上にシャツを羽織っただけの姿であり、澪の背中では二つの膨らみが予想外の存在感を主張する。脇に抱えた太ふと股ももも、ここからどうしてあんな蹴りが出るのか疑問に思えるほど白く柔らかく、ひどく滑らかな手触りをしていた。

「あー、この状況で目を覚まされたら頭を割られかねんな……」

「れい……」

「ほわ！　いや待て落ち着けこれはやむなくの緊急措そ置ちであってぼくは何も──」

「……鎖さ骨こつ……簡単に、割れて、つまんにゃい……うふふ」

　舌足らずな声に、まだ巳沙希は夢の中だと知って安あん堵どする。

「おっそろしい寝言だ」

「やめろ……そんなの、見せるな、ばか……引っこ抜くぞ……」

「意味はよくわからんがおっそろしい寝言だ！」

　ぶるりと背筋を震わせて、歩調を速める。舗ほ装そうされた道路に行き着けば、宿まではあと少しだった。頭を空っぽにして歩いた。この暴力的な幼馴染が『女の子』の身体をしていることや、『女の子』のように幽霊を怖がっていたことや、『女の子』のようなあどけない寝顔をしていることは、考えないようにした。今までと同じように。

　そして宿に辿り着く。受付にいたおばちゃんが目を丸くした。

「あらまぁ、どうしたの？」

「あー、肝試しで歩き疲れて眠った、という感じでお願いします。とりあえず部屋に寝かせたいんですけど……あとこれ、懐中電灯どうも」

　従業員の先導で部屋に向かう。微笑ましい目に、絶対誤解されてるな、と澪は思った。

「肝試しというのはどちらに？」

「海岸沿いの洞窟です。祠があるとこ」

「ああ、あそこ。そうですねぇ、肝試しに使ってもいいかもしれませんねぇ。昼間に向かわれるよりも雰囲気も出るでしょうし」

　昼間に？　と澪が怪け訝げんに思ったとき、

「地元のあたしらからしてみれば不思議なんですけどね。ほんとう、いつのまにか縁結びの祠ってことになっちゃって。最初は名前を書いた紙を二人で入れれば幸せになるって話だったのが、今じゃ一人でも自分と想い人の名前の紙を入れれば恋が叶うっていうご利り益やくも追加されて。誰がどう始めたのか……まあ、あたしらはそれでお客さんが増えてくれれば万々歳なんですけどね？　ああ、お部屋はこちらです。どうぞー」

　布ふ団とんを敷いて従業員が帰っていく。そこに適当に巳沙希を寝かせ、ふむ、と澪は頭を搔いた。

　自分がすべきことは何か。

　わかっていた。




　何もしないことだ。




「……ぼくは何も聞かなかった。そういうことだな」

　自らの卑怯さを自覚する。それは痛みを伴った。けれど、その痛みこそが正しいのだと澪は知っていた。だから噓も誤ご魔ま化かしもなく、深く強く、胸中に刻み込む。自分は最低だと。

　そして彼はそれ以外の全てを忘れた。

　それもまた、今までと同じように。

　　　　＊

　無事に二人が宿に着いたのを確認してから、砧川冥子はひっそりとその場を立ち去った。人気のなくなった海岸沿いの道路を駅に向かって歩く。鞄の中から、しゃがれた声が小さく発された。

「やれやれ、まったくもって無駄なことをしたな。何人かの闇滓アンシイは吸収したが、あれでは腹の足しにもならん……代償魔術ペインマジツクの使い損じゃ。やはりあの街でなくば食料レベルの闇滓アンシイ持ちは見つからん、早く帰れ。他の代替魔術師ボステリオルマギスも探さねばならんのじゃからな」

「もう、帰りますよ」

　無駄なこと。その言葉が突き刺さる。

　思い出すのは彼の顔。その背で安心したように眠る彼女の顔。

　世界が違いすぎる、と思った。今日という一日はそれを知らしめるためにあったのだと神様に言われれば、それも信じられそうな気がした。

　ああ、彼らは、とても楽しそうだった。明るく、笑いがあり、ひどく普通だった。

　けれど自分のいる場所は。

　暗く、つまらなく、普通ではない。あるのは死し臭しゆう。人じん外がいの魔女帽子。そして、同じように人外になってしまった──自分。男達が言った。化け物。

　空を見上げた。

（ほら……やっぱり）

　満天の星空だった。孤立している星なんかどこにもいない。みんながみんな、笑い合うように、手を取り合うように瞬またたいている。

　その下にいる、ちっぽけな女の子のことなど気にも留めずに。

（だから、これでいい）

　一人で歩く。

（わたしは、人とは違う。だから、これが当たり前）

　一人で歩く。

（これでいい。一人でなくちゃ駄目）

　一人で歩く。

（あっちには行けない。明るく楽しい世界にいる資格はない。誰かと笑って、話して、触って、恋することなんか、してはいけない……）

　一人で歩く。

　ふと、気付いた。

　また、自分が笑っていることに。

　一人だけで。それを見てくれる人もいないのに。

　ただ、自分の存在を誤魔化す、愛想笑い。

　惨みじめだった。

　視界がぼやけてくる。喉の奥から何かがこみ上げてくる。

（でも……っ！）

　歩道の脇、砂浜と道路とを隔へだてているコンクリートの防ぼう波は堤ていに、海を眺める形で一組のカップルが座っているのが見えた。

　キスをしていた。

　ああ、ここにも、誰かと一緒にいられる人がいる。明るい世界で幸せになっている人がいる。恋人と一緒にいるのは幸せなのだろう。大好きな人に触って、触られるのはとても幸せなのだろう。他人がいて、自分がいて、他人の存在で、自分の存在を確かめる。それが普通なのだ。誰もがそうあるべきなのだ。その素敵な世界は、皆が平等に持っている場所なのだ。

　冥子は小走りに二人の後ろを駆け抜けた。嗚お咽えつを嚙み堪えながら。

（でも、わたし、わたしはっ──今までずっと、一人だった！　一人じゃないときなんてなかった！　いつだって、いつだって！）

　一人で歩きたくない。

（今までも、なくて、これからも、ずっと、ないなんてっ……）

　だから立ち止まった。

「……そんなの、やだ……やだよぉ……！」

　顔を覆おおう。温かな雫しずくが、眼鏡の下から、掌てのひらの下から零れた。

　けれど、いつかはまた歩き出さなくてはならなかった。その先には終わりしか待っていないのだとしても。歩みの停てい滞たいが、今すぐの終しゆう焉えんを──二度目の終焉を──意味するのならば。

　歩き出すための糧かてが欲しかった。

　自分は一瞬でも一人ではなかったのだ、と歩きながら思い出せるような証あかしが欲しかった。

　終わりへ向かう最中さなかに、愛想笑いではない本当の微笑が浮かべられるような──そんな、祝福じみた後押しが欲しかった。

　欲しい、欲しい、欲しい。

　願ってもいいですか。明るい世界にいる彼女に負けるのはわかっています。何にもならないのは知っています。それでも、願っていいですか。こんな、最低で、汚きたなくて、醜みにくいわたしだけど、ただ一つだけ……皆にとってはとても普通な願いを、わたしにとってはとても特別な願いを、叶かなえたいと思っても、いいですか。




　好きな人と、触れ合いたいです。




　その想いが、涙と混ざって、覚悟へと変わる。

　たとえ駄目でも、欲することを諦められない。願うことを、止められない。

　だったら──やろう。

　これが最後の我わが儘まま。

　これが最初の我儘。

　捧げよう、今まで使わなかった勇気の全てを。

　代償にしよう、今まで使わなかったエゴの全てを。

　決めた。

　今から自分は、たった一つの身勝手に、渾身の力を込める。

　だから──

「っ……ぐしゅ」

　ここで泣いていても、仕方がない。

　足が動いた。

　冥子は駅へ向かって再び歩き始める。

　先ほどまでこちらを無視していた空の星々が、

　今は、自分の背中を見送ってくれているように感じた。




　決戦は夏休み明けだと思った。

　でも、自分は臆おく病びようだ。わかっている。そう簡単には変わらない。

　だから、実際に動く決意をするまでに時間がかかるかもしれないけれど──一歩ずつ。少しでも自分の存在に気付いてもらえる努力をしながら、近付いていこう。

　彼のいる方向に。




　とりあえず、明日の予定はもう決まっていた。

　コンタクトレンズを買いに行くのだ。
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